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　　　一、また出たか!?　竜りゆうとエルフの呆ぼけコンビっ！









　それは。

　平へい凡ぼんな日にち常じようの一コマからはじまった。

「火フア炎イアー・球ボールっ！」




　づもどごぉぉぉんっ！




　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんの一いち撃げきに、たき火を囲かこんだ男たち、五、六人がまとめてすっ飛とんだ！

「……な……なんだっ!?」

「手入れかっ!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　役やく人にんがいきなり攻撃呪文ぶっ放すかよ！　きっと、なんか見た目グロくて凶きよう暴ぼう無む比ひな生せい命めい体たい……」

「爆メガ・裂ブラ陣ンドっ！」




　ぼぐぉぉぉぉんっ！




　あたしの怒いかりの第だい二波はが、野や盗とうその一の寝ね言ごとを中ちゆう断だんさせた。

　……ったく……！

　戦せん士しにして天てん才さい魔ま道どう士し、可か憐れんな美少女のこのあたし、リナ＝インバースをつかまえて正しよう体たい不ふ明めいの生命体呼よばわりするとはっ！

　おにょれ許ゆるさんっ！

　……ついでだから、あと二、三発攻撃呪文叩たたき込んで……

　思ったその時！

　ななめ後うしろに殺さつ気きが生まれ出た！

　とっさにあたしは前に跳とび──

　刹せつ那な。

　どぅんっ！

　背はい後ごで爆ばつ光こうが閃ひらめいた。

　──呪文攻撃かっ！

　しげみを飛び出し距きよ離りを置おき、佇たたずむあたしのその目の前に、木この葉はを揺ゆらして現あらわれたのは、全身黒ずくめの魔道士姿すがた。

　かわいて焦こげた空気の中で、あたしと魔道士は対たい峙じする。

　……ふぅむ……

「──ひょっとして──

　野盗おかかえの用よう心じん棒ぼうか何か、ってわけ？」

　食いぶちに困こまった流れの魔道士が、裏うら稼か業ぎようへとハマってゆく──わりとありがちなケースである。

「そういう貴き様さまは……？

　役人どものイヌ……というわけでもなさそうだが……？」

　顔はいまいちよく見えないが、声からすると若わかくはない。

　問われてあたしは胸むねを張はり、

「ふっ。

　見ればわかるでしょう。

　なんかムシャクシャしてるしヒマなんで、野盗倒たおしてうさ晴ばらししに来たのよっ！」

「どうやったらそんな理由が『見てわかる』んだっ!?」

　魔道士は、あたしに一いち応おうツッコミ入れてから、口の端はしに不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、

「……ふっ……まあいい……

　いずれにしろ、俺おれも、こいつらに世話になっている身……

　俺の前に現れたのを、己おのが身の不運と呪のろうがいい！」

　言うと両りよう手てで風を切り、虚こ空くうに印いんを刻きざみ込み、呪文を唱となえはじめる。

　出現した蒼あおい光が地を疾はしり、巨きよ大だいな逆ぎやく五ご紡ぼうの魔ま法ほう陣じんを大地に描えがきだす！

「……ま……まさかっ……!?」

　あたしの上げた驚きよう愕がくの声に、魔道士の口もとが、笑えみの形に小さく歪ゆがむ。

　そして──

「出いでよ！　わが盟めい友ゆう、レッサー・デーモン、ジャルドゥング！」

　がっ！

　魔法陣の光が圧あつ力りよくを増まし、その中心──光届とどかぬ深しん淵えんから、異い形ぎようの影かげがわき出した！

　ねじくれた四し肢し、闇やみ色いろの翼つばさ──

　それは、一匹ぴきのレッサー・デーモン。

「……噓うそ……でしょ……」

　あたしはかすれた声でつぶやいた。

　最下級の魔ま族ぞく──知性が豊ゆたかとは言えないが、その魔力と防ぼう御ぎよ力りよくは、並やみの戦士や魔道士にとってはまさしく脅きよう威い──

　だが──

「……あんだけおーげさな魔法陣と仰ぎよう々ぎようしい呪文使って……呼び出したのがレッサー・デーモンたった一匹……!?

　う……うぷぷぷぷぷっ！」

　がまんできずにふきだすあたし。

「なんだとぅおをっ!?」

　聞いて怒おこりだす魔道士。

「……だ……だって……おーげさなことやるから……何が出てくるのかと思ったら……」

「腹はら抱かかえてうずくまりながら言うなっ！　そこっ！

　レッサー・デーモンの怖こわさを知らぬなら、己おのれの愚おろかさ加か減げんを呪って死ぬがいい！」

　ごぉぉぉうっ！

　魔道士の怒りに呼こ応おうするかのように、レッサー・デーモンが月に吠ほえる！

　……あー。はいはい。

　あたしは口の中でちゃっちゃと呪文を唱となえ──




　その時。




　びくんっ。




　世界が。

　震ふるえた。




　そうとしか言いようのない感覚。

　──な……？

「何だ!?　今のは？」

　どうやらそれを感じ取ったのはあたしだけではないらしく、目の前の魔道士もまた、動どう揺ようの色を浮うかべている。

　風の温度も空気のにおいも。

　むろん見た目にも、あたりには何の変化もないままに、ただ、何か強きよう烈れつな違い和わ感かんだけが存在した。

　あたしも、そして魔道士も、しばし思わず言葉を失なくす。

　刹那──

　るぎおぉぉぉぉぉぉおおおっ！

　その妙みような沈ちん黙もくを押おし破やぶり、わき起おこったのは、レッサー・デーモンの絶ぜつ叫きようだった。

　まるで断だん末まつ魔まのけいれんのように、体を激はげしく引きつらせ──

　ばじゅっ！

　その背が──裂さけた！

　──いや！

　生はえたのだ。いきなり。

　風になびく黒いぼろぎれのような四枚の翼つばさが。

　何が起きたのかはわからない。

　わからないが──

　その時、あたしの背を駆かけ抜ぬけたのは不ふ吉きつな予感。

　予感に迷まよわず従したがって、あたしは、唱えていた術じゆつをレッサー・デーモン目がけて解とき放はなつ！

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　生まれ出た光の槍やりは、デーモン目がけてまっしぐら！

　だがその時。

　ぎぃぃぃんっ……！

　金きん属ぞくのきしみにも似にた音を立て、レッサー・デーモンの胸の前──虚こ空くうに光が生まれ出て、瞬しゆん時じにある形を取った。

　──逆五紡星の魔法陣!?

　それはあたしの放った術を正面から受け止めて──

　ぎゃりんっ！

　けたたましい音を立て、こちらの術と対つい消しよう滅めつする。

　むろんレッサー・デーモン自身は無む傷きずのまま。

「……なっ……!?」

　あたしは思わず声を上げていた。

　こちらが放ったのは、精アス神トラ世ル界・サ面イドにもダメージを及およぼす術である。

　あたしは今までにもこの術で、何匹ものレッサー・デーモンや──あるいはより高位のブラス・デーモンたちを葬ほうむり去さっている。

　だが──

　レッサー・デーモンが結けつ界かいを張り、こちらの術を防ぼう御ぎよする──こんなことははじめてである。

　しかし普ふ通つうのレッサー・デーモンには、魔ま力りよくこそあれ、そんな知ち恵えなどないはずだった。

「何よ!?　こいつ!?」

「わ……わからんっ！」

　誰だれにともなく言ったあたしに、答えたのは、そのレッサー・デーモンを呼び出した当とうの魔道士。

「こんなことは……今まで……！

　……えぇいっ！　なんでもいいっ！

　レッサー・デーモンよ！」

　呼びかけに、そヽれヽは視し線せんを魔道士の方へと動かした。

　魔道士は、あたしの方を指ゆびさして、

「あの女を倒たおせっ！」

　……ぐ……ぐろるるるる……

　巨きよ獣じゆうの唸うなりを漏もらしたレッサー・デーモンのその前に、刹せつ那な、数十条じようの炎ほのおの──いや、光の槍が出現した！

　そして──

　ひゅどどどどどどどっ！

　闇やみ夜よに白い残ざん像ぞう刻きざみ、解き放たれた光の槍は、背後から、呼び出した魔道士当人を貫つらぬいた！

「……………………!?」

　何が起こったのかも理わ解からぬまま。

　魔道士は、断末魔の悲鳴すら残せず倒たおれ伏ふす。

　そしてレッサー・デーモンはその視線を、次にこちらの方へと向けた。

　あわてて呪文を唱えるあたし。

　しかし呪そ文れが完成するより早く、唸うなるレッサー・デーモンの前に、ふたたび光の槍が姿を現し、またまた即そく座ざに解き放たれる！

　あたしの方に──ではない。

　すこし外はずれた横手の方に。

　雨と降ふりゆく光の群むれが、わだかまる闇を貫つらぬいて──

　じゅぶぁっ！

　新たに現れた銀ぎんの残像が、光の槍を切り散ちらす。

　ことば通り、レッサー・デーモンの放った光の槍を、剣けんで切り払はらったのである。

　誰が──かは、言うまでもない。

　一いつ瞬しゆんの光ひか芒りに浮かんだ姿を見るまでもなく、こんなマネのできる剣士はそういない。

　あたしの旅の連れにして、金きん髪ぱつ美び形けいの超ちよう戦せん士し、脳ミソの中はいつも梅ツ雨ユ、その名もガウリイ＝ガブリエフ！

「おああああああああっ！」

　光の槍を薙なぎ斬きると、雄お叫たけび上げて、一気にレッサー・デーモンとの間ま合あいを詰つめる。

　デーモンは四枚の羽は根ねをはばたかせ、空に舞まい上がって逃げようとするが──それより早くガウリイは、そのふところに飛び込んでいた。

　あいかわらず──速いっ！

　ざんっ！

　銀の刃やいばのきらめきに、ぼろぎれにも似た黒い翼が、枯かれ葉はのごとく舞まい落ちて、刹那の後──巨木のごときレッサー・デーモンの胴どう体たいが、二つに断たたれ、倒れ伏す。

「──こら、リナ」

　ぱちんっ、と剣を鞘さやにおさめて、ガウリイは、ため息混まじりに呼びかける。

「また夜中に抜け出して盗こ賊んいなぢこめとを……」

「説せつ教きようはあとよ」

　ガウリイのことばを遮さえぎり、あたしは真しん剣けんな面おも持もちで、あたりに視線を巡めぐらせる。

　盗とう賊ぞくたちは、狂くるったレッサー・デーモンが魔道士を殺した時点で、ビビってどこかへ退たい散さんしている。

　その当のレッサー・デーモンも倒れ、あたりから、すでに敵てきの気け配はいは消えている。

　ゆえにガウリイも剣をおさめたのだが──

「このレッサー・デーモン、いきなり姿が変化して、呼び出した魔道士殺しちゃったのよ。

　まともじゃないわ。

　魔道士のコントロールが甘あまかった、って可か能のう性せいもあるけど──

　ひょっとしたら──

　何か別のことが起きてる、って可能性もあるわ。

　油ゆ断だんしちゃだめよ」

「……そ……そうなのか？」

　あわててあたりを見回すガウリイ。

　だがむろん、もはやあたりに敵などいない。

　これぞ必ひつ殺さつ！　話をそらせて説教キャンセル！

　うかつな相手にしか通用しないけど。

　──だが──

　この時は、さすがにあたしも気づかなかった。

　本当に、別の何かが起きていたことに──




　昏くらい空。

　凍いてついた町。

　ひとつ呼吸をするたびに、痺しびれるほどにかたく、澄すんだ空気が肺はいを侵しん食しよくする。

　黒い羽は根ねを持つ何かの影が、いくつもいくつも空を舞う。

　季節外れの早すぎる雪が、すべての音を吸い取って、虚きよ無むの静せい寂じやくであたりを包つつむ。

　白と黒との、一枚の絵かい画が。

　さながらそれは、狂くるえる予言者の遺のこした悪あく夢むのごとく。

　だがそれは、絵画でもなく悪夢でもない。

　目の前にある──現実。

「……何よ……これ……？」

　つぶやいた自分の声がふるえているのは、寒さむさのせいか、それとも他ほかの理由からなのか。

「……今……冬……じゃ、ないよな……まだ……」

　あたしの隣となりに佇たたずんで、ガウリイまでもが、呆ぼう然ぜんと、間まの抜ぬけたつぶやきを漏もらす。

　盗賊たちをぶち倒したその翌日。

　宿を出て、大きな街まちへと向かう途と中ちゆうの山あいに、その小さな町は佇んでいた。

　デーモンたちに蹂じゆう躙りんされ、凍こおりついた死の町が。

　街かい道どうをゆく途中から、あたりが急に冷えこんで、妙みようだとは思っていたのだが──

　小高い丘おかを越こえた向こうに見えたのが、この光こう景けいだったのだ。

「──行くわよ！　ガウリイ！」

　言ってかけだすあたしに半歩ほど遅おくれ、ガウリイもまた走りだす。

「──行くって……！」

「デーモンたちがまだうろついてる──ってことは、まだ生きてるひとがいるかもしれない、ってことでしょ!?」

「──わかった！」

　応こたえるガウリイにうなずいて、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

　まだ町までは、距きよ離りがある。

　全力疾しつ走そう続けたせいで、たどり着いた頃ころには、戦う体力も残ってない──などということになったら意味がない。

　あたしはガウリイの手を取ると、増ブー幅ストをかけた、高速飛行の術じゆつを発動させる！

「翔レイ・封ウイ界ングっ！」

　風の結けつ界かいに包つつまれて、二人はそのまままっしぐら！

　町はぐんぐん、視し界かいの中で大きくなってゆくのだが、その中に、人の動きは全まつたく見えない。

　家の中で隠かくれているか、あるいは──

　不ふ吉きつな思いをふり払い、それからほどなく、あたしとガウリイ、二人はそこへとたどり着く。

　──そこはまさに、死したる町。

　遠とお目めにはわからなかったが、通りのいたるところには、デーモンにやられた人たちが転ころがっていた。

　体温を失なくした上に雪が降りつもり、かつては命あったその姿すがたを、白い景け色しきに溶とけ込ませている。

　どうやら家の中に避ひ難なんしているひとたちも多いらしく、ほとんどすべての家々は、その窓を、扉とびらをかたく閉とざしている。

　動くものといえば、降りしきる雪とデーモンたちの影──

　その影のいくつかが──

　あたしたちの姿を見つけて、こちらに向かって殺さつ到とうする！

　それは、昨夜見たのと同じ、四枚まいのいびつな羽根を持つシルエット。

「行くわよガウリイ！」

「おうっ！」

　ガウリイは剣を抜き放ち、あたしは口の中で呪文を唱える。

　今こちらに向かって来ているのは五、六匹ぴきといったところだが、デーモンの全体の数はわからない。

　ここが町でなければ、竜ドラ破グ・ス斬レイブあたりで一いつ気きに吹ふっ飛ばすというテも使えるのだが──

　ぅおおおぉぉぉうぅぅあああぁぁっ！

　怨えん嗟さの呻うめきにも似にたデーモンたちのどよめきに、生まれた無数の光の矢が、降り来る雪を蒸じよう気きと化かして、こちらに向かって殺到する！

　狙ねらいは正確！　だがそれゆえによけやすいっ！

　あたしとガウリイはダッシュで駆かけて、横手の路ろ地じへと飛び込んだ。




　どぢゅうっ！




　光の矢は、虚むなしく大地に砕くだけ散ちり、盛せい大だいな音と蒸気を生み出した。

　デーモンたちはこちらを追つい撃げきすべく、あるものは大地に降り立って、またあるものははばたきながら、路地の入り口をのぞき込んだ。

　そこに──

「青ブラ魔ム・烈ブレ弾イ波ザーっ！」

　こうっ！

　あたしの放った、蒼あおい光の衝しよ撃うげ波はが、地上でかたまっていたデーモン数匹をうち倒す！

　ひょっとしたらこいつらも、昨夜のデーモンのように、防ぼう御ぎよ結けつ界かいが使えるのかもしれないが、さすがに不意を突つかれてはどうしようもないだろう。

　空中にいたデーモンたちの視し線せんがこちらに注そそがれる。

　が──

「おおおおおおおおっ！」

　その時には、路地の左右にそびえる壁かべを、左右交こう互ごに蹴けり上がり、すでに高みへと達たつしていたガウリイが、雄お叫たけび上げて虚空から、空のデーモンたちに飛びかかる！

　一匹の頭を割わってその背を蹴けり、軌き道どうを変えて別の一匹の羽根を薙なぎ裂さき、地面に下りざまさらに一匹。

　残ったデーモンの注意が、あたしからガウリイへと移うつる。

　そのスキに、呪文を唱えつつあたしは路地を飛び出した。

　羽根を薙がれて落ちたデーモンと、うかつに近づいてきた一匹を、ガウリイは、いともあっさり切り伏ふせて──

　残った最後の一匹は、さすがに敵かなわぬと悟さとったか、それとも空からしかけるつもりか、大きく翼つばさをはばたかせ、剣の届とどかぬ虚空へと舞い上がる。

　だが──

　この時すでに、あたしの呪文は完成している！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　あたしの放はなった光の帯おびは、デーモン目がけてつき進む！

　ぎぃぃぃぃん……っ！

　昨夜と同じく、唸うなりとともに、デーモンの前に光の防御結界が生まれ出た。

　が──

　この術は、ンなもので防げるほど甘あまくないっ！




　どんっ！




　光の帯は、防御結界を吹き散らし、そのままデーモンの体をぶち抜いた！

　デーモンは、力を失い、地に落ちて、あたりの雪をまき上げる。

　これで、こちらに向かってきたのはとりあえず倒した。

　問題は、他に、どれだけの数がどこにいるのか──

「……かたっぱしから倒して回るしかなさそうね……

　次行くわよ！」

「──待て！」

　いきおい込んで駆け出そうとするあたしの足を、ガウリイの声が止めた。

　──感じているのだ。

　何かの気け配はいを。

　あたしも視線を巡めぐらせて、あたりの気配を探さぐる。

　一面の白。

　転ころがる死体。

　動くものといえば、かわらず降り来る雪、それのみ。

　しばしの時を、雪と、沈ちん黙もくだけが埋うめ──

「──そろそろ出てきたらどうだ？」

　視線を巡めぐらせ、ガウリイが、いきなり声を上げた。

　その顔が向く方は、すこし離はなれた民みん家かの屋や根ねあたりだった。

「のぞき見したくてそんなところにいるわけじゃないんだろ？　決け着りつけたいのなら、とっととやろうぜ」

　……もぞりっ……と。

　ガウリイの呼びかけに応こたえて、屋根の上に、赤い人影が身を起こす。

　それは地面に飛び降りて、ゆっくりとした足取りで、こっちに向かって歩あゆみ──

　──ずげげっ！

　近づくにつれてはっきりしてきたそヽれヽの姿に、あたしは思わず腰こしを引く。

　──ずいぶん前──

　どこかの魔ま道どう士し協きよう会かいにある図と書しよ室しつで、見たことがある、『人体の筋きん肉にく』の図ず。

　目の前の相手は、それにそっくりな外がい見けんをしていた。

　皮かわをはがされた人間の形──

　ただし、両りようの瞳ひとみはなく、かわりにその部分からは、血の色をした肉の突とつ起きが二本、伸のびてゆらゆらゆらめいている。

　そう、まるで、カタツムリかナメクジの目のように。
















　むろんこんなルックスの奴やつが、まともな人間やまともな怪モン物スターのわけはない。

　──魔ま族ぞく──

　……しかし毎度のことながら……実に悪あく趣しゆ味みなルックスである。

「……ただものではないな……私の存こ在とを察さつしたか」

　それは、あたしたちから少し離れた場所で立ち止まり、唇くちびるのない、歯はグキむき出しの口を動かし、ガウリイに向かって言った。

「あたしたちが何なに者ものだろうと関係ないわ。

　……町を襲おそって恐きよう怖ふを自分の糧かてとする……

　あんたたちにとっちゃあ、お昼ひるごはんみたいなもんなんだろうけど……

　めーわくなんでやめてくれる？」

「……ほぉう……」

　横から口を出したあたしに、魔族は興お味もし深ろそうに、視線──というか触しよく手しゆの先というかを、あたしの方へと向けて、

「すこしは魔われ族われのことを知っているようだな……

　なら、純じゆん魔ま族ぞくの恐ろしさ、知らぬわけでもあるまいに。

　よほど腕うでに憶おぼえがあるようだが……

　試ためさせてもらってかまわんかな？」

「……断ことわっても試すつもりでしょ？」

　あたしのことばに、魔族の口の端はの筋肉が歪ゆがんだ。

　笑えみの形に。

「わかっていれば話は早い……

　ならば……ゆくぞっ！」

　宣せん言げんと同時に魔族は両足で大地を踏ふみしめ、両の拳こぶしを腰こしだめに構かまえる。

　刹せつ那な。
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　羽は虫むしの唸うなりにも似た音が響ひびき、魔族の周しゆう囲いに舞い散る雪が吹き散らされる。

　生まれ出た不ふ可か視しの振しん動どう波はは、雪を薙なぎ散らし、ガウリイの方へと向かう！

　ガウリイはそれをよけもせず、まっ正面から突っ込んでゆく！

「馬ば鹿かめ！」

　魔族の嘲ちよう笑しよう。しかし。

「はっ！」
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　ガウリイの剣けんの一いつ閃せんに、音がはじける。

　あたりに降り来る雪ゆえに、本来なら見えないはずの力の流れがよくわかる。

　剣で、振動波を断たち切ったのだ。

「……なっ……!?」

　魔族の漏もらす驚きよう愕がくの声。

　しかしガウリイも、完全に振動波を相そう殺さいしきれなかったのか、その場で足を止めている。

　敵てきに生まれた一瞬のスキ。これを逃のがすテはない！

　あたしは唱となえた呪文を解き放つ！

「覇ダイ王ナスト……！」

　だが。

　あたしが『力あることば』を解き放つより一瞬早く。
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　ふたたび魔族が振動波を産うみ、積つもった雪さえ舞い散らせ、視界を白一色に埋うずめる。

　──目くらましかっ!?

　かまわずに、見当で術を解き放つあたし。

「──雷ブ撃ラ陣スっ！」

　がかかかかっ！

　ほとばしる魔力の雷いかずちが、雪ゆき煙けむりの向こうで蒼あお白じろい輝かがやきをほとばしらせ、一瞬で雪を消させる。

　だが──手ごたえはない。

　刹那。

　背後に生まれ出る殺さつ気き！

「──リナっ！」

　とっさにカバーに入ったガウリイが、手にした剣を一いつ閃せんさせる！
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　ふたたび響ひびく破は裂れつ音おん。

　こちらの背後に移動して、魔族が放った一いち撃げきを、ふたたびガウリイの剣が切り裂いたのだが──

　この振動波、余よ波はだけで、耳もとで紙フーセンを破やぶられたような……というか……なかなかキツいものがある。

　もし直撃など受けたなら、よくて衝しよう撃げきで戦せん闘とう不ふ能のう、悪くすれば瞬しゆん時じに体が吹っ飛ぶのではないだろうか。

「サンキュー。ガウリイ」

　言ってあたしは呪文を唱え──

　そして。

　異い変へんに気がついた。

　消えたのだ。

　魔族の発していた、鋭するどい殺気が。

　相手が姿を消したわけではない。

　ふき上げられた雪煙がおさまれば、あたしたちから間合いを取って、佇たたずむ魔族の姿があった。

　が──もはや殺気も敵てき意いもない。

　かわりに魔族が発しているのは──

　……とまどいの……色？

「……リナ……ガウリイ……」

　魔族は、何か困ったように、あたしたちの名前をつぶやく。

「知ってるの？　あたしたちの名前？」

　挑ちよう発はつするように言うあたし。

　──まあ、あたしもガウリイも、いままで魔族相手にいろいろやってきたから、こいつらの間で名前が知られている可能性も、たしかにあるのだが。

　──もっとも──目の前にいるような純魔族という奴やつは、それでビビって逃げだしてくれるような、可か愛わいい存モ在ノでもないのだが。

「……リナ……インバース……ガウリイ……ガブリエフ……」

　知っている。やはり。あたしたちの名前を。

「そんなに気になるかい？　オレたちの名前が」

　ガウリイが言った、その瞬間。

　魔族が──跳とんだ！

　大きく、後ヽろヽに向かって。

「……へ……？」

　目を点にするあたしにかまわず、魔族は背を向け、大地から屋根に、屋根から屋根へと飛び移り、降り来る白の向こうに溶とけ込み、姿を消した。

　あっさりと。

　続いて、いくつもの翼つばさの音が遠ざかる。

　……………………………………………………

　退たい却きやく……した……？

　しかもごていねいに、下級のデーモンたちのきなみ引き連れて？

「……すごいなおい、リナ」

　気配が完全に消えたあと。

　剣をおさめたガウリイは、あたしの頭に手を置き、言った。

「盗とう賊ぞくとかだけかと思ったら……魔族まで、お前の名前聞いただけで逃げてったぞ」

「そんなわけあるかぁぁぁっ！」

　どしゃあああっ！

　あたしの放った必ひつ殺さつアッパーは、ガウリイを、雪の上へと這はわせたのだった。




　街まちには、はりつめた空気が漂ただよっていた。

　兵士たちの姿がやたらと目について、行き交かう人たちも、その身に、ぴりぴりとした空気を纏まとわりつかせている。

　まあ、無理もないことだが。

　──あたしの目の前で、レッサー・デーモンがさらなる異い形ぎようと変化した、あの夜から今日まで、およそ十日。

　その間に、各地での異い常じよう気き象しようと、デーモンたちによる街や村への襲しゆう撃げきは、あちらこちらで頻ひん発ぱつしたのだ。

「……なあリナ……」

　今夜の宿を決めるため、表通りを歩きつつ。

　ガウリイが口を開いた。

「なんか確たしか……前にも、こんな雰ふん囲い気きってなかったか？」

「あったわよ」

　さらりと問いに答えるあたし。

「ディルスでの事件のすこし前──

　あの頃ころって、どこの街もこんな空気だったでしょ？」

「おー。そういえば」

　納なつ得とく顔がおで、ぽんっ、とのん気に手を打つガウリイ。

　……ったく……本当にわかってるんだろーか……こいつ……

　あの時は、表には出てこない部分で、大おお物もの魔ま族ぞく──覇ダイ王ナストグラウシェラーの暗あん躍やくがあったのだ。

　やはり各地で、レッサー・デーモンやブラス・デーモンなどの下級魔族が大量発生し、街や村を襲おそう、という事件が頻ひん発ぱつしていた。

　その件けんは一いつ旦たんおさまったのだが──

　人々の記き憶おくには、あの時の不安と恐きよう怖ふが、いまだ根強く生きているはず。

　今回の事件は、それを呼び起こしているのだ。

　そして、今、同じことが起こっている、ということは──

「……っ!?」

　いろいろあれこれ考えながら、街の景け色しきに目をやって──

　あたしは思わず、小さく息を飲のんでいた。

　──今のは──!?

　思わずあわててかけ出すあたし。

「……お……？　おい、リナ!?」

　ガウリイの声を無む視しして、あたしは通りを駆けて路地をのぞき込み──

　……誰も……いない……

「どうしたんだ？　いきなり？」

「……あ。なんでもないなんでもない。

　ちょっとした見み間ま違ちがい」

　問われてあたしはことばを濁にごす。

「知り合いと似た後ろ姿を見たもんで、ね」

「ふぅん」

　あたしの適てき当とうな説明に、ガウリイは気のないあいづちをうつ。

　……そう。見間違いに決まっている。

　誰かに似た人間などいくらでもいるし、ましてやそれが、ちらりと見えた後うしろ姿すがたとなると……

「──ま、とにかく宿を──」

　言いかけたあたしの言葉をさえぎって。

　遠い悲ひ鳴めいが街に響いた。

　………………………………

　あたしとガウリイ、二人はしばし無言で顔を見合わせて──

　表通りを見回せば、一方から、混こん乱らんの空気と悲鳴とが、波のように伝わってくる。

　──魔族だ！　魔族が攻せめてきたぞ──

　混まじりあう悲鳴の中にその声を聞きつけ。

　あたしとガウリイ、二人は同時に駆け出していた。

　混乱の生まれ出ている方へと。

　逃げまどい、流れ来る人の波をかきわけて進むうち、いきなりその流れがとだえる。

　どうやら現場は近いようである。

　なおもしばらく進むうち、通りのそこここに転がるのは──

　……デーモンの死体……？

　街の警けい備び兵へいたちが倒したのだろうか。

　──しかしあたりには、警備兵たちの姿も遺い体たいも見当たらない。

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンなどの下級魔族は、あたしやガウリイにとってはザコだが、並なみの戦士や魔道士にとっては、手ごわい相手と言っていい。

　言っちゃあなんだが、普通の街の警備兵たちが、無キズで倒せるほど甘あまい相手ではないのだ。

　ならば、これをやったのは──

「リナ！　来るぞ！」

　ガウリイの声があたしの考えをうち切った。

　言われて視線をめぐらせれば、どうやらこちらを発見したらしく、空舞う翼が四つほど、こちらに向かって飛ひ来らいする。

　ガウリイは剣を抜き放ち、あたしは口の中で呪文を唱える。

　るごぉぁぁっ！

　デーモンたちは声を上げ、その目前に、光の矢の群むれがゆらめき、現れ──

　──現れようとした、その瞬間。

　きゅどどどどどどどどどっ！

　横手から飛び来た、十数発の光こう弾だんが、そのデーモンたちを虚空で直撃、粉ふん砕さいする！

　──今の攻撃は──！

「ここは危き険けんだ」

　術じゆつ者しやの声は、すぐ先の角の向こうから聞こえた。

　つづいて姿を現したのは一人の男──

「安全な場所に避ひ難なん……………………」

　言いかけた男の声が、途中で止まる。

　あたしとガウリイの姿を目にして。

　そう。それは。

　あたしの知っている顔だった。

　向こうもこちらを知っている。

　金髪で、なかなか美形の中年男性。青い服の上から、革かわ鎧よろいにも似た軽ライト装・ア鎧ーマーを身につけている。

　──とはいえこれは、彼の本当の姿ではない。

　魔族の棲すまう、カタート山さん脈みやくのほど近く。

　竜ドラたゴンちズ・のピー峰クに生きる竜ドラゴンたちを束ねる、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長ちよう老ろう、ミルガズィアさん。

　それこそが彼の正体である。

　変身魔法を使って、人の姿に変わる時、彼はこの外見を取るのだ。

「──あんたは──」

「ミルガズィアだミルガズィア。名前で呼んでもらおうか。人間よ」

「……あ。はいはい」

　口をひらいたガウリイのことばを遮さえぎり、詰つめ寄よって、うむを言わさずそう言い放つミルガズィアさん。

　……んーむ……前にさんざんガウリイに、悪意なく、トカゲ呼ばわりされたのが、よっぽど気になってたな……これは……

「久しぶり──というほどでもないかな。人間たちよ。

　しかし、お前たちなら、手助けなどは無用だったな」

「ミルガズィアさん！

　なんでこんなところへ……って！　世間話してる場合じゃなくて！

　まず先にデーモンたちを！」

「案あんずるな。

　来ているのは私だけではない。

　あの程度の下級魔族など、任まかせておいても問題はない」

　………………え………………それって………………

　聞いたあたしの顔から、一気に血の気が引いたのが、自分でもはっきりとわかった。

「どうした？　顔色が変わったが」

「……あの……『私だけではない』って……ひょっとしていっしょに来てるのって……」

　あたしがみなまで言うより先に。

　びーっ！




　ちゅごどぉぉぉんっ！




　どこかで放たれた白光が、あたりの建物ごと、デーモン数匹を薙なぎ散ちらす。

「…………………………………………」

「…………………………………………」

「……問題……あると思うぞ。オレは」

　ガウリイのつぶやきに、ミルガズィアさんは応こたえる術すべがない。

　そしてその横で。

　むやみに放たれる白光を眺ながめ、あたしは脱だつ力りよくしきっていた。

　……あぁぁぁぁぁぁぁぁ。またやってるよ。あの馬鹿エルフ。

　などと胸の奥おくでぼやきつつ。




　デーモンたちの掃そう討とうに、さしたる時間はかからなかった。

　だが、街の受けた被ひ害がいは大きかった。

　原因は…………………………追つい求きゆうしないで。ぷりーず。

「けど、どうしてわざわざ別の街に行かなくてはならないんです？　私たちはあの街の恩おん人じんですよ!?」

「自覚のないセリフさらりと吐はくなぁぁぁぁっ！」

　すぱぁぁぁぁぁぁんっ！

　迷まよわずすかさずためらわず。

　あたしは取り出したスリッパで、相手のうしろあたまをはたき倒した。

　相手──

　金ブロ髪ンド美人のルックスで、白い鎧よろいを身に纏まとい、偏へん食しよくワガママ無む分ふん別べつっ！

　しばらく前、ミルガズィアさんといっしょに、あたしたちと出会ったこともある、エルフのメンフィス＝ラインソード。

「気軽にぽんぽん閃レー光ザのー・吐ブ息レスなんてぶっ放してっ！　建たて物ものの被ひ害がいに関しちゃあ、デーモンたちがやったのより、あんたがやらかした被害の方が大きかったわよっ！

　それでのうのうとあの街にいられるわけないでしょうがっ!?」

　デーモンたちを倒したあのあと。

　あたしとガウリイとミルガズィアさん、そしてメンフィス──メフィの四人は、ダッシュで街を離はなれて、別の街へと続く街道を歩んでいる。

「人がいないことはちゃんと確たしかめてから撃うちましたっ！」

「いなけりゃ撃っていいってわけぢゃないぃぃぃっ！」

　吠ほえつくメフィに言い返すあたし。

　いや。あたしも時々やるけど。そーいう真ま似ね。

　まあ、それはそれとして。

「デーモンを撃げき退たいした恩おんは恩として、それはさておき、壊こわした建物弁べん償しようしろ、とか言い出す奴やつって絶対いるのよ！

　それともメフィ、あなた、あの街で土木作業やりたかったわけ？」

「……う……それは……」

　問われて彼女は、ことばを濁にごして視線をそらし、

「……そ……それはともかく……

　なんだってふところにスリッパなんて持ってるんですか!?

　人間ってわかりませんわ」

「持ってるといろいろ便べん利りだからよっ！」

　わけのわかんない答こたえをきっぱり言ったあたしに、彼女はしばし硬こう直ちよくし──

　ぽんっ、と手を打ち、ミルガズィアさんと視線を交かわし、

「なるほど。たしかにそれは便利そうですわね。ミルガズィアおじさま」

「うむ。我々も今度試してみるか」

「人間も、たまにはいいことを言いますわね」

　……いや……そこでそんなわけのわからん感心されても……

　……あの……自分で言っといてナニなんですけど……あたし……竜ドラゴンやエルフのことの方がよくわかんないです……

　ふところからいきなり取り出したスリッパを、何やら便利に使う竜ドラゴンやエルフって……想像するだけでなんかヤなんですけど……

「……ま……まあ……それはさておき……」

　人間には理解不能な何かにしきりと感心している二人に、あたしは気を取り直して問いかける。

「二人がまた人間の街にやって来た──ってことは、やっぱし、このデーモン発生事件のことで？」

「うむ」

　問われてミルガズィアさんは真ま顔がおで──って、このひとはいつも真顔だけど……真顔でうなずき、

「前回あった覇ダイ王ナストグラウシェラーの暗あん躍やく。

　グラウシェラー自身は、あのデーモン大たい量りよう発はつ生せいを指さして『単たんなる食事』と言っていたが、それを鵜う呑のみにして信じるつもりはない」

「と、いうことは……」

　ミルガズィアさんはこっくりうなずいて、

「魔族が、降こう魔ま戦せん争そうの再さい現げんを狙ねらっているという可能性は、まだ完全に消えたわけではない。

　私はそう考えている。

　いずれにしても──

　この、デーモンたちの異常発生を、我々竜ドラゴンやエルフに、直接火ひの粉こが降りかからぬからといって、見過ごしにするわけにもいかん」

「そう言ってもらえるとうれしいわ。

　けど今回……デーモンたちの発生と、ほとんど同時に起きはじめた、各地の異常気き象しよう……あれって、何か事件と関係あると思う？」

「正直言って、それは何とも言えん。

　だが、天てん候こうにまで異常を起こすような魔族がいるとは思えん」

「いくらなんでも、そこまでの力はない……ってこと？」

「いや。

　かつて赤フレのア竜ドラ神ゴンスィーフィードと魔ルビー王アイシャブラニグドゥが戦った時には、『眠ねむる竜』と呼ばれた大たい陸りくの半分が蒸じよう発はつしたと聞く。

　むろん単なる伝でん承しようかもしれんが、ともあれ高位の魔族なら、部分的に天候に影えい響きようを及およぼす程てい度どの力はあるだろう。

　だが、それには当然、莫ばく大だいな力が必要となる。

　それだけの力を消しよう費ひしてまで、天候に影響を及ぼす理由は見当たらない」

「……なるほど……ね……」

「そういえばミルガズィアおじさま、二ふつ日かほど前立ち寄よった街も、異常なくらいに暑あつかったですね。デーモンは出ませんでしたけど」

「暑かった？」

　横から言ったメフィのことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめ、

「あたしとガウリイが、十日ほど前に行った街なんて、とことん寒かったわよ」

「あら。それはただ単に、あなたが冷ひえ性しようなだけじゃあないの？」

「違うわぁぁぁっ！

　どれくらい寒かったか、とゆーと……そーねー……

　ミルガズィアさんの飛ばすギャグの寒さを六十くらいだとすると……」

「ちょっと待て。人間。」

　ミルガズィアさんの抗こう議ぎは無視して、あたしは先を続ける。

「あの寒さは、二、七はあったわね」

「小数付きッ!?」

「待て！　どういう意味だ人間よ!?」

「いや。どーいうも何も……そのまんまの意味だけど……」

「何!?」

黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老に、深い動どう揺ようの色が走る。

「……まさか……私の飛ばすギャグが寒いなどと……」

「いやもぉアレは寒いとかゆーレベルじゃなくて、一種の精せい神しん破は壊かい兵へい器きよね。

　あ。ちなみにこの数すう値ち、五くらいでほとんどの生命体は生せい存ぞん不可能になるんで」

「生存不可能とまでッ!?　……くっ……！」

　ミルガズィアさんはこぶしをにぎりしめ、

「……一時は皆みなに『ゆかいなミルさん』とまで呼ばれた、この私の時代は終わったというのか……」

　いつ始まってたんだ。あんたの時代が。

　落らく胆たんしまくるミルガズィアさんに、メフィは、ひし！　と、しがみつき、

「そんなことありませんわ！　ミルガズィアおじさま！　おじさまのギャグはいつだってバカウケですわ！

　きっと寿じゆ命みようも短く、感性面で未み成せい熟じゆくな人間には、おじさまのギャグはハイブロゥすぎるのよ！

　現げんにおじさまの十お八は番こ、となりの空き地に囲かこいができた話なんて……思いだしただけで……うぷぷっ！」

　……思い出し笑いしてるところ悪いんですけど……なんか……そこ聞いただけで、スゲェつまんなさそうなんですけど……その話……

　……やっぱしあたし……竜ドラゴンやエルフのセンスってわかんないです……

「……そう……そうだ！　私にはあのギャグがあるっ！」

　なんだか立ち直ったミルガズィアさんは、あたしの方を、びっ！　と指さし、

「ならば今こそ聞くがよい！　人間よ！　我が最強のネタをっ！」

「ちょっ……！　ちょっと待ってミルガズィアさんっ！　話がズレてるっ！」

　あわてて待ったをかけ、話をそらそうとするあたし。

　人間と感性がズレまくってるミルガズィアさんやメフィが『一番面おも白しろい』などとゆーネタなんぞ聞かされた日にゃあ、それこそ精神崩ほう壊かい起こしかねない。

　話をズラしはじめたのはもちろんあたし自身なのだが、それはさておき。

「魔族が何を狙ねらってるか、っていう話だったはずよっ！

　何か……手がかりとか、どこへ向かえばいいか、とか、そーいうの、そっちでは摑つかんでないの？

　でないと、どう動けばいいのかもわかんないわよ」

「……確かに……それが問題ではあるのだ」

　あたしのことばに乗ってくるミルガズィアさん。

　おしやった絶対危機回かい避ひっ！

「何かが起こっていることは間違いない。

　ひょっとしたら、覇ダイ王ナストグラウシェラーの時のように、高位魔族が関わってきているのかもしれんが……

　連中が、存在の気け配はいを隠かくしていれば、我々にもそれを悟さとることはできん。

　実際、私とメフィがこうやってふたたび人間たちの街へと下りてきたのも、見過ごしにできん、というのもあるが、同時に、手て掛がかりを探して原因を究きゆう明めいする、というのも大きな目的なのだから」

「……ふぅむ……なるほど……

　けど、手がかりったって……まさかデーモンたちに直接聞くわけにもいかないでしょーに……

　無目的にふらふらしてたってしかたないし……」

「確かに。

　しかし実際、その手掛かりを探す法さえ見けん当とうがつかぬとなれば……」

「なら、取るべき方法はただ一つ、ね」

「ほう、どのような？」

　問うミルガズィアさんに、あたしは、ぴっ！　と一本、指を立て、

「もぉそのことは忘れて楽しく生きてみる」

「何考えてるんですか!?」

「解かい決けつしておらんぞ。人間よ」

　あたしのステキな提てい案あんに、メフィとミルガズィアさんが同時にツッコミを入れる。

「……じょ……冗じよう談だんよ。

　……けど……実際、手の打ちようがないことだけは事実でしょ」

「……確かに……」

「……それは……そうですけど……」

「──なぁに。それなら心配いらないって」

　悩なやむ一同のその横から、気楽な声をかけたのは、残った一人──言わずもがなのガウリイだった。

「……どういうことよ？　心配いらない、って？」

「これだけのメンツがそろったんだ。そのうち、事件の方からやって来てくれるって。

　いつもの通り」

「『いつもの通り』とか言うなぁぁぁぁっ！　ほんとーにありそうだからこそ、ちっともうれしくないのよぉぉぉぉぉっ！」

　あたしの心からの叫さけびは、人通りのない街かい道どうに響ひびき渡わたったのだった──




　じまんのできることではないが、襲しゆう撃げきされるのには慣なれていた。

　相手が魔族であろうとも。

　たとえばひとけのない街道で。しげみの奥おくに敵てき意いを感じ、相手の存こ在とを察さつ知ちする。

　あるいは宿の一室で。不ふ吉きつな予感に眠ねむりを覚さまし、窓まどの外に迫せまった相手を感じ取る。

　だが、さすがに──

　昼ひるの日ひ中なかに、混こみ合うメシ屋の玄げん関かん開けて、魔族が堂々入って来る──

　これは、はじめての経験だった。

　最初の一いつ瞬しゆん。誰だれも、何の注意も払はらわなかった。

　ごく当たり前のように、ドアベルを鳴らしてドアが開き、ごく当たり前のように、そヽれヽは店内に入って来た。

　例たとえるなら──枯かれ木きが、大おお柄がらな人間のような格かつ好こうをしている──それは、そういったものだった。

　目と口の位置にうろでもあれば、それなりにユーモラスだったのかもしれないが、口はなく、異様に大きな血ち走ばしった眼がん球きゆうが、落ち着きもなく泳およいでいる。

　それは、のそりと店内に入って来ると、まるで待ち合わせの相手を捜さがしてでもいるかのように、店内をぐるりと見渡した。

　最初に、その異常さに気がついたのは誰だったのだろう。

　──おかしな表現だが──ざわめく店内に、沈ちん黙もくが、波のようにひろがった。

　そして訪おとずれる──完全なる静せい寂じやく。

　メシ屋の片かた隅すみのテーブルで、食事をしていたあたしたちも、一瞬何が起こったのか理わ解からず、しばし硬こう直ちよくする。

　我われに返ったあたしたちがモーションを起こすより、刹せつ那な、早く。

　それが動いた。

　ふゅんっ！

　枯れ木にしか見えない両手が風を裂さき──

　そのそばにいた客たちが、のけぞり、血を吹ふき、倒れ伏す！

　悲鳴が。

　瞬時に店内を満たす。

　パニックに陥おちいった客たちは、あちらへこちらへと、でたらめな方向へと逃げまどいはじめた。

　その流れの間をすり抜けて、ガウリイが魔族へと肉にく薄はくする！

　こうも人の流れがぐちゃぐちゃでは、危なくて、魔法などの飛び道具は使えない。となれば頼たよるは彼の剣！

　だが魔族もまた、いち早く、自分に向かって迫せまり来るガウリイの存在を察知した。

　片手をガウリイに向け──その指が伸のび、ガウリイへと迫る！

　しかし、ンな直線的な攻撃が通用する彼ではない。

　指からその身をかわし、すれ違いざまに切り落とす。

　そのまま魔族に突とつ進しんし──

　ざんっ！

　銀の軌き跡せきの閃ひらめきに、枯れ木魔族はいともたやすく、斜ななめに断たたれて倒れ伏す。

「──気をつけてガウリイ！」

　あたしは声をはり上げた。

「あっさりしすぎてるわ！」

「わかってる！」

　ガウリイが応こたえたその瞬間。

　最初の一撃で切り飛ばされ、床ゆか板いたに刺ささった魔族の指が、むぐりっ、とふくれ上がり、瞬時に枯れ木魔族の姿を取り戻す。

　──こっちが本体かオイ！

　その気配を感じ取り、ガウリイがふり向いた刹那。

　切り倒された枯れ木魔族の根のあたりから、やはり同じ姿形の魔族が再生した！

　──いつか見たレッドとグレイのような、二体ひと組の複ふく合ごう魔族か!?

　あたしやミルガズィアさん、そしてメフィは、混乱して走り回る人の波にジャマされて、いまだ援えん護ごの体たい勢せいが取れないでいる。

　見た目の同じ二体の魔族は、かざした指を矢と化して、ガウリイ目がけて解き放つ！

　飛び来るそれらに、ガウリイは、剣を構えて──
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　だがしかし。

　その剣が閃ひらめくより早く。

　飛び来た矢の群むれは、爆ばく発はつにも似た音とともに、はじかれ、虚むなしく床ゆかへと落ちた。

「──コレハ──」

　枯れ木魔族その一が、なまいきにも、ひとのことばでつぶやいて、視線を送ったその先には──

　ずげっ!?

　同じ方へと目をやって、あたしは思わず身を引いた。

　混こん乱らんしまくる人々の群れ。

　そのただ中に佇たたずむのは、いつか、凍こおった街で出会った、筋きん肉にくムキ出し、ナメクジ目の魔族だった。

　こいつっ！　一体いつの間にっ!?

　おそらくこいつの出現もまた、客たちの混乱をあおっていたのだろう。

　しかしこいつの出現を、気配で察知できなかったというのは──

　理由は、すぐにわかった。

　あたしたちに対する敵意が、全く感じられないのだ。

　いや。むしろ。

　枯れ木魔族のリアクションからすれば、今の攻撃を、筋肉標本魔族が止めたようにすら感じられる。

　だが、何のために？

　──などと考えるのはあとでもいい！　とりあえず今は目の前の敵を倒すのみっ！

　とはいえ、あたしたちのまわりには、いまだパニクりまくって走り回る人々が──
















　………………………………

　ぷちっ。

「とうっ。」

　とすっ。

「はうっ！」

　どすっ！

「げぶっ!?」

「……な……何をやっているのだ!?　人間の女よ!?」

「当て身。」

　人ごみの向こうから問うミルガズィアさんに、あたしは端たん的てきに答えた。

「騒さわぎがおさまんないなら、たとえ少々乱らん暴ぼうなやり方でも、あたしたちがおさめるしかないでしょ!?

　でないとみんなでおしまいよっ！」

「──それもそうね」

「あんたが同意するな極ごく道どうエルフっ！」

　あたしのツッコミを、聞いているのかいないのか、それともわざと無む視ししたのか。




　ぶぁうんっ！




　メフィが纏まとう白い鎧よろいが、爆発的に展てん開かいし、白い翼つばさと化してひろがる。

『がぐわげっ!?』

　どびたっ！

　翼にうちつけられた人々は、あっさり吹っ飛び、気を失う。

「なんてことするのよこの無む分ふん別べつエルフっ！」

「あなただって同じことやってたじゃあありませんかっ！」

「あたしはいいのよっ！」

「そんなわけないでしょうっ！

　そんなことより、とにかくこれで、少しは身動きとれそうですよっ！」

「そうねっ！」

　たしかに。

　今のあたしとメフィの活かつ躍やくで、あたりをむやみにうろつくひとはいなくなった。

　……なんか……店の隅すみにかたまった人たちからは、魔族を見るのと同じよーな目の色で見られてるよーな気がするが……

　むろんそれは気のせいであるっ！（きっぱり。）

　ようやく援護できそうな空間を確保して、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──

　だが。それが完成するより早く。

　じゃっ！

　奥の方にいた枯かれ木き魔族が、その指先を大きく伸ばす。

　狙ねらいはガウリイ──ではなく天てん井じよう！

　先さ端きを天井板につき刺さすと、そこを支し点てんに身を振ふって、ガウリイのいる場所を大きくまわり込み、もう一体の枯れ木魔族と合流する。

　足並みそろえて手に手を取って──

　……みぎきしっ……

　まさに木のきしむような音を立て、二体の魔族は、互たがいに互いの体をめり込ませるように融ゆう合ごうし、瞬時に一体に戻もどると──

　迷まよわずに。

　きびすを返し、店の外へと駆かけ出した。

　それを見み届とどけ、続いて筋肉標本魔族が、床ゆかにめり込むように姿を消してゆく。

「──ちぃっ！」

　呻うめいて表に飛び出すガウリイ。

　あたしもあわててそのあとに続く。

　むろんこういった場合、深追いは禁きん物もつなのではあるが、店の外には当然町並みがあり、人通りがある。

　ひょっとしたら、何事か、と集まって来たやじ馬たちがいるかもしれない。

　そんな中に魔族が飛び込んで行ったら、どれほどの惨さん事じになるか──

　あたしはドアを開け放ち──

　どがっ！

「ぶっ!?」

　まともに顔をぶつけていた。

　戸口を出たすぐそこに、立ち止まっていたガウリイの背せに。

　……胸甲冑ブレスト・プレートの背せ中なかって……顔ぶつけると、本気で痛いんですけど……

　──って、それはともかく。

「ちょっとガウリイ！　何を……!?」

　言いかけて。

　あたしはことばを詰つまらせた。

　やはりあたしの予想通り。

　店内のごたごたに気がついてか、店のまわりには、かなりの数のやじ馬たちが集まっていた。

　彼らのつくる輪わの中心に立っているのが、すなわち、あたしとガウリイの二人。

　やじ馬たちの好こう奇きの視し線せんは、あたしたちに注そそがれている。

　店内で一体何があったのか。それを知りたがっている視線──

　──つまり。

　見ていないのだ。彼らは。

　この店から飛び出した魔族の姿を。

　もしもそれを見ていたならば、パニックが起きているはずである。

　──冷静になって考えてみれば──

　魔族が店に入ってきた時にも、外からは、騒さわぎの気け配はいは伝わって来ていなかった。

　あんなものが昼の大通りを、ほこほこ歩いていたならば、当然あたりはパニックになるはずなのに、である。

　ならば。

　今の枯れ木魔族は、店のドアそのものから現れて、店のドアそのものへと消えていったということになる。

　……ま、実際は、その位置で空間を渡って、どこかへ消えたのだろうが。

「……え……えーっと……」

　そこいらへんがよく理解できていないガウリイは、なんだかきまりの悪そうな声で、

「あの……今……ここから、枯れ木みたいな奴、出て来なかったか？」

　……しーん……

　待てガウリイ。そーいう言い方すると、魔族のことを知らないひとたちの目から見れば、頭がピンチなひとみたいに見えるぞ。あんた。

「あの、今、あたしたちより先に、店を出た、怪あやしい奴っていませんでした？」

　ムダとは知りつつ──というか、ガウリイのセリフのフォローのために、あたしは一同に問いかける。

「怪しい、って言やあ、その兄ちゃんが一番怪しいだろーが」

　誰かの言ったことばを皮切りに、やじ馬たちは、めいめいに、勝手なことを言いはじめる。

「大体なんで剣なんて持ってんだよ？」

「中で何があったんだ？　ケンカか？　もの盗とりか？」

「あんたらが騒さわぎの張本人だったりするんじゃないだろうな？」

「──騒ぎはもうおさまったわっ！」

　やじ馬たちのざわめきを圧して、あたしは声をはり上げた。

　みんなが一瞬、静かになったその機を逃のがさず、一同を見回しながらことばを続ける。

「……ま……剣なんてぶら下げたあたしたちが何言っても、うさんくさいことに変わりはないんだから……

　くわしいことは、あとで店のひとにでも聞いてください」

　あたしのことばに納なつ得とくしたか、それとも興きよう味みを失っただけか、やじ馬たちはばらばらときびすを返し──

「────!?」

　散ってゆくやじ馬たちの、輪わの外の方。

　ふわり、と栗くり色いろの髪かみが揺ゆれた。

　一いつ旦たんその動きが止まり──

　ショルダーガード越ごしにこちらをふり向く。

　見えたのはその横顔だけ。

　だが──

　それはほんの、刹せつ那なのできごと。

　ふたたび長い髪が揺れ、それは人ごみの中へと消える。

　──無意識のうちに──

　あたしは呪文を唱えていた。

「翔レイ・封ウイ界ングっ！」

　増ブー幅ストつき高速飛行の術じゆつで、やじ馬たちの頭上を一気に飛び越える。

　あわててあたりを見渡せば──かなり離れた場所にその姿。

　人ごみの間を縫ぬって、ダッシュで駆かけ寄よるそのうちに、姿は角を曲がった路地の奥へと消える。

　ひと息遅おくれてたどり着き、その路地の奥を眺ながめれば──

　人の通りはあるものの、あたしの目ざす姿はない。

「──おい　リナ」

　言って、あたしの肩かたに手をやったのは、あとを追ってきたガウリイだった。

「どうしたんだ？　いきなり？」

「見たのよ。知ってる顔を」

「ふぅん……そう言えば、なんかちょっと前にも、こんな話したような気が……」

「したわよ」

　あっさりあたしは言い放つ。

「じゃあ、実際近くにいるんじゃないか？　その知り合いが。

　なんならいっしょに探さがしてやるぞ。どんな奴だ？」

「としの頃ころ十七、八の美少女で、ちょっと小こ柄がらで栗色の長髪。黒いバンダナにショルダー・ガード。

　魔道士ふうでマントを羽は織おってる」

「てことは、お前さんに似にてる、ってことか。『美少女』とか『ちヽょヽっヽとヽ小柄』とかいう点はさておいて」

「違うわよ」

　あたしは言った。あっさりと。

　むろんガウリイに蹴けりなど入れつつ。

「あたしに似てるんじゃない。

　あたしと全ヽくヽ同ヽじヽ姿ヽだったのよ」











　　　二、ゆく旅たび路じ　半なかばに出会う　顔と顔









「──多ドツ重ペル存ゲン在ガー、という奴やつか」

　あたしの話を聞き終えて。

　ミルガズィアさんは、あいもかわらず無表情のままつぶやいた。

　──ドッペルゲンガー──

　自分と全まつたくうり二つの存在が、ちらちらと現れ、姿すがたを消す、という現げん象しよう、あるいはその相手のことである。

　むろん、実は生き別れの双ふた子ご、とかゆー心温あたたまる場合は除のぞく。

　これを見た者は遠からず死ぬ、だの、『ドッペルゲンガー』という魔ま物ものがいて化ばけている、だの、あるいは単なる気のせいだのと、いろいろ言われてはいるが、その正体は不明である。

　──などといろいろ話をしながら、今、あたしたち一行四人は店を出て、表通りをうろついていた。

　あのあと当然、店には警けい備び兵へいたちもかけつけてきたが、事件はいたって単たん純じゆん明めい快かい。街まちを襲しゆう撃げきした魔族をガウリイが撃げき退たいした、ということであっさりカタがついた。

　むろん役人たちは、事件とあたしたちとを関連づけて考えようとはしなかった。

　ケガ人は出たが、幸さいわい死者はなかったのだが──当然店内はめちゃめちゃである。

　食事の続きはむろんのこと、落ち着いた話のできる状じよう況きようでもなくなり、あたしたちはあの店を出た。

「そーいえば、竜ドラゴンやエルフの間じゃあ、ドッペルゲンガーっていうものは、どういうものだ、って言われてるの？」

「誤ご情じよう報ほうもしくは誤ご認にん、だな」

　あっさりと言うミルガズィアさん。

「我われ々われ竜ドラゴンやエルフの間では、『ドッペルゲンガー』という現象が観かん測そくされた、という話は聞かない。

　だが人間の社会で、そういう噂うわさ話ばなしが存在していることは知っている。

　ならば、文化土ど壌じようが異なるがゆえに生まれた単なる噂話、すなわち誤情報。

　もしくは単によく似にた外見の者を見たことによる誤認」

「つまり……実在はしない、ってことね」

「見み間ま違ちがいじゃあないの？　あなたのも。

　よく似た他た人にんとか」

「それはないわね」

　メフィのことばに、あたしは首を横に振ふる。

「たしかに、人間なんて山ほどいるんだから、世の中には、あたしのそっくりさんの一人や二人、いてもちっともおかしくないわ。

　けど、バンダナやショルダーガードまで全まつたく同じ、ってことはないでしょ？」

「じゃあ……」

　と、メフィはガウリイに視し線せんを移うつし、

「あなたも見たの？　彼女のそっくりさんを」

「いや……オレは見てないが」

「ほぉぉぉら」

　得とく意いげに、メフィは大きく胸むねを張はり、あたしの方に視線を戻もどし、

「ということは、やっぱりあなたの錯さつ覚かくとかじゃあなかったの？」

　うあ腹はら立つな。その言われかた。

「いや、そうとも限かぎらんぞ」

　助たすけ船ぶねは、意外なところからやって来た。

「どういうことです？　ミルガズィアおじさま」

「覚おぼえているだろう。ディルスでの事件を。

　あの時覇ダイ王ナストは、国王とうり二つの姿になっていた。

　身み近ぢかに仕つかえる者にすら、そうと気づかれぬほどに、な」

「それじゃあ、あのあたしも──」

「かもしれん、という話だ。

　メフィの言ったように、何かの見間違いかもしれん。

　それに、魔族が姿を変えたものだとしても、目的がわからん」

「……たしかにそうなんだけど……」

「──なあ、なんでもいいけど、どこかの店にでも入ろうぜ。

　ただ歩いててもしかたないだろ？」

「まあ……たしかにそうね」

　ガウリイのことばにあたしはうなずく。

　考えてみれば、魔族のせいで、おひるごはんも途と中ちゆうだったし。

　あたしはあたりを見回して、手近な店に目をつける。

「じゃ、とりあえず、みんなであの店にでも──」

「おじさまや私は別にもういいんですけど……」

「そー言わずに。

　つき合いよつき合い。

　それに、立ち話ってのもなんでしょ」

　メフィのことばを適てき当とうに受け流し、あたしは半なかば強ごう引いんに、店の中へと入ってゆくと、適当なテーブルにつく。

「しかし立ち話と言ったが……

　これ以上この件を話し合ったところで、何かの明めい確かくな結けつ論ろんが出るわけではないと思うのだが？」

「……[image: ]っ……！」

　ミルガズィアさんのことばに一いつ瞬しゆんひるむあたし。

「そうですわ。

　単たんに食事がしたくて言ってるようにしか聞こえませんわ。

　……これだから人間って……」

「……や……やかましいわねっ！

　仕方ないじゃないっ！　おなかがすく時はすくんだからっ！」

　などと言ってるそのうちに、ウェイトレスのねーちゃんの一人がこちらにやって来て、

「あれ？　お客さん、もう発たたれたんじゃあなかったんですか？」

　…………………………………………

「……お客さん？」

「…………へ…………？」

　あたしは思わず、間まの抜ぬけた声を上げていた。

　ウェイトレスのねーちゃんは、ほかの誰だれでもない、あたしに向かって話しかけているようなのだが──

　あたしがこの店に入ったのは、これがはじめてである。

「…………あたし？」

　自分を指さしてそう問うのに、彼女はこっくりうなずいて、

「そうですよぅ。

　──あ。わかった。

　ひょっとして、もう道みち順じゆん忘れちゃったんでしょう。

　じゃあ、途と中ちゆうの村の名前とかパスして説明しますから。

　いいですか。

　街まちの北から出て、街かい道どうをすこし行くと、別の大きな街道と合流します。

　それをそのまま西……左手の方に行くと、アトラス、って街に出ますから。

　そこから、北西の──」

「──ちょ──ちょ、ちょっと！」

　何やらいきなり言いつのるのに、あたしはあわてて待ったをかける。

　それを一体どう解かい釈しやくしたか、

「──あ──そうか。

　そうですよね。

　いっぺんに言うと、また混こん乱らんしちゃいますよね。

　じゃあこれだけおぼえてください。

　街の北から出る。

　ほかの街道と合流したら、左手へ。

　そのまままっすぐ行けば、すぐに、アトラス・シティに出ます。

　あとの道順は、そこで誰かに聞いて──」

「だから待って、って言ってるでしょーがっ！

　一体何の話をしてるのよっ!?　何のっ!?」

「何の……って……

　ですから、サイラーグ・シティへの道順ですよ。

　お客さん、さっきいらっしゃった時、お聞きになったじゃあありませんか」

「は？」

　ふたたび。

　あたしは間の抜けた声を上げていた。

　さっき来た？

　サイラーグへの道順？

　道順なんぞ、ウェイトレスのねーちゃんなどに聞くまでもなく知っているし、くどいよーだがこの店に来たのは──

　──まさかっ!?

「聞いてっ！」

　あたしは、がば！　と席を立ち、ウェイトレスのねーちゃんの手を取った。

「それ、たぶん、あたしの生き別れの、双ふた子ごの妹いもうとよっ！」

『えぇぇぇえぇっ!?』

　あたしのことばに、ウェイトレスのねーちゃんばかりか、ガウリイとメフィまでもが驚きよう愕がくの声を上げる。
















「彼女を捜さがしていく年とし月つきっ！

　まさかこんなところでめぐりあえるとはっ！

　彼女、あたしにそっくりだったのねっ！」

「え……ええ……

　ほんとうに別のかた……なんですか……？

　服までそっくりでしたよ」

「どれくらい前のこと？

　どんなふうだった!?

　サイラーグへの道順を聞いてたのね？」

「入れ違い……とまでは言いませんけど……そんなに時間は経たってませんよ。

　ちょうど、お昼ひるどきの頃ころでしたから。

　どんなふう……と言われても……落ち着いたものごしで……軽い食事をなさって、たしかに、『サイラーグへはどう行けばいい』って。

　なんか、今すぐにでも出発しそうな口ぶりでしたけど」

「なるほど……」

　あたしは小さくうなずき、ふたたび腰こしかけて、

「──それじゃあ、それはともかくとして。

　料理の注文お願いっ！」

「えぇぇっ!?　妹さん追いかけないんですかっ!?

　今ならまだ街の中で追いつけるかもしれませんよっ！」

「いーのよンなこと──

　じゃなくて、行き先がわかったなら、あわてることはないわ。

　あわてて逆に、相手を追い抜いたりしても意味ないし。

　いーから注文。」

「……は……はあ……」

　ウェイトレスのねーちゃんは、やや納なつ得とくのいかぬ表か情おをしつつも、あたしたちの注文を聞いて奥おくへと引っ込んでゆく。

　それを待って──

「リ……リナ、お前、生き別れの妹なんていたんだ!?」

「ンな話信じてどーすんのよガウリイ」

「では噓うそか!?」

　あんたも信じとったのかミルガズィアさん。

　表情変わんないから、あたしの意図を察さつしてるもんだとばかり思っていたら……

「あーゆーふーに言わなきゃあ、話が進まなかったでしょ？

　ともあれ、これではっきりしたでしょ？

　やっぱし、あたしそっくりの奴がいたのよ」

「……まさか……私たちをからかおうとして、手の込こんだ冗じよう談だんをしているんじゃあないでしょうね……？

　考えてみたら、この店を選んだのもあなただし……」

　なおもしつこく疑うたがうメフィに、しかし、あたしではなくガウリイが、

「そんなわけないだろ。

　今のひとは、『落ち着いたものごしで』『軽ヽいヽ食事をして』って言ってたろ。

　どっちもリナのキャラクターに合わないだろ？」

「そういえば確かに……」

「同感だな」

「待てあんたら。

　どーいう意味……とか聞いたら、きっと『ことば通り』とか即そく答とうされそーだからあえて聞かないけど……

　とにかくっ！

　あたしのそっくりさんがいたこと、それだけは、これで信じてもらえたわね」

「……けど……

　それにしても、よりにもよってこの店で、なんていう偶ぐう然ぜんが……」

「偶然じゃないわよ。たぶん。

　あとで確かめてみるつもりだけど──あたしのニセモノはきっと、このあたりの店で、片かたっ端ぱしから、サイラーグへの道順を聞いて回ってるわ。

　そうすれば、かなりの確かく率りつで、そのことはあたしの耳に入るでしょ？

　──ひょっとしたら、ミルガズィアさんたち二人と出会ったあの街でも、似たような小こ細ざい工くしてたのかもしんないけど……

　あの時は、誰とは言わないけど見み境さかいなしの破は壊かい魔まエルフメフィのせいで、すぐに街を出ていくことになっちゃったから──」

「ちょっとっ！　そういう言い方する……!?」

「となると問題は、誰が、何のためにそんなことをやっているか」

「さらりと無む視ししたわねっ！　この私をっ！」

「答こたえは簡かん単たん。

　誘さそってるのよ。

　魔族が。

　あたしたちを。サイラーグ・シティまで」

　今度は──

　メフィもチャチャを入れてこなかった。

「……確かに……

　そう考えるのが、一番妥だ当とうではあるな……」

　盛もり合わせサラダを運んできたウェイトレスのねーちゃんが、テーブルから離はなれるのを待って、つぶやき、うなずくミルガズィアさん。

「だが、サイラーグに一体何があるというのだ？」

　サイラーグ・シティ。

　おそらく──

　全国不幸な都市コンテストでも開いたら、ガイリア・シティと肩かたを並ならべて覇はを競きそうこと間違いなしっ！

　端たん的てきに言うなら、そーゆー街である。

　およそ百年前、魔ま獣じゆうザナッファー──人の手がつくり出した不完全な生せい体たい魔ま律りつ装そう甲こうの暴ぼう走そうによって壊かい滅めつし、なんとか復ふつ興こうしてきたものを、二年ほど前にはグレたニセ賢けん者じやのせいでまたまた壊滅。さらにそのあとも冥ヘル王マスターが巣す作づくりするわ金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアが顔出すわ……

　……訂てい正せい。

　ガイリア・シティをぶっちぎる、世界一不幸な都市である。

　考えてみたら、王おう宮きゆう内での騒さわぎはさておき、ガイリアの市し街がい地ちが火の海になったのって、一回だけだったし。

　その程度の不幸度で、サイラーグと不幸比べをしようとは片かた腹はら痛いたいっ！

　……いや……誰もンなことしたがってないかもしんないけど……

　そして今度もまたまた、サイラーグで魔族が何やらたくらんでいる様子。

　もぉこれは、不幸の博はく覧らん会かいと言っても過か言ごんではない。

　埋うめろ。住むな。あんな街。

　……ってまあ、サイラーグの不幸っぷりは置いといて。

「……いろいろあった街だから……

　とーぜん負ふの意識が漂ただよいまくってるから、魔族がなにかと利用しやすい、ってことはあるんじゃないの？」

　野菜に手を伸のばしつつ、あたしは言った。

「それはあるかもしれんな」

　あたしのことばに、ミルガズィアさんは重おも々おもしくうなずく。

「ここ数年もあの街で、大きな事件がたてつづけに起こったことは、我々も把は握あくしている。

　しかし……あの街に、ああまで不幸が続く原因とは一体……？」

　ぎく。

　……まあ……百年前のを除のぞいた全部に、あたしとガウリイが深くかかわっている、とゆーのが、なんとゆーかアレなのだが……

　それはそれっ！　原因はあくまでもニセ賢者とか根こん性じよう悪わる魔ま族ぞくとかにあるわけで、あたしやガウリイはあくまでも、つけ狙ねらわれた被ひ害がい者しやなのだっ！

「……そ……それはともかく問題は、魔族が何を狙ってるか、ね」

　しゃきしゃきレタスを飲み込んで、あわてて話をそらすあたしに、ミルガズィアさんは表情一つ変えずに、

「それは行けばわかることだ」

「いやまあ、そりゃそうだけど……

　……ってちょっと待てぃっ！

　その言い方だと、行くこと決定みたいに聞こえるんですけどっ！」

「何!?」

　ミルガズィアさんは、ぴくっ！　と片かた眉まゆはね上げて、

「まさか行かないつもりだったのか人間の娘むすめよ!?」

「当たり前よっ！

　どぉ考えてもコレ罠わなでしょ罠っ！

　行かなきゃならない理由の一つもあるわけでなしっ！

　それをばか正直に、のこのこ出向いてどーすんのよっ!?」

　ナイフをぴこぴこ振ふりつつ言うあたしに、しかしミルガズィアさんはひるみもせずに、

「そうは言うが……

　さきほどの店の事件、その件と無関係だと思うか？」

「……へ……？」

「枯かれ木きのような魔族の襲しゆう撃げき──

　それはひょっとしたら、たまたまあの店を目標にした、というだけの偶ぐう然ぜんだったのかもしれん。

　しかしあとから現れたもう一匹。

　あの動きは妙みようだった。

　あきらかに、枯れ木のような魔族を妨ぼう害がいしていた。

　仲間ではない。

　かといって、何かの理由で敵てき対たいしているのなら、妨害ではなく、枯れ木のような魔族を攻こう撃げきするだろう。

　だがあの動きは、まわりの人間を──

　というより彼を──」

　ちらりっ、と、ガウリイの方に視し線せんを走らせ、

「彼をガードするつもりのものだったようにしか見受けられなかった」

「……たしかに……

　殺気ぜんぜんなかったからなぁ。あいつ」

　ピーマンの輪わ切ぎりを横へよけ、レタスで粗あら挽びきソーセージを包つつみつつ、ひとごとのように言うガウリイ。

「襲撃してきた魔族。ガードした魔族。

　もしも、お前をサイラーグに招しよう待たいしようとしている者もまた魔族なら──

　それらが無関係だと思うか？」

「……ま……まあ……

　そーいう言い方をすれば……たしかにその……なんてゆーか……」

「この二つが関係していた場合。

　お前たちがサイラーグへ行かぬと決めたなら、魔族たちは、手しゆ段だんを選えらばぬ『招待』をかけてくるだろう。

　しかしいずれにしろ──

　魔族がそこで何かを企たくらむと知った以上、私とメフィはサイラーグへと向かう。

　ひょっとするとこの件、最近再発する、魔族の大量発生と関係しているかもしれんからな。

　手て掛がかりが摑つかめるとは限らんが、他に手掛かりがないことは事実でもあるし。

　今、罠を覚かく悟ごの上で、我々とともにゆくか。

　それとも我々とはここで別れ、二人だけで別の道をゆくか──

　しかし後者を選んだ場合、おそらく魔族の『強ごう引いんな招待』が待っている。

　行く理由がない、と言ったが、となれば奴やつ等らは無理にでも、その理由を作り上げるだろう。

　手っ取り早い方法では、人ひと質じち、とでもいったところか。

　となれば状じよう況きようは、より不利にこそなれ、好こう転てんする望のぞみはないに等ひとしい。

　ならば、前者を選ぶか後者を選ぶか。

　答こたえは一つだと思うが」

「……む……うみゅぅむぅぅぅぅぅぅっ……」

　言われてあたしはことばに詰つまり、ごまかしついでにサラダをひと口。

　たしかに──かつて、冥ヘル王マスターがあたしを利用しようとした時も。

　結局はガウリイを人質に取られ、罠の待つ地へと赴おもむくこととなった。

　もしあたしが、意地でも行かない、と決めた場合、業ごうを煮にやした魔族が、似たような手段を取ってくる可能性は高い。

　もう──あんなことはごめんである。

　それに。

　今サイラーグに向かうなら、有利となるかもしれない点がひとつだけあった。

　すなわち。ミルガズィアさんとメフィの存在である。

　最初にあたしが『あたし』を見たのは、ミルガズィアさんたちと出会う前。

　そして、今きよ日う店に来た魔族は、人間の姿をしていない──すなわち、純魔族の中では、それほど力の強くはないもの。

　つまり、少なくとも現時点では、魔族たちは、ミルガズィアさんやメフィを戦力として計算していなかった、ということなのである。

　もしも計算していたならば、もっと力のある奴を送り込んできたことだろう。

　むろんそのうち、敵もそれなりの対応をして来るだろうが、二人の存在が有利に働はたらく可能性は高い。

　ならばやはり──ミルガズィアさんの言う通り、答えは決まっている。

　はふ……とあたしは息をつき、

「……わかったわよ……

　行けばいーんでしょーが。行けば」

　やけくそ気味に言い放はなち、粗挽きソーセージに、ぶづっ！　とナイフをつっ立てたのだった。




　異い常じような気き象しようは、すこしずつ、おさまりつつあるようだった。

　だがしかし。デーモンたちの活動は、おさまるどころか、日に日にその激はげしさを増ましているようである。

　かくいうあたしたちとて、道中で、何度かデーモンたちに出くわしていたりする。

　ゆく町で聞いた噂うわさによれば、各国でもこの事じ態たいに対応すべく、いよいよ本格的に動きはじめたとか。

　いわく。エルメキア帝てい国こくでは、とっておきの聖グン槍グニル・騎ナ士イ団ツがデーモン征せい伐ばつを開始。セイルーンでは王族の少女陣じん頭とう指し揮きのもと討とう伐ばつ隊たいが編へん成せいされ、ゼフィーリアでは、永エタ遠ーナのル・女クイ王ーンの擁ようする極ごく秘ひ部隊と、赤スイのー竜フイ神ードの・騎ナイ士トまで動きはじめたとか。

　いや。あくまでも噂だけど。

　……まあ……もしも本当に赤あの竜ん神のな騎ひ士となんぞが動きはじめたのなら、ほっといても、いつか事件は解決するよーな気はするのだが……

　どこまで本当かどこから噓うそか。何はともあれ噂は噂。それはさて置きあたしたちは、とりあえず、アトラス・シティまでたどり着いていた。

「……なんか……

　前に来た時より、人通り減へってないか？」

「減ってるわよ」

　あちこちきょろきょろ見回しながら言うガウリイに、あたしはさらりとそう答えた。

　無理もない。このあたりでも、やはりデーモンの発生・襲しゆう撃げき事じ件けんは起きているのだ。

「この街まちだって──

　ほら、入った時に見たでしょ？

　街がい壁へきの一部が壊こわれてたの。

　今け朝さ発たった村で聞いたじゃない。しばらく前に、アトラス・シティに、デーモンたちの襲撃があった、って」

　言われてガウリイはしばし考え、

「──おお！

　そう言えばそんな話してたような！」

「……珍めずらしくおぼえてたわね」

「たしか、ピーマンのカケラ、間違って口に入れちまった時に、ちょうど話してたから」

　そーいうおぼえかたかい。

　幸い襲撃の方は、規き模ぼも被ひ害がいも小さかったらしいが、街に住む人たちの不安をあおるには十分である。

　それは、街の空気にはっきりと現れていた。

　あたしとガウリイは、以ま前えにもこの街に来たことがあったのだが、その時通りには、屋や台たいや露ろ店てんがところ狭せましと並ならんでいた。

　今は、それが異い様ように少なくなっている。

　露店や屋台の多くは、近くの村や町のひとたちが、モノを売るためにやって来ている場合が多いのだが──デーモンがあちらこちらをうろついているこのご時じ勢せい、遠とお出でしてまで物もの売うりに来る根こん性じようのあるひとは少ないだろう。

　当然、品物は薄うすくなり、あわせて客の数も減り、街の活かつ気きはおとろえてゆく。

　あたしは景けい気きの悪い通りを見み渡わたし──

　その視線が、はた、と止まる。

　通りの向こうにいた、見知った顔を目にして。

　どうやら向こうもこっちに気がついたらしく、足を止め──

　こちらに向かって歩いて来る。

「──リナさん。ガウリイさん」

　夕ゆう日ひの色をした髪かみが小さく揺ゆれる。

　あいもかわらず線は細いが、かつてその瞳ひとみの中にあった、悲しみの色は、いまはない。

　あたしは多少とまどいながらも、ほほえみ、言った。

「──ひさしぶり。

　元気にしてる？　ルビア」




　彼女の家は、中心部から外はずれた街の片かた隅すみ──

　空き地の目立つ、すこしさびれた場所にあった。

　家──いや、店といってもいいかもしれない。

　彼女はここで、小さな花屋をやっていた。

　なんでもここは、かつて仕つかえていた魔道士が、彼女に遺のこしたものだという話。

　ここまで来る道すがら、お互たがいの自じ己こ紹しよう介かいを終えたあと、彼女はあたしたちにそう説明した。

　……あたしたちとルビアとは……出会ったいきさつがいきさつだけに……正直言って、どう接せつしていいものやら、とまどう部分があるのだが……どうやら彼女の方には、そういった意識はあまりないらしく、単に知り合いとして、あたしたちを自分の家へと招待してくれたのだ。

「──どうぞ──」

　緑と、色とりどりの花に囲かこまれた店の中。

　ルビアが出してくれた香こう茶ちやの香かおりが漂ただよう。

「──じゃ、いただきます」

　言ってあたしはひと口含ふくむ。

　ひろがる独どく特とくの風ふう味み。

　香茶の中でも、わりと香りが強いタイプの奴である。

　あたしとしては、それがなんだか薬くすりくさく感じてしまい、ストレートで飲むのは、あまり好きではないのだが……

「──あ。おいし。」

　しかし、あたしは思わずつぶやいていた。

　たっぷりのミルクとシュガーが入れられていて、香りとまろみと甘あまみとが、みごとなバランスを生み出している。

　こーいう飲み方をすると、けっこうイケるかも。

「──たしかに、悪くないですわ」

　香茶か、草花に囲まれた環かん境きようか。はたまたあるいはその両方か。どうやら気に入ったらしく、めずらしくメフィがほめことばを口にする。

「気に入っていただけたら幸さいわいです」

　言ってにっこりほほえむ彼女。

「花の種類も豊ほう富ふですし、手入れもいい。それに、みんな鉢はち植うえ。

　人間にしてはなかなか細こまやかな心こころ配くばりができてますわ」

　ここいらへんはさすがにエルフ、といったところか。ひと目で店内の花の状態を見切って批ひ評ひようを下くだす。

　……いや……メフィ自身も、もーちょっといろんなことに細こまやかな心配りをしてくれたらうれしいんだけど……あたしとしては……

「ありがとうございます。

　この花、みんなうちで育ててるんです」

「……って、あなたが一人で？」

「ええ」

　思わず問うあたしに、こともなげに答えるルビア。

「……でも……これを一人で、って……

　めちゃめちゃ大変でしょーに」

「まあ……慣なれてますから……

　以前は、いろいろな薬草とかの栽さい培ばいを任まかされてましたから」

　彼女は言う。

　──あ。なるほど。

　世間のひとは、魔道士、というと、ひたすらアホみたいに呪じゆ文もんぶっ放ぱなして、悪あく党とうやらモンスターやらを考えなしにぶっ飛ばす呪文バカ、と認識している人も多い。

　しかしそれはいわれのない誤ご解かいなのである。

　…………………………………………

　ええもう。きっぱりと。

　いくらあたしが言うと説せつ得とく力りよくがなかろーと、誤解だっつったら断だん固こ誤解なのである。

　魔とは、本来この世界にはあらざる力。

　魔道とは、その力を何らかの方法によってこの世界に引き出し、役立てるための研究。

　魔道士とは、そういった道に通じる者のことなのである。

　たとえば明ライテりイングなどの簡かん単たんな術じゆつは、呪文を丸まる暗あん記きすれば誰だれにでも使えるが、それを魔道士とは呼ばない。

　さまざまな知インテリ識ジエンスに通じ、一見無関係そうに見える、複ふく数すうの事じ象しようを関連づけて考える才さい、すなわち知ウイズ恵ダムもまた必要なのである。

　そして魔道という分野では、薬草のたぐいも大きな位置を占しめている。

　いろいろな儀ぎ式しきに、研究に。さまざまな分野で薬そ草れは必要とされる。

　ただ──

　それが必要になるたびに、どこに生はえているかもはっきりとしない薬も草のを探さがして、野山をうろつき回るのでは、不ふ便べんなこときわまりない。

　ならばこそ。栽培できる薬草は自宅で栽培する。

　そういうことをやっている魔道士は、実は結けつ構こう多いのだ。

　採れて、余あまったもののうち、保ほ存ぞんの効きくものは、魔マジ法ツク・のアイ道テム・具シヨ屋ツプで売れば副ふく収しゆう入にゆうにもなる。これこそまさに一石二鳥。

　魔道士の助じよ手しゆをしていたルビアが、栽培の役目を任されていても不ふ思し議ぎではない。

「……にしてもやっぱし……

　一人で、ってのはスゴいわよ」

　やはり感心するあたしに、彼女はすこし照てれたように、

「まあ、デリケートなマンドラゴラとかの栽培に比くらべたら、それほど手はかかりませんから」

　……屍マン鳴ド人ラ参ゴラ……って……

　……あんましロマンチックじゃない技ぎ能のうだネ……

「……けど……」

　メフィは、あたりを見回し、わずかに眉まゆをひそめて、

「季節が微び妙みように違う花とかも咲さいているのは……」

「ああ──それなら──

　うちには温室がありますから」

「……お……温ヽ室ヽっ!?」

　さらりと言ったルビアの声に、あたしは思わず声を上げた。

「なんだ？　それ？」

　ガウリイが横から問いかける。

　むろんのこと──

　これに関しては、ガウリイが知らないのも無理はない。　あたしとて、書物で読んだか話で聞いたことがある、というくらいなものである。

「つまり──

　透とう明めいなガラスの板で家をつくって、その中で草とか花とか育ててるのよ。

　中の温度を調節すれば、季節の違う花とかも育つのよ」

「……ガ……

　ガラスの板で、家を!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるガウリイ。

　無理もない。

　あたしたちが普ふ段だん目にするガラスといえば、教会などのステンド・グラスくらいのものである。

　平たく大きな、なおかつ透とう明めい度どの高いガラスをつくりには、それなりのウデを持った職しよく人にんと設せつ備びが要いり、当然値ね段だんも高くなる。

　さらに言うなら。

　このガラスとゆー奴は、衝しよう撃げきであっさり割われたりするのである。

　そんなものを家のように組み上げて、その中で植物を栽培する──

　はっきし言って、こんなことを実際やる奴はまずいない。

　まず、近所の悪ガキがイタズラ半分で石投げただけで、かなりの被ひ害がいが出る。

　でもって、内部の温度を一定に保たもつのがむずかしい。

　壊こわれやすくて手て間まもかかる。

　ンなもの作って中で植物育てるなど、普通のひとはやらないし、普通の魔道士もまずやらない。

　たしかに……ルビアの仕えてた魔道士ならば、近所の悪ガキに石投げられないよーな場所と、かわりに世話をする助手、その両方が確保できたのだろうが……

「……本当なの……!?　ルビア……!?」

「いや……そんなに驚おどろかれても……

　噓うそついても仕方ありませんし」

「いやたとえば、『あなたも温室のオーナーになれます』とかなんとか、うまいこと言ってだまくらかして、ありもしない温室にお金出させるとか……」

「してませんってば。そんな馬ば鹿かなこと。

　なんなら、ごらんになります？」

「ををっ！　そりはぜひっ！」

「オレも見たいっ！」

「……ついていけます……？　ミルガズィアおじさま……？」

「私にはよくわからん」

　盛もり上がりまくるあたしとガウリイのその横で、ミルガズィアさんとメフィ、二人は香茶のカップをかたむけながら、醒さめたため息をついたのだった。




「……こ……

　これがあの……！」

　アトラス・シティに降りそそぐ陽光の下──

　ルビアの家の裏うら庭にわに。

　そヽれヽは、厳げん然ぜんと佇たたずんでいた。

「伝説の──温室っ！」

「……伝説……って……」

　裏庭──といっても、かなりの広さがある。

　庭のまわりは木でとり囲まれ、あたりは畑。そこにはさまざまな花や草が植うえられている。

　あるいはひょっとしたら、まわりの木々も、何かの薬になる実を実らせるものなのかもしれない。

　そしてその庭のただ中にあるのは──

　大きさはちょっとした小屋くらい！　縦じゆう横おうに走る金きん属ぞくの柱はしら！　そこにはめこまれた透明板ガラス！　その内に草木の緑をやさしく抱かかえた、それはまさしくクリスタルの城！　ちょっと言いすぎ！

　……これが……！　温室っ！

「ねえ！　近づいていい!?　近づいていい!?」

「近づいた時って息とか止めなくてもいいのか!?」

「……ええ……かまいませんけど……」

　あたしとガウリイ交こう互ごの問いに、苦く笑しようを浮うかべて言うルビア。

　二人はさっそく、慎しん重ちようにそちらに近づいて、

「……な……なあ……！

　さわってもいいかっ!?」

「なんのっ！　あたしなんか許可ももらわずに触さわっちゃうわよっ！

　ていっ！」

　たっち。

「ああっ！

　じゃあオレもっ！」

　ぺと。

「……くっくっくっくっ……

　触っちゃったわね……ガウリイ……」

「なんだよリナ、お前だって今さわっただろ!?」

「甘あまいっ！

　あたしは手て袋ぶくろしてんのよっ！」

「オレだって……

　……って、ああっ!?

　オレの手袋は指先が出てるッ！

　はッ……！　これは罠わなッ!?」

「くはははははははっ！

　かかったわねガウリイ！

　呪のろうなら、自みずからの愚おろかさを呪うのね！

　許きよ可かを得えることなく、じかに温室に触ふれた！　その代だい償しようがどれほどのものか、その身をもって知るがいいわっ！」

「……あのー……お二ふた方かた……？」

　舞まい上がるあたしとガウリイの後ろから、ルビアが困こまったような声をかける。

「別に、呪いの家ってわけじゃあないんですから……

　ガウリイさんも、そんなにおびえないでください。

　……そこまでむやみに盛もり上がられても……うれしいんだかなんなんだか……

　──なんでしたら、中、ごらんになります？」

　ルビアのことばに、あたしも、そして、そばでぷるぷるふるえていたガウリイも、瞳ひとみかがやかし身を乗り出して、

「ええっ!?　いいのっ!?

　あとで入場料とか請せい求きゆうしないっ!?」

「しませんしません。」

「入っても、祟たたりとかないよな!?」

「ありませんありません。」

『うををををををををををををッ！』

　雄お叫たけび上げるあたしとガウリイ。

「……あれ……何がうれしいんでしょう……？　ミルガズィアおじさま……？」

「人間はわからん」

　なぜか冷静な二人はほったらかして、あたしとガウリイはルビアに連れられ、温室の中へ。

「にゅおおおおっ！

　草生はえてるわよ！　草！」

「……まあ……温室ですから……」

「うおおおおおっ！

　まん中になんか石の柱立ってるぞ石の柱！」

「ええ。

　寒い時とかはあの石を熱して、温室の中が、長時間あたたまり続けるようになってるんです」

「くくぅっ！　なんかこの中に生えてるってだけで、草花も、こぉ、特別ってゆーか、高こう貴きな感じがするわねっ！

　ほら！　これなんかっ！

　葉はの曲カー線ブとかがなんともたおやかでっ！」

「リナさん、それ、雑草」

「すげえな！　木まで生えてるぜ！　枯かれてるけど！」

「……木……？」

　ガウリイのことばにルビアが眉をひそめる。

「木なんて……」

枯れ木というのに心当たりがないらしく──

　…………………………………………………………

　……枯ヽれヽ木ヽ!?

「──ルビア！　逃げてっ！」

「──え……？」

　呆ぼう然ぜんとルビアがつぶやいたその瞬間。

　事じ態たいを察さつしたガウリイが、横っ飛びにルビアを抱かかえ、温室の戸口へと疾はしる！

　ぶぅんっ！




　ゴガッ！




　空気の唸うなり。そして硬かたいものの砕くだける音。

　ガウリイとルビアに続き、飛び出すあたしの視界の隅すみで、温室の中央に佇たたずむ石柱が砕け散るのが見えた。

　そしてその向こうに見えたのは──

「どうした!?」

「何があったの!?」

「魔族よ！」

　駆かけ寄よるミルガズィアさんとメフィとに、吠ほえてあたしは、温室の方へと視線を向ける。

「前に襲おそってきた枯れ木みたいな奴！　気をつけて！」

　開きっぱなしの扉とびら。砕かれた石の柱。

　だが──

　たった今までその向こうにいたはずの、枯れ木魔族の姿がない。

「どこにいるのよ？　そんなもの？」

「いたのよ現げんに！」

　眉をひそめて問うメフィに、温室内から視線を外さず言うあたし。

「……な……

　何なんです？　今の……!?」

「魔族よ！

　ルビア！　安全なところに退ってて！」

　とまどうルビアに言うあたし。

「……安全なところ、って、どういう……」

「……………………」

　再度問われてあたしはことばに詰つまる。

　たしかに──魔族相手に、安全な場所などはない。

　へたにこの場を離はなれれば、彼女がまず狙ねらわれるおそれもあった。

「とにかく、気をつけて！」

　言ったその時。

　気け配はいは横手に生まれ出た。

　ふり向く先の地面が瞬時に隆りゆう起きして、枯れ木魔族の姿を取る。

　それが出現すると同時に。

　ざんっ！

　一いつ切さい行動を起こさせず。

　ひと息で間ま合あいを詰めたガウリイが、魔族の体を切り伏ふした！

　だがこれで油ゆ断だんするわけにはいかない！

　あんのじょう──

「後ろっ！」

　メフィの声に反はん応のうし、あたしがルビアともども横へと跳とんだそのあとを、枯れ木色の矢が飛び裂さいて、大地につき立ち、ふたたび枯れ木魔族を再生させる！

　そしてその矢が飛び来た方にも──

　全く同じ姿の枯れ木魔族がもう一体。

「──どうなってるんだ!?　こりゃ!?」

「落ち着いてガウリイ！」

　とまどう彼に言うあたし。

「竜ドラたゴンちズ・のピー峰クで見た、赤レいツ玉ドと灰グ色のレ玉イ、たぶんあの魔族と似たようなりくつよ！

　二つでひとつ！　でもって片方が倒たおれても、もう片方が再生させる！」

「ならば──

　二点同時攻撃ならば、何の問題もないな」

　言って、ずいっ、と進み出たのは、ほかでもないミルガズィアさん！

「そのとーりっ！

　サクッとやっちゃってくださいっ！」

「応おうっ！」

　ざっ！　と左右に両手をひろげ、二体の魔族それぞれに手のひらを向け──

　ぅおおおおおおおおおおおるっ！

　大地をゆるがしミルガズィアさんが吠ほえる！

　さすがに危険を察したか、二体の魔族は、ずぷり、と地面に沈しずみ込み──

　ふたたび、ずぷりっ、と浮ういて来る。

「──逃にがしませんわ」

　不ふ敵てきに言い放はなつメフィのその背で、翼つばさを模もしてひろがった白い鎧よろいが、唸うなりを立てる。

　地面──いや、精アス神トラ世ル界・サ面イドに逃げ込もうとした枯れ木魔族を、鎧ゼナフアの力で現実世界に引きずり出したのだ。

　そして──

　きゅごうっ！

　ミルガズィアさんの手のひらから解とき放はなたれた光こう球きゆうが、枯れ木魔族を粉ふん砕さいした！

　──その片方のみを。

『……!?』

　小さく息を呑のむあたしたち。

　ミルガズィアさんの放ほうったもう片方は──

　命中の直前、受け止められていた。

　枯れ木魔族に、ではない。

　いきなりそこに出現した、一人の青年の手のひらで。

　見た目の年とし頃ごろは、ガウリイと同じくらい。

　くすんだ金きん髪ぱつに平へい凡ぼんな顔立ち、覇は気きのないまなざし。ひょろりと背が高く、おせじにも、強そうとは言えない外見である。

　だが、見た目通りの存そん在ざいでないことは言うまでもない。

　ほんの一瞬前までは、存在していなかったのである。彼は。

　それが突然出現し、純魔族をうち砕くだく力を持った、ミルガズィアさんの一いち撃げきを、手のひらで受け止めたのだ。

「ここって花屋さんだよねぇ？

　いけないなぁ。花屋さんで木をいじめたりしちゃあ」

　とぼけた口く調ちようでつぶやいて、ミルガズィアさんとメフィに視線を移うつし、

「……それにしても……

　竜ドラゴンやエルフまでいたのかい……？　そりゃ聞いてないよ……

　……ははぁ……その不ぶ細さい工くな鎧を使って、気け配はいを隠かくしてたわけだね……

　それじゃあわからないはずだよ」

「……ぶさ……!?」

　事実をずばりと指し摘てきされ、思わず声を上げかけるメフィ。

　だがさすがに、不用意なスキは見せない。

　彼女とてすでに気づいているのだ。

　目の前にいる、青年の姿をしているものが、それなりの力を持った魔族だと。

　純魔族の中でも力あるものは、人間と、全まつたく変わらぬ外見を取ることができるのだ。

「草花は大切にしなくちゃあ、ね。

　みんなで緑みどりを増ふやしましょう」

　ふざけた口調でそう言って、かざしたその手の中に、ひとつのクルミ──いや、クルミに似た何かが出現した。

「ほら。こんなふうに」

　ほうり投げられたそれは、地面に落ちて、かちん、と硬かたい音を立て、二つに割れると中の実を晒さらす。

　刹せつ那な。

　ぐむむむむっ……

　はみ出たその実がふくれ上がり、ひとの頭ほどの大きさになると、そこから、いく本、いく十本もの、蠱むしの脚あしのようなものがひり出し、伸のびる！

　それは瞬しゆん時じに、ヒトの背ほどの高さに変化した。

　頭のないクモ──と言ったらクモに失礼だろうか。

　脈みやく動どうする緑色の脳のうミソから、ねじくれた無数の脚がでたらめに生はえていた。

　そして、中身が出たあとのカラの方も。

　瞬時に増ぞう殖しよくして組み上がり、ヒト型がたの骨ほねを形づくる。

　ヒト型の骨──といっても、スケルトンなどを連れん想そうしてはいけない。ンなかわいらしいものではない。

　ヒトの骨の型、ではない。あくまでもヒト型の骨、なのである。

　何の骨かはわからないが、確実にこの世のものでない何かの、大小無数のいびつな骨が、ただめちゃくちゃにからまりあって、ヒトの形を真似まねている──

　そういったシロモノだった。

　ついでに言うと、骨と骨との合わせ目からは、じくじくと、何やら緑色の粘ねん液えきがにじみ出たりもしているし。

　むろん言うまでもなく、こいつら二匹ひきもまた魔族。

　別に実際クルミだか何だかの中から出てきたわけではなくて、あれを合あい図ずにどこかから呼び出された、ということなのだろう。

「……まあ……たしかにどっちも緑だけど……

　増やしたくも仲良くしたくもないわね……」

「まあまあ。そう言わない。

　緑色のかわいいのがヴァイダアヅ。でもって緑色の素す敵てきな方がグオン。

　……おや。どっちも緑色だね」

「……どっちがどっちだっていいわよンなもん……

　すぐ退たい場じようする二流魔族に変わりはないんだから」

「ひどいこと言うねぇ……

　どっちもこのぼく、ブラドゥにとっては大切なオトモダチなんだからね。

　見た目だけで相手のことを差さ別べつするなんて、よくない。よくないよ。

　そういうよくない人ひ間とには──死んでもらおう。

　はい。決まり」

　ブラドゥとかが言うと同時に。

　とりまき魔族たちが動いた！

　しゅぎゅぅっ！

　どこかから、変な鳴き声ひとつ上げ、脳ミソ虫魔族が脚を動かし、前進の構かまえを見せる。

　ちなみにむろん、こんなモノの名前などおぼえてやる気はさらさらないっ！

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ、ガウリイは、こちらのそばに駆かけ寄より、カバーに入る。

「やらせん」

　こうっ！　

　ミルガズィアさんが、それに向かって光の球を解とき放はなつ。

　だがそれが、脳ミソ虫に届とどくより早く。

「草花は大切にしなくちゃあ、って言ったでしょうが？」

　空間を渡わたったブラドゥが、指先で何かをはじくように、横手からエネルギー塊かいを放ち、ミルガズィアさんの光こう弾だんを虚こ空くうで迎げい撃げきした！




　づがぅっ！




　空間を圧あつしてはじける音と閃せん光こう。

　衝しよう撃げきは、そばの温室のガラスを砕くだき、一瞬あたしたちの足を止める。

　にゅわわわわわわっ！　温室がっ！　……って言ってる場合じゃないっ！

　その閃光をつき破り、迫せまる黒い影！

「無む駄だですっ！」

　[image: ]ぃっ！

　メフィの鎧よろいが光を吐はいて、向かい来るそれを光の塵ちりと化かす！

　──枯れ木魔族の片方を。

　──おとりかっ!?

　思った瞬間。

　あたしたちのすぐま近ぢかに、骨ほねの魔族が出現した！

「なんのっ！」

　瞬時に反はん応のうし、剣けんを一いつ閃せんさせるガウリイ！

　ごがっ！

　一撃が命中すると同時に、骨の魔族の全身がはじけ散ちる！

　緑色の体たい液えきが盛せい大だいにほとばしり──

　──やばいっ！

　刹せつ那な。

　あたしは何の根こん拠きよも理由もなく、本能的に悟さとっていた。

　この骨ほね魔ま族ぞくの武ぶ器きは、魔力攻撃でも、ましてや腕わん力りよくでもなく──

　おそらくは、この体液なのだと。

　無数のかけらにその身を変えて、爆ばく風ふうに乗ってあたしたちのふところへと飛び込み、ふたたび組み上がる。

　ガウリイの一撃とともにその身を砕けさせ、よけようのない体液の雨を、あたしたち目がけて降りそそがせる──

　刹那の時間が無む限げんのごとく。

　あたしの目は、視し界かいほぼいっぱいにひろがる緑の体液を映うつし──

　次の瞬間。

　ざあっ！

　体液の雨はいきなり軌き道どうを変えて、横手の地面に降りそそいだ。

　じゅぐぐぢゅぶぶぶぶぶぐぢぶぢぶぢぶ……

　それを浴あびた大地が、異い様ような音と煙けむりをふき上げた。

　どうやら予想通りだったようである。

　危険を察したミルガズィアさんかメフィがやってくれたのだろう。

　あたしはそう思った。

　が。

「──なにっ……!?」

　閃ひか光りの残ざん像ぞうが消えたそのあと。

　驚きよう愕がくの声を上げたブラドゥの視線は、あたしたちとは別の場所を指していた。

　反はん射しや的てきにちらりとそちらに目をやり──

　──ずげっ!?

　あたしは思わず、半歩、身を引く。

　赤い影は、かなりの距きよ離りを一いつ気きに移動し、ふたたび組み上がりかけた骨魔族にしがみついた。

　ヒトのものではない悲ひ鳴めい。

　かたいものの砕けゆく音。

　りゅぎゅりゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっつ！

　筋ヽ肉ヽ繊ヽ維ヽの間にはさまれ、砕けゆく骨魔族の上げる断だん末まつ魔ま。

「グオン！」

　ブラドゥの呼びかけに、応こたえる存も在のは、もういない。

　砕かれ、無数の塵ちりと化かし。あっさり滅ほろびる骨魔族。

　あたしのそばにいる相手──

　筋きん肉にく魔族の手（？）によって。

　どうやら……あの体液攻撃をそらしたのも、ミルガズィアさんやメフィではなく、この筋肉魔族のようである。

　……しかし……何度見ても、見た目のキツさは変わらない奴……

　以ま前えにメシ屋で会った時も、変な動きをしていたが……一体……？

　ブラドゥは、あいもかわらず覇は気きのない──しかし憎ぞう悪おの色だけは、たっぷりこもったまなざしを、筋肉魔族の方に向け、

「……裏切る気かい……？」

「その言葉──そのまま返す」

　言ってにらみあう二体。

「どういうことだ？　これは？」

「知らないわよ。ンなもん」

　ミルガズィアさんのつぶやきに、反射的に言うあたし。

「……なるほどねぇ……

　つまり……どっちを尊そん重ちようするか、ってことだね……」

「そうなるな」

「──ちょっと！　何がどうなってるのよ!?」

　ことばをかわすブラドゥと筋肉魔族に、あたしは横から声をかけた。

　とりあえず、筋肉魔族の方は、当面の敵ではないようだが……

「人間ごときに教える謂いわれはない」

　ミもフタもなく言い捨すてる、筋肉魔族の声のうちには、嫌けん悪おの色さえ混まじっている。

　なるほど。当面の敵ではなくても、味方でもない、ということか。

「……まあ……なんでもいいさ。

　とにかく、ぼくはやるつもりだよ。

　邪じや魔まをするなら、きみも消える。

　それだけのことさ」

　ブラドゥの一方的な宣せん言げんとともに、残ったとりまき魔族──脳ミソ虫と枯れ木魔族二匹が前に出た。

　刹那──

　がぐんっ！

　体がふるえる。

　ひざから力が抜ける。

　……な……!?　これは一体……!?

　たまらずあたしはひざをつく。

　何が起こったのかわからない。

　視線を左右に巡めぐらせれば、ガウリイやルビア、メフィもその場にひざをつき、ミルガズィアさんも、かろうじて立ってはいるものの、足が小さくふるえている。

　何かの攻撃を受けているのは確かだが、その正体がわからないっ！

　筋肉魔族はなんの影えい響きようも受けていないらしく、ゆらゆら揺ゆれる脳ミソ虫目がけて地を駆けた！

　だがその時。

　ぞぶっ！

　大地からいきなり生はえた茶色い槍やりが、筋肉魔族の体を貫つらぬく！

　ぐぼごあああああああああああッ！

　筋肉魔族の上げる悲鳴。

　そして。

　貫く槍は、筋肉魔族の内部から、瞬時に無数の枝えだを伸のばした！

　断末魔の悲鳴すら上げる間もなく。

　結局、何の事情も話さぬままに。

　無数にはじけた筋肉魔族は、虚こ空くうで白い灰はいと化かし、ゆらめきながら溶とけ消えた。

　筋肉魔族を倒たおした槍は、伸ばした枝がからまりあい──

　枯れ木魔族の姿を取る！

　三体目!?　二体じゃなかったかっ!?

　──筋肉魔族の動きから、この、正体不明の攻撃をしかけているのが脳ミソ虫魔族だということは、なんとなくわかる。

　だがこの状態では──

　思ったその時。
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　メフィの鎧よろいが、翼つばさをひらくように展てん開かいし、低い唸うなりがあたりに響ひびく。

　同時に、体の変調が噓うそのように消えた。

　ぅるおおおおおおおおおおおおおッ！

　大気を揺らして咆ほう吼こうし、ミルガズィアさんは、蒼あお白い魔ま力りよく球きゆうを生み出し、脳ミソ虫魔族に向かって解とき放はなつ！

　光は大気を焦こがし、伸ばした脳ミソ虫の脚あしを蒸じよう発はつさせて──

　突とつ如じよ、虚空に停てい止しした。

「……やれやれ……やっと見つけたと思ったら……」

　声とともに、光が小さく収しゆう束そくし、彼の手のひらに呑のみ込まれて、消える。

「またまた早さつ速そくごたごたやってらっしゃる……

　──ま、貴方あなたらしいと言えば貴方らしいですけどね」

「……う……!?」

「あん……た……!?」

　ミルガズィアさんとあたしのかすれた声。

　そして。

　その名を呼んだのはガウリイだった。

「ゼロス……！」




　獣プリ神ー官ストゼロス──

　そう。

　あたしたちは、この男のことを知っていた。

　この場にそぐわぬにこやかな笑えみ。黒が基ベー調スの神しん官かん服ふく。

　一見、どこのご家庭の台所にも、一人や二人は住んでいそうな、正体不明の神プリ官ーストなのだが──

　むろん、見た目通りの存在ではない。

　魔ま王おう麾き下か、五人の腹ふく心しん魔族の一人、獣グレーター王・ビーストゼラス＝メタリオム直ちよく属ぞくの獣プリ神ー官スト。

　千年前の降こう魔ま戦せん争そうにおいては、数あま多たの竜ドラゴンの軍団を、たった一人で壊かい滅めつにまで追いこんだ魔族。

　その実力は、魔王とその腹心とを除のぞけば、おそらく魔族の中でも一、二を争あらそう。

　そして──あたしやガウリイとも、決して因いん縁ねん浅あさからぬ相手。

「──うかつにしかけるな。メフィ」

「……え？」

　ゼロスのことを知らぬメフィに、ミルガズィアさんが小さな声で言う。

「……お……

　これはこれは……なるほど……くっくっくっくっ……」

　ゼロスの出現に、ブラドゥはふくみ笑いを漏もらし、

「どうやらこれで……勝負は決まったようです……ねっ！」

　言って同時に光こう弾だんを、あたしたち目がけて解き放つ！

　が。

　ばじゅっ！

　ゼロスの杖つえのひとふりに、ブラドゥの放ったそれは、途と中ちゆうであっさり散り消える。

「……なっ……!?」

「──カン違ちがいなさっちゃあいけませんよ。ブラドゥさん」

　ゼロスはむぞうさに歩あゆみを進め、親したしげに、枯れ木魔族に、ぽんっ、と手を置くと、ブラドゥの方に視線をやって、

「実は僕ぼく、結構好きなんですよ。

　昔むかし話ばなしに出てくるコウモリって」

　────

　言われて絶句するブラドゥ。

　……まあ……ゼロスらしいと言えば、たしかにゼロスらしい発言ではあるが……

「つまりは中立、というところです。

　僕個人としては──

　……いや。まあ、それはいいでしょう」

「……前に出会った時には、『今度出会った時は敵』みたいなこと言ってたけど？」

　沈ちん黙もくしたブラドゥにかわり──というわけでもないが、あたしはことばを投げかける。

　ゼロスはこちらに視線を送り、

「まあ、状じよう況きよう、というものは変わるものですからねぇ。

　それに──

　別に、味方、というわけでもありませんし」

　しれっ、とそう言い放つ。

「なるほど……ね……

　それで？

　今度は何考えてるわけ？

　サイラーグに何があるの？」

「それは──」

「ヒミツ、ってのはナシよっ！

　言ってもらうわよ。

　これは取り引きよ！」

「取り引き!?」

　ゼロスは小こ馬ば鹿かにしたように、片方の眉まゆをはね上げて、

「おやおや……

　リナさんに、この僕と取り引きできるような材料があるとは知りませんでしたよ」

「とぼけないでっ！

　ガイリア・シティに着つく二日前のメシ屋！　細こまかい持ち合わせのなかったあんたに、あたしが立て替かえといた銅どう貨か二枚っ！

　借かりがないとは言わさないわよっ！」

「……ちょ……ちょっと……！

　まだおぼえてたんですかそんなことっ!?」

「まだおぼえてたんですか……ってことは……!?

　さてはあんたもおぼえてたわねっ!?

　おぼえてて払はらわなかったってことは、つまり確かく信しん犯はんっ！

　……やるわね……さすが獣グレーター王・ビーストの腹心、ってところかしら……？」

「……いや……そんなやたらスケールの小さいことで脅きよう威いを感じてもらったり……あまつさえ獣グレーター王・ビースト様の御お名な前まえを持ち出されたりしても困るんですが……」

　かなり本気で困ったように、ぽりぽり自分の頰ほおを搔かく。

　その間かたわらのブラドゥは、ぴくりとも動かない。

　いや、正確に言うならば──

　動けないのだろう。おそらく。

　ゼロスがどれほどの力を持っているのか、それを知っている以上、ゼロスの動向がはっきりしないかぎり、どう動いていいのか決心がつかないのだ。

「……まあ……銅貨のことはあとで話すとして……」

　言ってゼロスは、そのブラドゥの方へと視線を向けて、

「僕はね、ブラドゥさん。

　こんなことで魔族同士が殺し合うのは馬鹿馬鹿しいと思ってるんですよ」

「……こヽんヽなヽこヽとヽ……？」

　さらりと言ったゼロスのことばに、ブラドゥの目に敵意の色がこもる。

「誤ご解かいしないでください。

　人間の生き死にで、という意味ですよ。

　あなたは、今は僕とは立場が多少違うとはいえ、魔族のひとり。

　それでなくても魔ぼく族たちは、最近景けい気きが悪いんですから……

　むやみに戦って、万一にでも倒れられるのは、望ましいことじゃあありません。

　とりあえず──

　僕に免めんじて退ひいていただけるとありがたいんですけどね」

「……………………」

　ブラドゥは、しばし暗いまなざしで、あたしたちとゼロスを交こう互ごに見渡し──

　さすがに分ぶがないと思ったか、枯れ木魔族や脳ミソ虫とともどもに、すぅっ、と虚空に溶とけ消える。

　どうやら退いてくれたようである。

　とりあえずこの場は、ではあるが。

「さてさて……と……

　──おや？」

　ブラドゥが去さったそのあとに。

　ゼロスはあたりを見回すと、今はじめて気がついたかのように、かたわらの温室に目をやった。

「これは珍めずらしい。

　温室、という奴ですね。けど……

　おやおや。ガラスが何枚か割れてますねぇ。

　……ははぁ……

　さては、リナさんたちを狙ってやって来た、ブラドゥさんたちとの戦いで割れたんですね。

　これは──リナさんたちにも責任がない、とは言えませんねぇ……

　ガラス一枚いくらかかるのやら……それに、温室の修しゆう理りが終わるまでに、中の植物にも影響は出るでしょうからねぇ……

　これはかなりの損そん害がいになるかもしれませんねぇ……」

「……ちょっと……

　何が言いたいのよ？　ゼロス」

「いえいえ。何が、というほどでもないんですけど」

　ゼロスは変わらぬにこにこ笑顔であたしの方を向き、

「これを僕が修理すれば、さきほどリナさんのおっしゃった、銅貨二枚ぶんの借り、帳ちよう消けし、ということでいかがです？」

「……修理……」

　これを普ふ通つうに修理するなら、銅貨二枚なんぞでは、鉄てつ枠わく一本もなおせないだろう。

　それより何より──

　修理、と聞いて、あたしの頭を一瞬、大だい工くさんの格好でカナヅチをふるうゼロスの姿がよぎり──

「オッケー。やってもらおうじゃないの」

　反射的に、あたしはそう応こたえていた。

「わかりました。それでは──」

　言ってゼロスは、くるりっ、と杖つえをひと回し。

　刹せつ那な。

　大地にちらばり、きらめいていた、無数のガラス片が宙ちゆうに浮うき、割れ落ちた場所に集まってゆく。
















　それらが、かっ！　と一瞬、オレンジ色にかがやいて──

　光の消えたそのあとには。もはやもと通り、ヒビさえ入らぬガラス板が、なにごともなかったかのようにかがやいている。

　……いや……ひょっとしたら、割れる前より、透とう明めい度どがより高く、厚さのムラもなくなっているような気さえする。

　おにょれゼロスっ！　大工さん姿を期待したあたしの立場とゆーものはっ!?

「……噓……でしょ……」

　呆ぼう然ぜんたるメフィのつぶやき。

「ガラス成分だけを限げん定てい範はん囲いから抽ちゆう出しゆつして望む形に再結合……理り論ろん上は可能だけど……それをこんな短時間……いえ……一瞬で……！」

　なんだかぶつぶつつぶやいている。

　──まあ、ゼロスが今やったことが、かなりメチャだということくらいはあたしにもわかるが。

　ゼロスにとっては、それさえも、銅貨二枚分ほどの労ろう力りよくでしかない……とでもいうのだろうか……？

「まあたしかに……あなたたちには、同じことをするのは少々骨ほねでしょうけど」

　言ってゼロスはメフィにその笑顔を向ける。

　口調には、じまんや皮ひ肉にくの色はない。

　彼が口にしているのは、単たんに厳げん然ぜんたる──事実。

「……何者……？」

「お前も聞いたことがあるはずだぞ。メフィ。ゼロスの名は」

　かすれた声でつぶやくメフィに、ミルガズィアさんが声をかける。

　言われて彼女はしばし沈ちん黙もくし──

　小さく、ひっ、と息を呑のむ。

「降魔戦争の──竜ドラをゴン滅スせレしイ者ヤー!?」

　言われてゼロスは、ちっちっちっ、と指を振ふり、

「猛たけ々だけしい二つ名は、あんまり好きじゃあありません。

　僕のことは、『謎なぞの神プリ官ースト』とか『正体不明の好青年』とか呼んでいただけるとうれしいですね」

「もしくは『後うしろ姿すがたがごきぶり似に』とか。『パシリ魔族』って呼び方もあるわね」

「……リナさぁぁぁぁん……」

　横からあたしにそう言われ、恨うらみがましい視線をこちらに向けてくる。

「……しかし……」

　ミルガズィアさんが言う。

　真しん剣けんなまなざしで、油断なくゼロスを見すえたままで、

「やっと見つけた、と言っていたが……お前までが動きだしたということは、よほど大きな計画だとみえる。

　何を企たくらむ？　パシリ魔族よ？」

　うわほんとに呼びやがったよこの竜ひとは。

「そぉいう呼び方はしないでくださいっ！

　ゼロスです！　ゼ・ロ・ス！」

　さすがに抗こう議ぎの声を上げてから、あたしの方に視線を移し、

「ともあれ温室を修理した以上、これで借りとやらも消えました。

　ですから──

　僕たちが何を考えているのかは──」

　人さし指を口もとに当て、

「秘ひ密みつなのか？」

　一瞬早く。

　横手から、ガウリイにさらりと言い放たれて。

「…………………………」

　ゼロスは一瞬、泣きそうな表情を浮かべ──

「──ガウリイさんのいぢワるッ！」

　子供のよーな捨すてゼリフを残し、虚空を渡って姿を消した。

　あとにはただ──しばしの沈ちん黙もくが残るのみ。

「……な……なんだか……」

　沈黙の中、おずおずとメフィが口を開く。

「イメージしてたのと違うような気がするんですけど……」

「──だから怖こわいのよ──」

　あたしは言った。

　硬かたい声で。

「談だん笑しようしてる相手の首を、笑いながらかき切るタイプよ。彼は」

　額ひたいに浮かんだつめたい汗あせは、しばらく引きそうになかった──











　　　三、彼かの地にて　異い空くうの果はてに出会うもの









「……もう行くんですか？」

　小さな花屋の店先で。

　ルビアは、なごり惜おしげにことばをつむぐ。

　ゼロスが虚こ空くうへと姿すがたを消した、そのすぐあとのことである。

「……まあ……今回もなんか、あたしたち、わけのわかんないごたごたに巻まき込まれちゃってるみたいだから、ね……」

　気まずい口く調ちようで、ぽりぽり頭を搔かきつつあたしは言う。

「状じよう況きようは、あたしたちにもぜんぜんわかんないんだけど……

　ともあれ……これ以上ここにいたら、まためーわくかけちゃうかもしんないし……」

「迷めい惑わくだなんて、そんな」

「それに──

　もし今度温室に何かあったとしても、その時、またまた便べん利りな修しゆう理り屋やさんが、都つ合ごうよく来てくれるとは限かぎらないし。

　──あれだけは──」

　あたしは、ぐぐいっ！　と拳こぶしをにぎりしめ、

「人じん類るい文化の結けつ晶しよう、温室だけは！

　壊こわさせるわけにはいかないのよっ！」

「……じ……人類文化の結晶とまで……」

「とりあえず、ちょっとある場所に用事もあるし。

　あんましゆっくりしてても、なんか、ひたすらトラブルだけが飛び込んできそうだし。

　──ま、なんにしても。

　ルビアの元気そうな顔が見られただけでもよかったわ」

　あたしのことばに──

　ルビアは、ふ、とわずかに視し線せんをそらし

「……そうでもありませんよ……」

　細いため息にことばを乗せる。

「リナさんたちとひさしぶりに会って、はしゃいでましたけど……

　……結けつ構こう……

　忘れられないもんですよ……ああいうことって……」

　……あ……

　瞳ひとみに宿やどる、深い疲つかれにも似にた──

「──まあ、なんとかやってますけどね」

　悲しみの色を隠かくして笑顔を向けて。

「お気をつけて、いってらっしゃい。

　また、機会があったら来てくださいね──」

　言ってルビアは、小さな会え釈しやくを送ったのだった──




　刹那揺ゆらいだあの瞳が、妙みように印いん象しように焼きついていた。

　悲しみの理由を、あたしは知っている。

　かつて、彼女には仕つかえていた魔ま道どう士しがいた。

　だが彼の暴ぼう走そうを止めるため、彼をその手にかけたのは、ルビア自身──

　彼女は彼に、一体どういう想おもいを抱いだいていたのか。

　想像するのは難かたくない。

　それを自みずからの手で──

　──忘れられないもんですよ──

　ルビアは言った。

　彼女がどんな思いでいるのか──ほんとうのところは、あたしにはよくわからない。

　だがそれでも。

　彼女は今きよ日うを生き、明日へと進む道を選んだ。　あたしは──そう信じたい。
















「考えごと？」

　言って、横手から、ひょいっ、と顔を覗のぞかせたのはメフィ。

「ん……いや……

　今こん晩ばんの宿やどとか晩ごはんとか、どーしようかなー、って思って」

　問われてあたしは、適てき当とうなことを口にした。

　一同は今、ルビアの家をあとにして、街まちの大通りに戻もどってきたばかりである。

「……ふぅん……」

　あたしのことばに、メフィは気のないあいづちを打ち、

「……ま、彼女、大だい丈じよう夫ぶなんじゃあないかしら？

　何があったかは、立ち入って聞きませんけど」

「……何の話してるのよ？」

「そうそう。宿の話でしたわね」

　とぼけるように言うメフィ。

　……こいつ……妙なところで変にカンがいいでやんの。

「まあたしかに、どうするにしても、中ちゆう途とはんぱな時間だということは確たしかですわね」

　傾かたむきかけた太陽に、ちらりと一瞬、視線を向けて彼女は言う。

　実際──

　隣となりの村や街まちまで足を伸のばすには、やや陽ひが傾きすぎているが、かといって、宿を取って休むのには早すぎる。中途はんぱな時間である。

　普ふ通つうの時なら、この街でゆっくりしてもいいのだが、つい今しがた襲しゆう撃げきを受けたばかりである。

　このままとどまるというのも、あまり落ち着くものではない。

「その問題は後回しだな」

　言ったミルガズィアさんは、いつの間にか歩あゆみを止めていた。

　そして、ガウリイもまた。

「へ？」

　あたしとメフィは、彼らの見ている方へと視線を向けて──

『────！』

　その向こう。

　昼ひる間まより、さらにまばらになってきた人通りの先にいたのは──

　平へい凡ぼんな顔立ちでひょろりと背が高い、覇は気きのないまなざしをした青年。

　ブラドゥ!?

　こいつ！　退ひいたはずじゃあっ!?

　思った瞬間。

　がぐんっ！

　体がふるえる。

　力が抜ぬける。

　さっきの──正体不明の攻こう撃げきかっ!?

　見れば、あたりの通行人も、体をがくがくふるわせ、地面にへたり込み──
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　メフィの鎧よろいが唸うなりを上げた。

　あっさり消える体の不調。

　そして。

　るぉうっ！

　ミルガズィアさんが吠ほえる！

　生まれた光はあさっての方に飛んでゆき、街がい路ろ樹じゆの梢こずえを揺ゆらし──

　ぎぶぅっ！

　おかしな悲ひ鳴めいがあたりに響ひびき、しげみの奥おくから現あらわれ──いや、落ちてきたのは、例の脳のうミソ虫魔族。

　光の直ちよく撃げきを受けたらしく、中央の脳ミソに風かざ穴あなが開いている。

　それはしばらく脚あしをじたばたしていたが、ほどなく動かなくなると、まるでかわいた砂の城のように、かさりっ、と崩くずれて消え去った。

　通行人たちは、事態はよく理解できぬまま、それでもトラブルの空気を察さつし、悲鳴を上げて逃げてゆく。

　あとに残るは、あたしたち四人とブラドゥのみ。

　──もっとも──たぶんそのあたりに、枯かれ木き魔族たちが隠れているのだろうが。

「無む駄だをやったな」

　傲ごう然ぜんとブラドゥを見すえて、ミルガズィアさんは言い放はなつ。

「無数の脚あしをこすりあわせて発する、人には聞こえぬ音の波による振しん動どう波は攻こう撃げき──

　人間ならば、その正体を見破ることすら不可能だろうが、私とメフィの聴ちよう覚かくならば、それを認にん識しきすることも可能だ」

　なるほど……それが脳ミソ虫魔族の能力。

　そうと気づいたメフィは鎧ゼナフアで音を立て、相手の音をうち消した、というわけか。

　りくつがわかれば対たい処しよのしようはいくらでもあるが、人間の耳に聞こえぬ音では、ネタがバレることもない。

　──人間だけを相手にしていれば、の話だが。

　実際、もしミルガズィアさんとメフィがいなければ、どう対応していいかもわからなかっただろう。

「なぁに。気にしない気にしない」

　しかしブラドゥは、へらへらと気楽に手を振ふって、

「そちらに竜ドラゴンとエルフがいる、ってわかった時点で、ヴァイダアヅは役立たず決定だからねぇ。

　一応試ためしにやってみたけど……思った通りダメだった。

　ま、いてもいなくてもいっしょなら、宣せん戦せん布ふ告こくがわりに死んでもらっても、痛くも痒かゆくもないだろ？」

「……タイセツなオトモダチ、じゃあなかったの？」

「そうだねぇ。

　大切なオトモダチだヽっヽたヽ、ねぇ」

　あたしの横やりに、ブラドゥはふざけた口く調ちようで返し、

「オトモダチが倒たおされた、その悲しみを怒いかりに変えて敵を討うつ──

　そういうオハナシって、大好きなんだろ？　きみたちって？」

「……どっちかっていうと……『仲間を見殺しにした二流悪あく役やくが、ミもフタもなく返り討ち』って話の方が好きね。

　笑えるから」

「……そりゃあ残念。きみとは好みが違ちがうみたいだ。

　けどひとつ、勘かん違ちがい。

　ぼくの目から見るとね、主役はぼくの方なんだよ。

　むろん悪役はきみたちだ」

「ショボい主役もいたもんね。

　ゼロスにほほえみかけられて、すごすご引き下がったんじゃなかったの？」

「ああ。あの場は、ね。

　で、今、リターンマッチってわけさ。

　ちょっとペースは早いけど」

「でもって一いつ瞬しゆんで『オトモダチ』が倒されちゃった、ってわけね。

　──もしもあんたが主役だっていうんだったら──

　そのお話の結末は、不バツ幸ドな・終エン焉ドに決定ね」

「そうかなぁ？

　ぼくはそう思わないねぇ。

　なんなら確かめてみようか」

「イヤだ──って言っても、たしかめるつもりなんでしょ？」

「もちろん」

　答えたその瞬間。

　がこぉっ！

　大通りの石いし畳だたみを下からぶち破り、枯れ木魔族が生えてくる！

　その数三！

「残念だがそちらも仕し掛かけは分かっている！」

　るぉうっ！

　吠ほえたミルガズィアさんの生み出す光こう球きゆうは三つ！

　それが三体の枯れ木魔族に向かって突っ込む！

「『ネタがわかったから倒せる』って!?」

　嘲ちよう笑しようの声を上げ、ブラドゥは、光こう弾だんを生み出して──

　ばじゅっ！

　ミルガズィアさんの放ったうち、一つを虚こ空くうでうち砕くだく。

　刹せつ那な。

　どんっ！

　三ヽ体ヽの枯れ木魔族が、全く同時に爆ばく砕さいした！

「倒せるわよ」

　余よ裕ゆうの口調で言ったのはメフィ。

　ブラドゥが、ミルガズィアさんの攻撃に気を取られているスキに、メフィが別の軌き道どうで一撃を送っていたのである。

　そして──三体は同時にうち砕かれた。

　が。

「無理だと思うな」

　ブラドゥが言ったその瞬間。

『──!?』

　あたしたちは、とっさにその場を飛び退のいていた。

　足もとの石畳を割わり、飛び出したのは、筋きん肉にく魔族を葬ほうむった木の槍やり。

　たった今まであたしたちのいた虚空を貫つらぬき、それは四体の枯れ木魔族と化かす。

　……って、増ふえてるぅぅぅぅぅぅっ！

「ほらね」

　四体の枯れ木魔族は、散ちらばったあたしたちに向かって、一体ずつが襲おそいかかった！

　飛ばす木の矢から身をかわし、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。

　ミルガズィアさんが吠え、メフィの鎧よろいが展てん開かいする。

　ガウリイの剣けんが閃ひらめき──

　どどどざんっ！

　四体のうち三体は、一瞬にして倒たおれ伏ふした。

　しかしあたしの担たん当とうぶんは、呪文詠えい唱しようが間に合わない！

　残った一体が、木の矢を適当に射うち──

　そこからふたたび、三体が再さい生せいする。

「もう！　何やってるのよ!?」

　抗こう議ぎの声を上げるメフィ。

　メチャ言うなっ！　人間には呪文詠唱のタイム・ラグっつーもんがあるのよっ！

　あたしはなんとか呪文を唱え終え、タイミングを見み計はからい──

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　ひゅぼっ！

　目の前の枯れ木魔族に解とき放はなつ！

　ミルガズィアさんとメフィも魔ま力りよく弾だんを放ち、ガウリイが剣を閃ひらめかせ──

「はい残念」

　ブラドゥがむぞうさに放はなった光弾が、メフィの放ったそれを空中で迎げい撃げき・消しよう滅めつさせる。

　あとの三体は倒れたものの、残る一体の放った矢から、やはりあっさりと再生する。

　さきほどと、同じことのくり返し。

　くそー。こいつら、一体一体はたいしたことがないとゆーのに。

　筋肉魔族を倒したことから、攻撃力は一応そこそこあるようだが、攻撃パターンは単たん純じゆんだし防ぼう御ぎよ力りよくも低い。

　はっきし言ってそのへんは、純じゆん魔族を名乗ることさえおこがましいほどにショボい。

　しかし問題なのが、再生能力。

　そもそも、全部で何匹ひきいるのやら。

　倒しても倒してもタケノコのよーにひょこひょこ気安く生はえてきて……

　…………………………

　って……もしかして……！

　敵の単調な攻撃から身をかわしつつ、あたしは身につけた魔デモン血・ブ玉ラツドの呪タリス符マンで魔力を増ぞう幅ふく。口の中で呪文を唱え──

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　あたしが生んだ光の帯おびは、目の前の枯れ木魔族に直進し──

　命中するその直前に、軌道を変えると、高みの見物を決め込んでいた、ブラドゥ目がけてつき進む！

「なんの！」

　身をかわすブラドゥ。それを追つい撃げきする光。

　瞬間。

　光とブラドゥとの間に、五ヽ体ヽ目ヽの枯れ木魔族が出現した！

　ごがっ！

　さすがに光もこれはかわしきれず、枯れ木魔族の一つを道連れに消しよう滅めつした。

「それで不意打ちのつもりかな!?」

　あざけりの声を上げるブラドゥに、しかしあたしも、笑えみを返して声を上げる。

「いいえ！　確認よ！

　みんな聞いて！

　こいつらの本体はあのブラドゥよ！　あいつを倒せばみんな消えるわっ！」

「……なっ……!?」

　ブラドゥの上げる驚きよう愕がくの声。

　やはり──図ず星ぼしか！

　最初に枯れ木魔族だけが出てきたそのせいで、あれとブラドゥを別のものとして見ていたが、それは引っかけだったのだ。

　いつか見たレッドとグレイの関係──

　最初あたしは、枯れ木魔族たちのことをそう思ったのだが、そうではない。

　ブラドゥと枯れ木魔族とは、かつて戦った、覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラと魔ま剣けんドゥールゴーファのような関係だったのだ。

　すなわち。主あるじと、生み出された端たん末まつ。同一にして別べつ個この存在。

　枯れ木魔族は主ある限り無限に再さい生せいし、主を失えば消失する。

　ひょいひょい出現する枯れ木魔族を見て、あたしは一瞬、タケノコを連れん想そうした。

　伸のびた根ねのあちらこちらから芽めを出す生命力──

　ならば、その『根』はどこにあるのか。

　答えは簡単。目の前である。

　ブラドゥは、骨ほね魔族と脳ミソ虫魔族の名を呼んで、『どちらも大だい事じなオトモダチ』と言っていた。

　対たいする枯れ木魔族は名前も呼ばれず、『オトモダチ』の数にも数えられていない。

　なぜか。

　枯れ木魔族が、ほかならぬブラドゥ自身の一部だからなのではないか？

　そしてゼロス。

　ブラドゥに話しかけた時、わざわざ枯れ木魔族に手をかけていた。

　あれは、『僕にはあなたのトリックは通用しません』という宣せん告こくだったのではないか。

　あたしはそう考えたのである。

　枯れ木魔族を何度かフォローして見せたのは、それをごまかすための目ブくらラましフ。そう考えれば、枯れ木魔族の無む節せつ操そうな増ぞう殖しよくと再さい生せいは説明できる。

「なるほど！　信じてみよう！　人間よ！」

　ミルガズィアさんが生み出した十数──いや、数十の光こう球きゆうが、ブラドゥ目がけて殺さつ到とうする。

「くっ！」

　ブラドゥの姿すがたが一瞬、ゆらりっ、とゆらめき──

　[image: ]ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ！

　メフィの鎧よろいが羽は音おとを生み、そのゆらめきをうち消した。

　空間を渡って逃げようとしたところをうち消した、といったところか。

　そして。




　ちゅごごごごごごごごごぉぉんっ！




　着ちやく弾だん！

　無数の光がはじけたあとには、焦こげ、ねじくれ、からまりあった枯れ木魔族──いや、ブラドゥの端末。

　なるほど。本来は盾たて兼けん攻こう撃げき手しゆ段だんとして使っている、というわけか。

　だがっ！

　そこにガウリイが突っ込んでゆく！

　ざざざざんっ！

　虚こ空くうを刻きざむ無数の剣けん閃せん！　そしてそのまま後方離り脱だつ！

　斬きられた『盾』がくずれ落ちようとしたその瞬間。

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スっ！」

　ばぢばぢばぢばぢばぢっ！

　その内うち側がわで、あたしの術じゆつが──魔力の雷らい撃げきが荒あれ狂くるう！

　ごぐああああああああああああッ！

　ブラドゥの絶ぜつ叫きよう。

『盾』がことごとくはじけ飛び、中からブラドゥが姿を見せる。

　効きいてはいる──が、まだ滅ほろびてはいない。
















　るおおおおおおおおおおおおっ！

　吠ほえるミルガズィアさんの手の中に、蒼あお白じろい光が生まれ出て──

「……ま……待て……！」

　情なさけない声を上げるブラドゥ。

　言われて誰だれが待つものか。

「サイラーグに何があるのか、何が起こってるか知っているのか!?」

　──!?──

　さすがにミルガズィアさんの動きが止まる。

　……なるほど……それはちょっと興きよう味み深ぶかい話だが……

「余よ計けいな事は言わなくていいんですよ」

　声は、いきなり聞こえてきた。

「──！」

　ブラドゥが、何かの行動を起こすより早く。




　どずっ！




　虚空を貫つらぬき、現れた黒い錐きりが、ブラドゥを上下に貫いた！

「これは！」

　ミルガズィアさんの驚おどろきの声とともに。

　ブラドゥの体は瞬時に白く変色し、灰はいのように、風に吹ふかれて消えてゆく。

　刹せつ那なの間を置き、盾のカケラと、いまだ活動していた『端末』の数体も、同じ末まつ路ろをたどりゆく。

　この時にはすでに、ブラドゥを滅ほろぼした黒い錐は、ふたたび姿を消していた。

「……やぁぁぁっぱりまだそのあたりにいたわね。ゼロス」

「おや？　あまり驚かれないんですね。リナさん」

　声はすぐそば──しかし姿は見えぬまま。どこからともなく聞こえてきた。

　以ま前えにも一度見たことがある。今の黒い錐は、ゼロスの本体の一部か何か。

「まあね。

　あんた、『中立』って言ってたでしょ。

　けどあんたの場合、それって、『どちらにも手は出さないし、貸かさない』って意味じゃなくて、『僕ぼくは横から、他ひ人とごととして、面おも白しろおかしく見物させてもらいます』って意味でしょ」

「……なかなか的てき確かくなご意見ですねぇ」

　響ひびく声に苦笑の色が混まじる。

「魔族が減へるのは面白くないから乱入した……って言ってたけど……

　面白がりのあんたとしては、せっかくの趣しゆ向こうを台だい無なしにされる方が、もっと面白くない。

　気け配はいを隠かくして近くにひそみ、様よう子すを見て──

　ブラドゥがおとなしく引っ込むか、あるいは黙だまって倒れるならばよし。

　けど趣向を台無しにする気配を見せたら──

　こうするつもりだった。

　でしょ？」

「いい読みです。リナさん。実にいい読みです」

　ゼロスは言う。満足そうに。

　……こいつがこーいう声出す時には、必ずロクでもないことがあるのだが……

「ともかく──

　ま、二流役者の掃そう除じも終わったことですし。

　今度こそ、僕はこのへんでおいとまさせていただきます。

　それではリナさん、ガウリイさん。

　楽しいサイラーグの旅を──」

「──ちょっと!?　ゼロスっ！」

　あわてて声をかけるあたし。

　しかし、あたしの呼びかけに、もはや──声は帰ってこなかった。




　旅たび路じは──まずまず順じゆん調ちようだった。

　むろん世間では、デーモンの発生と襲しゆう撃げき事じ件けんは続いている。

　あたしたちも、のらデーモンとたまたまいきあって、ぶち倒したりしたことも何度か。

　一度など、やはりたまたま出会った純魔族と戦いになり、ミルガズィアさんがあっさり倒す、などという事こ件ともあった。

　……世せ間けん一いつ般ぱんからすれば、じゅーぶん波は瀾らん万ばん丈じよう、とゆー説もあるのだが、ブラドゥ級クラスの魔族につけ狙ねらわれたりするのに比くらべれば、まあ、なんとゆーか、おおむね平へい穏おんと言えないこともないよーな気がしないでも……（弱気）

　まあともあれ。

　あたしたち一行がアトラスを発たってから、大きな事件は特になし。

　謎なぞの神プリ官ーストゼロスも、あれ以来姿を見せようとはしない。

　……たぶんあいつのことだから、もう現れることはないだろう。

　またまたブラドゥみたいな奴やつが出てきて、あたしたちにタネ明かしをしようとでもしないかぎり。

　ついでに言うと、あたしのドッペルゲンガー──おそらく魔族の化ばけたものも、サイラーグへと向かいはじめたそれ以降、姿を見せなくなっている。

　おおむね順調──

　ただし、今までは、の話。

　これから先は、それも保ほ証しようのかぎりではない。

　なにしろ、いまやサイラーグは目前。

　あたしたちは、うっそうたる森の中ゆく街かい道どうを進んでいた。

　サイラーグ・シティをとりまく──かつては『瘴しよう気きの森もり』と呼ばれていた、森である。

　道ゆく人は他ほかになし。

「……気をつけろ。人間たちよ」

　唐とう突とつに。

　ミルガズィアさんの発したつぶやきには、緊きん張ちようの色が混まじっていた。

　以前、この森には妙みような瘴気が漂ただよいまくっており……一応それは消えたのだが──

　今はまた、それとは違ちがう、妙な気け配はいが漂ただよっていた。

　襲しゆう撃げき者しやの気配とかではない。

　一体何と言えばいいのか……不ふ快かいというわけでも、かといって心ここ地ちよいというわけでもない空気。

　ただ……なんというか……空気の中に混じった何ヽかヽが濃こい。

　何が、と問われると困こまるのだが……

　あえてことばにするのなら、そういったところだろうか。

　しかしどうやら、人間とは違うミルガズィアさんの五感──いや、超ちよう感覚は、この空気の理由を察さつしているようである。

「たしかに雰ふん囲い気きっていうか空気が変だけど……理由がわかるの？」

「わからん」

　オイ。

　察してなかったし。

「わからんが、何かが異い常じようだ。

　いや、わからんからこそ、気をつけろ、と言っているのだ」

「……いやそんな……

　わかんないものに『気をつけろ』とか言われても……」

「油ゆ断だんをするな、ということだ」

「じゅーぶん承知してるわよ」

　むろんあたしとて、この状じよう況きようで、油断などするつもりはない。

　魔族が一体なんのために、あたしたちをこんなところにご招しよう待たいしてくれたのかは知らないが、クラッカーとケーキと料理でおもてなし、などという展てん開かいにならないことだけは確かである。

　それに、もはやここは、町にこそ入っていないものの、サイラーグ、と言ってもいい場所。

　となればいつ、歓ヽ迎ヽがあってもおかしくない。

「……誰かいるぞ」

　ガウリイがそう言ったのは、あたしたちが、そんな会話をしている時のことだった。

「────？」

　視し線せんを送れど、木々の間を曲がりくねって延のびる街かい道どうの先には、何の姿も見当たらない。

　──が、それからいくらも行かぬうち。

　それまでは見えなかった木こ陰かげの向こう、道の先に佇たたずむ二つの人ひと影かげが視界に飛び込んで来た。

　………………？

　気がつくと。

　あたしたちは、その場に足を止めていた。

　ゆく手の二人は、ただじっと、その場に佇み、こちらを見ている。

　待っていたのだ。間ま違ちがいなく。あたしたちを。

　双そう方ほうの距きよ離りはさほどない。

　二人とも、見た目二は十た歳ちほどの女性である。

　片や、太陽のような色をしたかがやく金ブロ髪ンドを短くまとめた、大おお柄がらな女性。

　目つきがキツいわけでもないし、服ふく装そうも普ふ通つうの旅たび人びとふう。武ぶ器き防ぼう具ぐらしきものも身につけてはいないのだが、どことなく鋭するどい印いん象しようを受ける。

　対たいしてもう一方は、流れるような漆しつ黒こくの長い髪かみをした、華きや奢しやな女性。ひと目で高級素そ材ざいとわかる蒼あおいドレスに、派は手ででこそないものの、しっかりしたデザインの、装そう飾しよく品ひんの数々をその身に纏まとっていた。
















　金髪の方はともかくとして、黒くろ髪かみの方はどう見ても、旅人、といういでたちではない。こんな格かつ好こうで旅なんぞしようもんならば、すぐさま盗とう賊ぞく連れん中ちゆうに目をつけられる。

　たとえ運良くそうならなくても、ドレスのすそは、道ばたの雑ざつ草そうなどでこすり切れ、二ふつ日かと経たたずにぼろぼろになる。

「お待ちしていましたわ」

　静かな口く調ちようで言ったのは、黒い髪の方だった。

　敵意も悪意もない口調。ただし心からの歓かん迎げいの色もない。

　事務的な歓迎のあいさつ、といったところか。

「……何者よ……？　って……聞くまでもないか……」

　自分で言いかけて、あたしは苦笑した。

　たしかに目の前の二人は、見た目も気配も人間である。

　だが、魔族に招まねかれたあたしたちを待っていた、ということは──ちょっとでも考えれば、その正体はすぐにわかる。

「何者なんだ？」

　横からあたしに問うガウリイ。

　……ちょっとは考えろ……おまいも……

　──いや！　ひょっとしたらガウリイのことだから、『考えてもわかんなかった』とゆーこともっ……！

「受うけ付つけ係がかり、の、ようなものだと考えていただければ結けつ構こうですわ」

　あたしのことばかガウリイのセリフか、どちらかに応こたえて黒髪は言う。

　……受付係……？

　その答えは……ちょっと予想外だったけど……

「折せつ角かくお越こしのところ申もうし訳わけないが、竜ドラゴン王ロード殿どのとエルフ殿には、この場でお待ち戴いただきたい」

　と、今度は金髪の方が、妙に堅かた苦くるしい口調で言う。

　ほう……メフィの方はとにかく、ミルガズィアさんをひと目見て、竜ドラゴン王ロードの二つ名を持つ黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの変身した姿と見抜くとは……

　魔族──その中でも、それなりの力を持っている相手、ということか。

「この先に招待されているのは、リナ＝インバース殿とガウリイ＝ガブリエフ殿のお二ふた方かたのみゆえ」

　……ふ……

　あたしは小さく鼻はなで笑って言った。

「……あのねぇ……

『ここで戦力を分ぶん散さんしてください』って言われて、『ハイそーですかわかりました』って、おとなしく言うこと聞くと思う？

　あたしたちに何のメリットもないじゃない」

「用があるのはリナ殿とガウリイ殿にのみ。

　おとなしく待って戴けるなら、竜ドラゴン王ロード殿とエルフ殿には危き害がいを加えん」

「ならなおのこと──」

「聞けませんわね」

　言って、ずいっ、とあたしたちの前に出てきたのは、やや後ろにいたミルガズィアさんとメフィの二人。

　あたしとガウリイをかばうかのように、黒髪と金髪、二人の前に立ちふさがり、

「私とメフィには危害を加えん──

　そう言ったが、それは、裏うらを返せば、二人の人間には危害を加える、と言っているのと同じこと」

「こんな二人に何の用や恨うらみがあるのか知りませんけど、それではご招待に応じるわけにはまいりませんわ」

『こんな二人』……って。おい。メフィ。

　一応『殿』付けで呼んでる金髪の方より失礼かも。このアマ。

「……ふむ……」

　困ったようにことばに詰つまる金髪。

「無理よ。

　説明なんてしたって」

　対たい照しよう的てきに。

　楽しげ、とさえ思える調子で言ったのは、黒髪の方だった。

「最初からこうすればいいのよ」

　言って、ぱちんっ、とその白い指を鳴らした。

　刹せつ那な。

　目の前に立つミルガズィアさんとメフィの背が遠ざかる。

　いや、二人だけではない。その先にいる二人の魔族も、あたりの景け色しきも。

「なんだっ!?」

　あたしの隣となりで、驚おどろきの声を漏もらすガウリイ。

　あたしとガウリイ、二人の距きよ離りは変わらない。

　むろんあたしとガウリイが、二人そろって後ろ向きに駆かけ出したりしたわけでもない。

　異い様ような事じ態たいに──あたしは、心当たりがあった。

「──空くう間かん干かん渉しよう!?」

　その背せを小さく遠ざけつつ、さきほどと変わらぬ近さから聞こえるミルガズィアさんの声。

　そう。

　あたしはかつて、お家いえ騒そう動どうで揺ゆれるセイルーンで、これと似にた現げん象しように遭あっていた。

　これほど急きゆう激げきではなかったが、前をゆく者の背が遠ざかり、いくら足を早めても、決して追いつくことはない。

　まるで、よくある夢ゆめの中の一シーン。

　そして気がつくと──どこでもないどこか、異い空くう間かんへとほうり出されている。

　今起こっているのは、それと同じ現象だった。

　現にガウリイは、ミルガズィアさんたちと合流しようと、あたしの隣でずっと走ヽっヽてヽいるのだが、その位置は、足を止めたままのあたしの隣から動かない。

「させませんわっ！」

　遠くに見えるメフィの纏まとった、白い鎧よろいが展てん開かいし、白い六枚の翼つばさをひろげた。
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　虫の羽は音おとにも似た、低いうなりがあたりに響ひびく。

　ゆおるおおおおおおおおおおんっ！

　そしてミルガズィアさんも声を──いや、人には決して発音できぬ呪しゆを唱となえる。

　景色の離はなれてゆく速はやさが減げんじ──

　それだけだった。

　たしかに離れる速度は、多少、遅おそくなった。

　しかし、事態が好こう転てんしたわけではない。

「……な……にっ……!?」

　ミルガズィアさんの、驚きよう愕がくに満みちた呻うめき声。

　──それであたしは──

　何が起こったのかを理り解かいした。

　黒髪が空間干渉をして、あたしとガウリイの二人を、どこぞの異空間へと運び去ろうとしている。

　それに、ミルガズィアさんとメフィ、二人が干渉し、うち破ろうとした。

　本来、どこかに無む理り矢や理りつくり上げた異空間というものは、あまり安定したものではない。

　現にセイルーンで、この中に連れ込まれた時には、あたしは、一羽のハトを召しよう還かんすることによって、そこから逃のがれている。

　つまり──もとの世界と、ほんの小さなつながりをつくってやることによって、ある意味シャボン玉だまのように不安定な異空間を壊こわし、現実世界へと帰き還かんしたのだ。

　だが──

　竜ドラゴンとエルフのつくり出した魔ま道どう強きよう化か装そう備び──呪リチユ霊アル・鎧アーマーと魔ゼナ律フア装アー甲マーを纏まとったミルガズィアさんとメフィ、二人がかりの干渉ですら、不安定なはずの空間干渉を、うち破れないでいるのだ。

　しかも。

　様子からして、今、その『力』を使っているのは黒髪の方のみ。

　金髪の方は、あきれた顔でそちらの方を眺ながめているだけ。

「──乱暴だな。

　念のために言っておくが、竜ドラゴンとエルフには手を出すな」

「あら。

　そういえばそんな命令も出てましたね」

　金髪と黒髪の声が聞こえる。

「……釘くぎを刺ささなければ──」

　ぷつりっ。と。

　唐とう突とつに。

　すべての音が消え去った。

　空がひろがる。森の緑が遠ざかる。

　足もと──むき出しの地面が急速にひろがり──

　刹せつ那なの後。

　あたしとガウリイ、二人は、何もない、ただただひたすらひろがる大地のまん中にいた。

「……とっ……!?」

　数歩踏ふみ出し、立ち止まるガウリイ。

　さきほどからずっと走っていたのが、ようやく前に進めたのである。

「なん……だ……!?　こりゃ!?」

　なんだかわからずおどろくガウリイ。

「エルメキアにも、こんな場とこ所ろないぞ！」

　そう。あたりには、森や町などむろんのこと、山やま並なみも何も見えはしない。

　砂さ漠ばくというわけでもなく、ただまっ平たいらなだけの地面。雑草の一本も生はえてはおらず、生きるものの気け配はいは、ここには全まつたくない。

　見れば──透すけるような蒼あお穹ぞらにも、雲のひと片かけすら浮うかんではいない。

　そして。

　あたりは、森で感じた、あの何とも言えない違い和わ感かんに満みちた空気を、さらに濃のう縮しゆくしたような──そんな雰囲気に満ちていた。

　ダメでもともとで、試ためしにあたしは召しよう喚かん呪じゆ文もんを唱となえ、一羽のハトを呼び出すが──それははばたき、何もいない空の果はてへと消えたのみ。

　……やっぱし……効きかないか……

　とすると、セイルーンの時と比くらべて、この世界をつくり上げているものの力が強いのか、あるいは何かの方法で、この異世界を安定させているのか……

「何やってるんだリナ！　ハト出してる場合じゃないぞ！

　おどろけ！　あわてろ！　どこなんだ、こりゃ!?」

「……落ち着きなさいって。ガウリイ。

　異空間よ。ここは」

「異空間!?」

　言ったあたしに、ガウリイは驚愕の声を上げ、ふたたびあたりを見回して、

「……って、どこだ!?」

「……いや……だから……なんつーか……」

「──サイラーグだ。紛まぎれもなく」

　答えは、横手から返ってきた。

　──！

　同時にふり向くあたしとガウリイ。

　たった今まで、何の気配もなかったそこに、しかし今、佇たたずみ在あるのは赤い影かげ。

　色こそ違ちがうが、まるで死しに神がみを想おもわせるような、マントとフードに身を包つつみ、その顔には、のっぺりとした白い仮か面めんをかぶっている。

　口も、鼻もないその仮面の目にあたる部分には──

　紅あかく輝かがやく宝ほう玉ぎよく二つ。

　……まさ……かっ……!?

　頰ひたいに汗あせがにじむのが、自分でもわかった。

「ただし。

　サイラーグと同じ場所にあるとはいえ、ここはいわば、重かさねた薄うす紙がみの一枚を隔へだてたごとき別の世界。

　このために、我わが生み出したかりそめの世界」

　──あんたまさか……

　問おうとしたことばは、のどの奥おくで凍こおりつく。

　想像を、肯こう定ていされるのがいやで。

　相手からは、何の気配も感じない。

　気配を殺しているわけではない。

　あたりの異い質しつな空気の中に、相手の気配が、ごく自然に溶とけ込んでいるのだ。

「ここは──

　魔ま力りよくの満ちる世界。

　魔とは即すなわち、本来その世界にはあらざる力。

　処ここは本来の世界とは、薄紙一重の差があるゆえ、その分、他ほかのさまざまな世界との境きよう界かいが希き薄はく。

　ゆえに大気に魔力が満ちる。

　汝なんじらもさきほど感じているであろう。

　この世界に溢あふれし魔力」

　……なるほど……つまり、さっきから感じた違和感は、魔力の濃こさ、ということか。

　赫あかい死神はことばを続ける。

「──この世界でならば──

　娘むすめよ。おぬしの虚うつろの刃やいばも、刹那で消えはしないだろう。

　その呪しゆも、詠えい唱しようの必要なく、意志の力と『力ある言葉』のみにて発はつ動どうするだろう。

　男よ。汝なんじの持つ剣──周囲の魔力を糧かてとし、その切れ味に転てん嫁かする剣ならば、我われを傷きずつけることもできよう。

　即ち──

　汝らには、我を滅ほろぼす力が与あたえられている」

「──何が……やりたいんだっ!?」

「儀ぎ式しきなのだよ！　これは！」

　問うガウリイに、赤い影は、両手を大きくひろげて、朗ろう々ろうと宣せん言げんする。

　マントの下には、深しん紅くのローブ。

「我は言った！

　かヽつヽてヽ汝ヽらヽにヽ滅ヽぼヽさヽれヽしヽ時ヽにヽ！」

　──やはりっ……！

　ぎり……と小さく鳴なったのは、無意識のうちに、あたし自身が奥おく歯ばを嚙かみしめる音。

「もはや二度とは遭あえまい、と！

　だが時代は、ふたたびの邂かい逅こうを用意した！

　ならば──

　我は汝らを倒たおさねばならん！

　世界を無むと帰きすその一歩として！

　──ただ倒すのならばたやすいこと。

　だが、それでは意味がない。

　我を倒す力を持った汝ら──それを倒してはじめて、我は、世界を滅ぼす王となるべき資し格かくを得る。

　ゆえに誘さそったのだ。

　この地、この場所へ。

　古いにしえの魔ま獣じゆうが残した瘴しよう気き。

　冥ヘル王マスターの残した邪じや気きと、金色の母の残した世界の揺ゆらぎ。

　それらを利用し、組み上げたこの世界へ」

「……なるほど……」

　あたしは言った。

　それでも今度は、なんとか声が出た。

「……けど……

　結けつ構こうつまんない意い地じ張んのね……魔ヽ族ヽのヽ王ヽにしては」

「王ゆえにこそ」

　ゆらりっ、と。

　赤い姿が一歩、前に出る。

　あわせて一歩、思わず退さがるあたしとガウリイ。

「……あんまし……こーいうことにつき合いたくないんだけど……

　こっちに何かの得とくがあるわけでもないし……」

「──いや──

　つきあってもらうぞ」

　ゆっくりと。

　それは、マントの下から右手を抜ぬき出す。

　赤いローブのソデから覗のぞく黒い手には、棍こんのようなものが握にぎられている。

「そちらの利点は──なくもない。

　我が生み出し、我が支えるこの世界。

　もしも汝なんじ等らが勝ったなら、この世界は崩くずれ、汝等はもとの世界へと帰還できる。

　この我に──

　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥに勝てたならば──な──」




　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ──

　古いにしえの時代──

　この世界の存続と滅ほろびとを賭かけて、赤フレのア竜ドラ神ゴンスィーフィードと戦い、その身を七つに分かたれ、封ふうじられた伝でん説せつの魔王──

　しかし。

　あたしとガウリイは、それが単なる伝説などでないことを知っている。

　今から二年とすこし前。

　あたしたちの目の前で、人のうちに眠ねむりし魔王の欠かけ片らのひとつが目め覚ざめた。

　──もはや出会うことはあるまい──

　魔王がそのことばを口にしたのを知っているのは、あたしとガウリイの他にはあと二人のみ。

　一人は今、どことも知れぬ旅の空。

　そして残る一人は──

　言わずと知れた、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ自身である。

　──ならばやはり──今、目の前にいるのは──

「……どぉでもいいけど……

　いきなし何の脈みやく絡らくもなく出てくるんじゃないわよっ……！」

　軽かる口くちは、なんとかことばになった。

　多少声がかすれてはいたが。

「こっちにも……都つ合ごうとか、心の準備とかいうものがあるんだから……！」

「知らんな。そんなことは」

　言って、さらに一歩。

　魔王は前へと歩あゆみを進める。

　それが──

　戦いの火ひ蓋ぶたを切った。

　プレッシャーに耐たえきれず、あたしとガウリイ、二人が同時に左右に跳とぶ。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしは『力あることば』を解とき放はなつ。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようはナシである。

　攻こう撃げき、というよりも、魔王の言ったことを確かめるためのものだった。

　そして──術じゆつは発はつ動どうした！

　しかも、虚こ空くうに浮うかび出た光の槍やりは、普ふ通つうに使った時よりも、はるかに強いかがやきを纏まとっている。

「ＧＯ！」

　あたしの声に従って、解とき放はなたれた魔ま力りよく光こうは、魔王目がけてつき進む！

　が。

　たんっ。

　魔王が手にした棍の先で、大地を打ったその途と端たん。

　棍の片かた端はしに、赤あかん坊ぼうの頭ほどの大きさをした、赤い宝ほう玉ぎよくが出現する。

「ふッ」

　小さな呼こ気きとともに、魔王は、棍の片かた端はしにある宝玉をふりかざし──

　その宝玉が、薄うすくかがやくとともに、あたしの放った光の槍やりは、霞かすみのごとく散ちり、消える。

　──そうか──あの棍──いや、杖つえは──

　魔王のその動作に合わせ。

　音もなく。

　剣を抜ぬきはなったガウリイが、赤い影へと肉にく薄はくする！

　速い！

　が！

　ぎぅんっ！

　魔をも切り裂さくはずの剣けん閃せんは、しかし、赤い影へと届とどかぬままに、魔王が手にした杖によって受け、はじかれる。

　──あの杖はやはり──

　魔王の武器、餓が骨こつ杖じよう。

　その名前のみを伝説に残す、魔の杖。

　おそらく実際には、これも、覇シ王エ将ー軍ラの魔ドウール剣ゴーフアのように、魔王自身の一部なのだろう。

　はじかれた剣の流れを利用して、太た刀ち筋すじを変え、即そく座ざに次の斬ざん撃げきをくり出すガウリイ。しかし魔王は、剣をはじいたそのいきおいを殺さぬまま、その杖をガウリイへとうちつける。

　たとえ見た目は杖といっても、それが魔王の武器ならば、秘ひめた破は壊かい力りよくは、尋じん常じようなものではありえない。

　もしも人の身で、あんなものの一撃を受けたらどうなるか──

　ガウリイもそれに気づいてか、斬撃の軌き道どうをさらに変化させ、杖の動きを受け流し、後ろに跳とんで間ま合あいを取った。
















　一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼう。

　双そう方ほうともに──ケタ外はずれに速い。

　あたしもガウリイに、剣の手ほどきを受けていなければ、今の光こう景けいは単たん純じゆんに、剣と杖とが何やらからんで離はなれただけ、というふうにしか見えなかっただろう。

　とはいえ──距離を置いて見ればなんとか太た刀ち筋すじがわかる、というのと、戦える、というのとには、天と地ほどの差がある。

　もしもあたしが、魔王と剣を交まじえたならば、おそらくは、数すう合ごう保もたずに倒たおされる。

　退ひいたガウリイを追うように、そのぶん魔王が前に出る。

　ガウリイに向かって大おお振ぶりの一撃。

　むろんこんなもの、ガウリイは、後ろに跳んでかるがると──

　かわした、と思ったその刹せつ那な。




　ぶごぅっ！




　杖のひと振りが生んだ瘴気──いや、魔力の風がガウリイを打つ！

「ぐっ!?」

　さらに後ろに吹っ飛ぶガウリイ。それを追って魔王が走る！

　おそらく着地の、バランスを崩くずした瞬間を見み計はからい、一撃をしかけるつもりなのだろうが──

　そうはいかないっ！

　ガウリイと魔王との距きよ離りが開いたこの瞬間なら、あたしの援えん護ごも十分可能っ！

　たんっ！　とあたしは地面に手を着き、

「魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アインっ！」

　大地に、武ヽ器ヽ強ヽ化ヽの呪文──いや、術じゆつをかける。

　本来は、剣などにかけてその威い力りよくを高め、魔族にもダメージが与えられるようにする術である。

　それをあたしは、あたりの地面にかけたのだ。

　──!?──

　何をしようとしているのか読めず、魔王の注意が一瞬、こちらへとそれる。

　そしてあたしは──

　たんっ！

　もう片方の手を地面に着く。

「大地よ我が意に応こたえよ！

　地ダグ撃・衝ハウ雷トっ！」




　ごっ！




　あたしの声に応え、大地が隆りゆう起きし、無数の錐きりとなり、魔王目がけてその先を伸のばす！

　むろん普通にやっただけなら、これは単なる土のかたまり。魔族を傷きずつける力はない。

　しかしこれには、直前にあたしのかけた魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アインの力が宿っている！

「──ちぃっ！」

　足を止め、かざした魔王の餓骨杖。その宝玉がふたたび淡あわい光を生んで、魔力のこもった大地の槍を、瞬時に無数の土つち塊くれと化す。

　刹那。

　ごぱぁっ！

　その土塊をつき破り、ふたたびガウリイが前に出る！

　ぎぎぎぎんっ！

　閃ひらめく銀光。迎むかえ撃うつ白い軌き跡せき。

　不意を突かれたそのせいで、魔王の方がやや圧おされているか。

　だが。

　ぶぁっ！

　突とつ如じよ魔王を中心に、黒い何かがあたりの空間にひろがった。

　警けい戒かいし、思わず後ろに退さがるガウリイ。

　しかし同時に。

　黒い何かをつき破り、深しん紅くの影かげが躍おどり出る！

　突き込む杖つえの先端を、ガウリイの剣がからめ──何かの圧あつ力りよくにはじき飛ばされる。

「──!?」

　ガウリイの顔を、驚おどろきの色がかすめる。

　しかし彼は、剣がはじかれたそのいきおいにわざと乗り、一重で杖のひと突きをかわす。

　そのまま数度、大きく跳んで、あたしのそばへとやってくる。

　ゆっくりと。

　こちらに向きなおるシャブラニグドゥ。

　ガウリイは、そちらから目を離さぬまま、あたしに小声で、

「──リナ！　あいつのふところに飛び込みたい！」

「わかったわ！」

　応えてあたしは、たんっ！　と大地に手をつき、

「地ダグ撃・衝ハウ雷トっ！」

　じゃっ！

　魔王とこちらの間の地面が、ふたたび無数の錐と化し、赤い影へとつき進む！

　迎え撃とうと杖を構える赤ル眼ビのー魔ア王イ。

　互たがいの視し界かいが無数の錐に遮さえぎられ──

　そしてさらに一発！

「地ダグ撃・衝ハウ雷トっ！」

　ぐわっ！

　あたりの地面が隆起して、まるで巨きよ大だいな津つ波なみのように、魔王の方へとおし寄せる。

　上にガウリイを乗せたまま。

　魔王が杖の呪じゆ力りよくを発はつ動どうさせたか、錐が、土ど砂しやの津つ波なみが見えない球形に崩ほう壊かいしてゆく。

　刹那、土砂の津波の上を疾はしり、蹴けり、ガウリイが跳ぶ！

「──何を──！」

　虚空でガウリイが声を上げる！

　わざわざ気づかせてどーするっ!?

　案あんの定じよう。あたしの生んだ錐と波とをただの土塊へと帰した魔王は面を上げ、ガウリイに向かって杖を構かまえる。

　かまわず怒いかりの声を上げるガウリイ。

「何をやってる!?　お前はっ!?」

　瞬間。

　なぜかその一いつ喝かつに、赤ル眼ビのー魔ア王イに動どう揺ようの色が走る。

　ざんっ！

　魔王がわずかに身を引いて、ガウリイの剣が虚空に銀しろがね色いろの残ざん像ぞうを刻きざむ。

　入った──が、浅いっ！

　魔王は左手で面をおさえ、ガウリイはそのまま動かない。

「……こんなところで何をやってる……って聞いてるんだよ……！」

「………………」

　怒りすらにじませ問うガウリイに、しかし、魔王は動かず、答えない。

　ガウリイは、ことばを続ける。

「戦いのくせっていうのは、そうそう変わるもんじゃない。

　太刀筋が前と同じなんだよ。

　闇やみを目くらましに使ったり、武器に風をからませる戦い方も！」

　……ふ……ぅ……

　肩かたを落とし。

　魔王は──大きくため息をついた。

　疲つかれた──疲れきった声で──

「……わかっちまったか……バレねえと思ってたけど……

　まさか、あんたの方に見破られちまうとはな……」

「──っ……!?」

　あたしは小さく息を呑のむ。

　声は──魔王のものではなかった。

　あたしの。

　そして、ガウリイのよく知っている声。

　彼は、顔をおさえていた左手を離す。

　……からんっ……

　ガウリイの剣で、二つに断たたれた白い仮か面めんが大地に落ちる。

「……ルー……ク……？」

　あたしは。

　かすれた声でその名を呼んでいた。
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　ばさりっ。

　風を孕はらんで、赤い布が虚そ空らにはためく。

　脱ぬぎ捨すてられたマントとフードは、大地に落ちるその前に、虚うつ空ろにそのりんかくをにじませ、消える。

「……どうも……

　ああいう、ぞろり、としたのは動きにくくていけねえや」

　いつもの調子で、彼がつぶやいたそのとたん。

　纏まとっていたローブのような服が引きしまり、身み軽がるな服と軽けい装そう鎧よろいとに変化した。

　それは──いつも通りのルークの姿すがた。

　ただし三つの違ちがい──手にした杖つえと、服の色。そして──燃えるような深しん紅くの髪かみをのぞいては。

「──ああ。これか？」

　あたしの視し線せんに気づいてか、彼は小さく苦く笑しようを浮うかべ、左手で、自分の髪をいじくりながら、

「本当は赤毛なんだよ。俺おれは。

　染そめてたんだ。

　──あヽいヽつヽが、赤毛は好きじゃない、なんて言ってたもんでな」

　いつもと変わらぬしぐさで言う。

　どこか、淋さびしげに。

「……しかし……まいったよなぁ……

　いや、カンのいいあんたらのことだから、ひょっとしたら気づかれるかもしれねえ、とは思ってたんだが……

　こうあっさり見破られるなんてな。

　これじゃあ、やりにくくって仕方ねえや」

「……何なのよ……」

　あたしは。

　ようやく声をしぼり出す。

　かすれた声を。

「……何なのよ……？　これ……？　一体……？」

「……まあ……ぶっちゃけた話をしちまうと、だ──」

　彼は言う。

　いたずらがバレた子供のように。どこか気まずげに。

「俺の中に、もう一人別のがいた、ってことだ。

　俺自身も気づいてなかったけどよ……

　──あんたらならわかるだろ。

　レゾ＝シャブラニグドゥが半はん覚かく醒せいした時、その場に居い合あわせたんだからな」

「……………………」

　──あたしたちは──

　あの時のことを、それほどくわしくルークたちに話したことはない。

　魔ま王おうを倒たおしたことは知っていても、それが誰だれの体を依より代しろとしていたか、までは知らないはずである。

　普ふ通つうなら。

　赤ル眼ビのー魔ア王イそのもの──古いにしえの時代、七つに分かたれた欠かけ片らと、意識を共きよう有ゆうでもしていない限り。

　──別の──欠片──

　彼は──ことばを続ける。

「……あの時と違うのは……

　俺が……自分で望んでそれを受け入れた……ってことだ……

　今──俺の自じ我がと──」

「我わが自我は──」

「完全に一つになっている」

　ひとつの口から、二つの声が交こう互ごに滑すべり出た。

　ルークの声と──魔王の声と。

「……冗じよう談だん……でしょ……？」

　風にながれるつぶやきは、意識せぬまま、あたし自身が漏もらしたもの。

「……だって……目……？」

「目？

　──ああ。カン違いしてるな。あんた。

　赤ル眼ビのー魔ア王イ、って名前から、よ。

　レゾ＝シャブラニグドゥの時、別にあヽれヽは、瞳ひとみの中に封ふう印いんされてたわけじゃねえ。

　あれは、人の心の奥おくに封印されてるもんなんだよ。

　あの時は、賢けん者じやの石──魔力を拡かく大だい・解放する魔デモン血・ブ玉ラツドのかけらを呑のんじまって、それで解放されたのさ。

　俺の場合は──」

　言って、ルークはそこでことばを切ると、深い──深いため息をついて、

「……あんたの言った通りだったよ……」

　彼は言う。しずかなまなざしをあたしに向けて。

「憎ぞう悪おは消えねぇ……

　何をしたって……

　セレンティアの街まちを出て──

　ぜんぶ忘れるつもりだった──

　けどなぁ……ダメだったんだよ……

　何かの拍ひよう子しに……思い出す……

　時間が解決する、なんて、ありゃあ噓うそだ……」

　言ったルークのまなざしに、一いつ瞬しゆん、アトラスで再会した、ルビアの瞳ひとみの面おも影かげがかぶる。

　──忘れられない──ものです──

　彼女は言った。

　ルビアは愛情と自じ己こ嫌けん悪おという呪じゆ縛ばくを背せ負むい──

　そしてルークも──憎悪の呪縛から──

「──ケレスの旦だん那なのことは、もう、恨うらんじゃあいねえ……

　……けど……気がつくと……

　人間って奴やつを……世界そのものを恨んでた……」

　そのまなざしは、しかし、あたしではなく、彼か方なたへとある遠い何かを見つめていた。

　もう手のとどかないところへ行ってしまった、遠い何かを。

「……そんな時……

　気がついたんだよ……

　俺の中に、もう一つのものが眠ねむってる、ってことにな……

　で、俺は──

　望んで、それと一つになった──

　そういうことなんだよ」

「……なんで……？」

　あたしの口から漏れるのは、間まの抜ぬけた──自分でもいやになるほど間の抜けた問いかけのみ──

「ルーク」

　ガウリイが、静かに語りかける。

　あたしより、よほどはっきりとした口く調ちようで。

「あの事件──

　そもそもの原因を作ったのは、魔族だったんだぞ。

　知ってるのか？」

「……ああ……知ってるよ……

　今にして、冷れい静せいに考えりゃあ、あのゾードって奴も、魔族と合成されたせいで、どっかおかしくなっちまってたのかもしれない、とも思うし、な。

　──けどよ──

　……いや、だからこそ……かな？

　世界を──恨んだ。

　人と魔族の合成、なんてことを思いついた人間も。

　ガラにもねえ小こ細ざい工くして、変な因いん縁ねんつくりやがった覇ダイ王ナストのバカ──魔族もだ」

「……小細工……？」

　つぶやくあたしに、ルークはうなずき、

「──ああ。

　グラウシェラーの奴は、『単なる食事』とか言ってごまかしてやがったけど……

　あの一連の事件、ありゃあ、何のことはねえ。

　千年前、フィブリゾがやらかしたことを単にマネしやがっただけだ。

　戦いという刺し激げきの中で、誰だれかの内に眠る魔王を覚かく醒せいさせる……ってな……

　計画、なんて呼ぶのも馬ば鹿からしい、お粗そ末まつな賭かけだ」

　……そう……か……

　そういう……ことか……

　すべてが──

　ようやくわかったような気がした。

　覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラが、人を蝕むしばむ魔ま剣けんをつくり、あちこちにばら撒まいていた理わ由け。

　最さい期ごの瞬と間きの、笑えみの理わ由け。

　あれは。

　覇ジエ王ネ将ラ軍ルが生み出した魔剣程度では、蝕むことのできぬ魂たましいを持つものを探さがし出すため。

　すなわち。

　魂のうちに魔王を眠らせた者を探し出すための儀ぎ式しき。

　そしてシェーラは、最期の刹と那きに。

　見つけたのだ。

　魔剣ドゥールゴーファを手にしてなお、蝕まれることのない人間。

　ルークを。

　会かい心しんの笑みを浮かべ、それを何かの方法で覇ダイ王ナストに伝え──

　彼女は、滅ほろびた。

　ゆえに。

　覇ダイ王ナストグラウシェラーは、ガイリア・シティで騒さわぎを起こしたのだ。

　一いつ旦たんは街まちを去さった、あたしたちを呼び戻すために。

　わざわざあたしたちの知り合いを、下級デーモンと合成させて、あたしたちにさし向ける、などという面めん倒どうなことをやったのも、戦いにくくするため。

　葛かつ藤とうと憎にくしみの中で、魔王の魂を覚醒させるため。

　──考えてみれば──

　ミルガズィアさんとメフィの参さん戦せん、という要よう素そもあったにせよ、あの時の魔族たちの攻こう撃げきは、どこか苛か烈れつさに欠かけていた。

　──あの時あたしは、単に、遊ばれているだけだ、と思っていたのだが──

　違ちがったのだ。

　彼らは、戦い、という極きよく限げん状じよう況きようの中で、ルークの中に眠る魔王の魂を覚醒させようとしていたのだ。

　目的はあくまで覚醒。まかり間ま違ちがって殺してしまえば、すべてが台だい無なし。

　──だが──

　魔族たちにとって、人間相手に『紙かみ一ひと重えの手て加か減げんをして戦う』などという器き用ようなまねは、おそらく不可能だったのだろう。

　力の加減はわからない。

　かといって、決して殺してはいけない。

　自然と力は弱めになり──結果、あの戦いは、あたしたちの勝利、ということになったのだ。

　ルークの中の、魔王の魂は目め覚ざめず──

　だが。

　それとは全まつたく別のところで起こった事件が。

　彼の最愛の人の死が──

　憎悪が。

　ある意味、魔族ではなく人間が。

　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの魂を覚醒させた──

「人も恨んだ。魔族も恨んだ。

　そんな両方を存在させてる、世界そのものを恨んだ。

　もし──

　俺が、北にいるもう一人の『自分』を解放すりゃあ、この世界を微み塵じんに砕くだくことだってできるだろう」

　北にいるもう一人──

　千年前の降こう魔ま戦せん争そうの折、水竜王の滅ほろびと引き替えに、魔力の氷に封ふうじられた、今なおカタート山さん脈みやくで眠ると言われる、もう一人のシャブラニグドゥ──

『北の魔王』と呼ばれる存も在の。

　七つに分かたれた魔王の二つが覚醒したならば、たしかに、世界を砕くことさえ可能かもしれない。

「魔族は滅びを望むもの。

　世界を滅ぼしたそのあとは、自分たちをも滅ぼして、やがてすべては混こん沌とんへと帰る──

　それが──

　世界への、復ふく讐しゆう──」

「けど──

　その世界があったからこそ、お前とミリーナは出会えた。

　違うか？」

「……ああ……そうだ……その通りだよ……」

　いつもと同じように──いつもと全く同じように──どこか照てれたように、ぽりぽり頭を搔かきながら、

「……それでな……

　わかんなくなっちまったんだ……

　正直言って……あんたたちのことは気に入ってる……

　ほかにも……世の中にゃあ……結けつ構こういい奴やつだっている……

　けどな……それ以上に……

　どうしようもない奴が多い、ってことも事実なんだ……

　俺が世界を憎にくんでる、ってことも事実なんだ……

　……どうしたらいいのかわからなくって……

　だから……あんたたちを呼んだんだよ……ここに……

　俺を倒たおすこともできる『世界』をつくり上げて。

　世界を滅ぼすべきなのか……俺がくたばるべきなのか……

　……どっちが正しいのか……確かめるために……」

「……冗じよう談だんじゃないわよ……」

　あたしはかすれた声をしぼり出す。

　視し線せんをそらして。

「……そんなことに……つきあえ、なんて……」

　あたしはようやく理解した。

　わざわざ出てきたゼロスが『中立』だった理由を。

　ブラドゥにとどめを刺さしたわけを。

　魔族が本来の役割を果たすためには、あたしやガウリイを、新あらたに復ふつ活かつした『魔王』に会わせるわけにはいかない。

　万が一にも、魔王が、人間ごときに倒されたなら、魔族たちの目的達成──世界の破は滅めつはそのぶん遠とおのく。

　そしてあたしとガウリイは、以前にも、その『万が一』をやってのけているのだ。

　ならば、あたしたちがここに着くまでに、抹まつ殺さつするのが一番。

　しかし──

　たぶんゼロスは、興きよう味みがあったのだ。

　かつての仲間が、魔王として目覚めたのを知り。

　戦わなくてはならなくなった時。

　あたしとガウリイが、一体どういう反はん応のうを示すか。

　だから『中立』という立場を取った──

　おそらくそういうことなのだろう。

　……あいもかわらず……性格の悪い……

「……悪かったな……本当に……」

「悪かったな、じゃないわよっ！

　じゃあ何!?　変な魔族送りつけてきたのもゼロス送りつけてきたのも、あたしのニセモノちらつかせたのも、みんなあなたがやらせたことなの!?」

「……本当はよ……

　俺が出向いてもよかったんだけどよ……

　そうすると、カンのいいあんたのことだ。途と中ちゆうで気づいちまうかもしれねえ。

　それに……これ以上一いつ緒しよに旅なんざしてると、どうにも戦やりにくくなっちまうだろ。お互いに。

　……まさか……太た刀ち筋すじから気づかれるとは思ってなかったけどな……

　ともかくそれで、別の奴に案内を頼たのんだんだ。

　ほら。『入り口』であんたらを出で迎むかえた黒くろ髪かみ。

　あいつに、方法は任まかせるから、ってな。

　けど──

　どうやらカタートで氷づけになってる方が、俺とあんたらが会うのをいやがってたみてぇでな。

　……ま……氷づけになってるせいで、ロクに意志の疎そ通つうもできねえんだけどな。

　けど、そういう雰ふん囲い気きっていうか、気分は伝わってくる。

　で、下の方が混こん乱らんしちまったわけだ。

　結果、北の意志を尊そん重ちようして、あんたらをどうにかしよう、って連中と、俺の命令で、あんたらを無事にここまで届とどけよう、って連中が出てきちまった。

　それで変なことになっちまったってわけさ。

　なんとか無事に着いたみてぇだけどな」

「……何が無事よ……」

　つぶやいて。

　あたしはあることに気づく。

「──ちょっと待って。

　無事、っていえば──

　あの受うけ付つけ係がかり何者よ？　かなり力のある奴みたいだけど。

　ミルガズィアさんとメフィは無事なの？」

「ああ。それなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　北の奴は、さっき言った通りの状態だし、もともとあの二人のことは眼がん中ちゆうにねえ。

　俺の方からは、あの二人には手を出さねえで、あんたたちをこっちの世界にほうり込んだあとは、こっちの世界への入り口を閉じて消えろ、って指示を出してる。

　たぶん今ごろ、あのオヤジギャグドラゴンと偏へん食しよくエルフ、どーしようもなくてただおろおろしてやがるぜ」

　言って浮うかべたいたずらっぽい笑えみ。いつもの彼と変わりなく。

「……ならいいけど……」

「じゃあ──」

　横から、ガウリイが口を開く。

「下級のデーモンが大量発生して暴あばれている事件──

　各地で起きてる異い常じよう気き象しよう──

　あれもお前がやらせてるのか？」

「別にやらせてるわけじゃねえ」

　彼は、ひょいっ、と肩かたをすくめ、

「下した級つぱの連中の方は──どうってことはねえ。

　俺が『目覚めた』影えい響きようで、みんな力がついて──はしゃいじまってるのさ。

　……ま、止める義ぎ理りなんざねえから、ほったらかしにしてる。

　それだけのことさ。

　異常気象の方は──

　たぶん、こんな場所にこの世界作った影響じゃねえか？

　ンなことまで気にしてなかったけどな」

「……そうか……」

　ガウリイの声が響ひびき──

　ことばが途と切ぎれる。

「──なあ──」

　しばし生まれたその沈ちん黙もくを破ったのはルーク。

「そろそろ……はじめねえか……？」

「……………………っ」

　言われて──あたしは小さく息を呑のむ。

　──わかって──いた──

　そう。わかってはいたのだ。

　ルークがいつかは、そう言いだすことは。

　彼は──そのために、あたしたちをここに呼んだのだから。

　儀式──なのだ。これは。

　ルークが、世界と決別するための──

　彼は、あたしたちのことが気に入っている、と言ってくれた。

　そのあたしたちと戦い──あるいは自らの手で葬ほうむることによって。またあるいはその手にかかることによって。

　いずれにせよ──

　彼は、世界と袂たもとを分かつ。

「……ルーク……」

「……もう……決めちまったことなんだよ……」

　彼は言う。

　どこか淋さびしげに。そして、どこか清すが々すがしげに。

「……冗じよう談だんじゃないわよ！

　勝手にンなこと決めて！

　……いきなり……！

　いきなりンなこと言われて、『ハイそーですか』なんて言えるわけないじゃない！

　……ほかに……

　ほかになんか方法があるでしょ!?

　なんとかなんないの!?」

「……俺は、運命なんて信じちゃいねえ……

　もしも『これは運命で決められたことなんだ』なんて言われりゃあ、鼻はなで笑って抜け道を探さがす。

　魔王に意識を乗っ取られた、ってぇのなら、ンなもん力ずくでもはね返す。

　けどな……

　これは──運命なんかじゃねえ。

　俺の中に眠ってたもう一人の自分……シャブラニグドゥの意志でもねえ。

　これは──

　他の誰でもない。俺自身が決めたことなんだ。

　あんたたちと戦って──結論を出す。

　……もちろん、あんたたちが、どうしても戦うのはいやだ、っていうのなら、無理に戦うつもりはねえ。

　あんたたちをもとの世界に戻もどして──俺は、北の魔王を解放して世界を壊こわす。

　……ひょっとしたらその途中で、またあんたたちと出会うこともあるかもしれねえが……その時には、互いに、単なる敵として出会うことになるだろうよ。

　──どうする──？」

「……どう……って……」

　答えられる──わけはない。

　ルークが望んでいるからといって……だから互いの命を賭かけて戦う、などということができるわけもない。

　だが──否いなと答えるならば、ルークは彼自身が言った通り、世界を破壊するだろう。

　どちらも選べるわけはない。

「そんな……めちゃくちゃなっ……！

　そんなの、それこそあたしとガウリイにとっちゃあ、押おしつけられた二に択たくじゃない！

　認めないわよそんなの！

　他の──何か他の方法があるはずよ！

　世界を憎にくんでる、って言ってたけど、きっとそれも、あんたの中にある魔王の心のせいで──！」

「違う──違うんだよ──」

　かぶりを振ふってルークは言う。

「──結果として──俺は自分の中の魔王を受け入れた。

　けど──

　もし俺の中にそんなものがいなくても──

　俺の中の、世界への憎しみが消えるわけじゃねえ……

　はっきりとわかる。

　こいつあ、まぎれもない、俺自身の意志だ。

　もしも万一、俺と魔王とを分けるような手があって、たとえそうなったとしても──俺自身の中にある憎ぞう悪おは消えねぇ……

　……第一、魔王の意志なんぞが影響してるなら、そもそもあんたらをこんな所に呼んで、勝負しようなんて思わねえ。

　とっとと北のを復ふつ活かつさせて、世界ごとぶち壊しゃあいいんだ。

　つまりやっぱり──

　こいつは、俺の意志なんだよ──」

「……けど……」

「これしか──ねえんだよ──

　俺の気持ち、ってのがおさまる方法は──」

「──わかった。つきあってやるよ」

「ガウリイ!?」

　静かに言った彼のことばに、あたしは思わず声を上げた。

「──ちょっと!?

　あんた、状況わかってるのっ!?」

「わかってるよ」

　彼は言う。

　やさしい瞳ひとみであたしを見つめ。

「こっちも、運命やら魔王の意地やらにつきあってやる義理はない。

　──けどな──

　こいつは、ルーク自身の決めたことなんだろ？

　いくらオレたちが何を言っても、たぶんルークはそれを変えることはないだろ。

　あいつの心は、あいつにしかわからないし、あいつの心を変えられるのは、結局、あいつ自身しかいないんだから。

　だったら、オレたちにできることは二つにひとつ。

　つきあうか、つきあわないか。

　そのどっちかだ。

　ルークのわがままになら──

　つきあってやってもいいんじゃねえか？

　……もちろんオレだって、ルークと命のやりとりなんかしたくないさ……

　けどな……

　つきあわない、勝手にやってくれ、って言っちまったら……

　それこそ、運命まかせ、他ひ人とまかせ、ってことになっちまうんじゃねえのか？」

「……それは……」

　言われてあたしはことばに詰つまる。

「それでかりに、オレたちはもとの世界に戻もどっても──

　いつ魔族が攻せめてくるか。それとも誰かがなんとかしてくれたのか。

　それこそ死ぬまで、ずっとそんなことを気にし続けなくちゃあならない。

　オレはそんなのはごめんだぜ。

　──それにな──

　オレはお前さんの保ほ護ご者しや、だからな。

　お前さんの未来を、運なんぞにまかせるわけにはいかないんだよ。

　だから──

　オレの手で、なんとかできる今のうちに──

　なんとかする。

　──つらいのなら、リナ、お前は手を出すな。

　オレ一人でも──やる」

　きっぱりと。

　言ってガウリイは、その目をルークの方へと向ける。

　まなざしの奥おくに、強い意志の光を宿やどして。

「……ずるいわよ……ガウリイ……」

　吐と息いきに乗せて、あたしはつぶやく。

「……そんなふうに言われたら……

　はいそーですか、がんばって。あたしは知らない。あとよろしく──なんて言えるわけないじゃない……」

　あたしとて──

　自分の未来やガウリイの未来──

　今まで出会ったいろんなひとの未来を、運、などというものにまかせるつもりはない。

　わかっている。

　もしも本当に、『運命』などというものがあるのだとすれば──

　自分の手で、それを変えることができるのは──

　今、なのだ、と。

　そして──

　──最愛のものを失った悲しみ、憎ぞう悪お、葛かつ藤とう──

　こうすることでしか──ルークの心が安らぐ手しゆ段だんはないのだと──

「……わかったわ……」

　あたしは言った。

　苦笑を浮かべ、ルークに目をやり。

「……あんたのワガママ……つき合ってあげよーじゃないの……」

「……すまねぇな……」

「……いいわよ……もう……

　ただし──

　つき合う以上は、本気でやらせてもらうわよ」

　戦う。

　友として。全力で。

　自らの心を押し殺し。

「……悪ィ……」

　苦笑するルークの手の中に、白い仮か面めんが出現した。

　さきほどとは、わずかに異ことなる白い仮面。

　瞳ひとみに輝かがやく宝ほう玉ぎよくは、魔王を表あらわす深しん紅くではなく、ルークと同じ深いセピアの色。

　それが、『彼』の顔にしっかりと張はりついた。

『彼』はガウリイに顔を向け、

「もとの顔のままじゃあ、やりにくいだろうからな。

　言っとくけど……

　セレンティアの時みてぇに、手て加か減げんするのはなしだぜ」

「ああ」

「おたがいに──ね」

『彼』はうなずき、数歩退さがり──

　その手にした杖つえが変形し、赫あかい宝玉をその柄えに抱いだく、ひとふりの剣に変化する。

「──行くぞ」

　そして彼は。

　魔王の声で、戦いのはじまりを告げた。




　あたしたちには、『彼』を倒たおすだけの力が与あたえられている。

　頭の中を戦せん闘とうモードに切り替かえて。

　心を圧おし殺し、あたしは瞬しゆん時じに頭の中で計算する。

　ガウリイの斬ブラ妖スト・剣ソード──『彼』のことばによれば、周囲の魔力を切れ味に転てん嫁かする剣ならば、魔力に満ちたこの異世界の空気と、『彼』自身の纏まとう魔力を利用して、『彼』を切り裂さく剣となる。

　そしてあたしは、この世界では、呪じゆ文もん詠えい唱しようのタイム・ラグなく、『力あることば』だけで術じゆつを発動させることができ、虚きよ無むの刃やいば──神ラグナ滅・ブ斬レードを長時間発動させ続けることも可能だという。

　そして、数の上では二対一。

　だが──

　これでも戦力的には、決して有利とはいえなかった。

　以前なら、ガウリイの剣けん技ぎはルークに優まさり──魔力、術のバリエーションと応用の点では、あたしはルークを上うわ回まわっていた。

　しかし今。

　ルークは魔王と同化したせいか、体術においてはガウリイと同等までのレベルアップを果たし、魔力では、いまやあたしを軽く凌りよう駕がしているだろう。

　ならあとは、あたしとガウリイ、二人の連れん携けい。そして、あたしの術の使い方がポイントとなるのだが──

　魔王の力を借りた術が、魔王自身に効きくわけはない。

　これは、ある程度ちゃんと魔道を学んだ者にとっては常識である。

　ならば──

　魔王の腹ふく心しんたちの力を借りた術は、果たして魔王に通用するのか？

　いくら、この異世界に魔力があふれており、術の威い力りよくがアップしているからといっても、そんな術で、『彼』がさしたる痛手を受けるとは、どうしても思えない。

　ましてや地ち水すい火か風ふうの精せい霊れい魔術など、もとより純魔族にさえ通用しないものが、彼に効くわけもないだろう。

　ならば確実に効果があるのは、精アスト神ラル系列の精霊魔術と、あとは──

　金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの力を借りる術。

　虚きよ無むの端たん末まつを引き出す──言い換かえれば、自みずからの身に金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの一部を降こう臨りんさせる術、重ギガ・破スレ斬イブは、さすがに使えない。

　ここはもとの世界とは、薄うす紙がみを隔へだてた世界だと、『彼』は言った。

　そして、魔力とのつながりが高いと。

　つまり、かりに不完全版の重ギガ・破スレ斬イブとて、ここで使えば、肉体を乗っ取られるおそれもある。

　そしてさすがに『彼』ならば、冥ヘル王マスターと違って、『彼女』を見み間ま違ちがえるような間ま抜ぬけはしないだろう。

　ならば──虚無の刃、神ラグナ滅・ブ斬レード。

　だが。これには致ち命めい的てきな欠点が一つある。

　すなわち。

　接せつ近きんして当てなければならないのだ。相手に。

　普ふ段だんなら持続時間が極きよく端たんに短いあの術も、この空間でなら長時間の使用が可能だ、という話ではあるのだが──

　それにしても、間ま合あいは剣と同程度。

　近寄り、ぶん回し、命中させる、というのが当然必要不ふ可か欠けつ。

　あたしとて、剣技は、並なみの剣士にも引けはとらない。

　だが今の『彼』の技量はガウリイ並──あたしでは遠く及およばない。

　その『彼』に、一撃を与えることができるのか？

　正直言ってむずかしい。

　へたをすれば、返す刀でばっさり、である。

　ならば勝機は──やはりガウリイか？

　いずれにしろ、ガウリイが接近戦を挑いどみ、あたしが中距離からそれをなんとか援えん護ごする──という形でやるしかない。

　短いにらみあいの中、一瞬のうちに、あたしが基本方ほう針しんをそう決めた、そのとたん。

　まるでそれを待ってでもいたかのように『彼』が──

　……いや。『魔王』が動いた。

『魔王』が駆かけだすと同時に、ガウリイもまた地を駆け、迎げい撃げきへと向かう。

　あたしもいつものクセで呪じゆ文もんを唱となえかけ──

　瞬間、魔王の姿がかき消える！

　空間を渡わたったか!?

　ならば出現場所は──

　反射的にふり向きかけたあたしの、しかし目の前に、赤い姿は出現した！

　しまった！

　考えてみれば当然！　『魔王』にしてみれば、あたしには接近戦、ガウリイには中・遠距離戦を挑いどむのが有利なのはわかり切っている！

　それを読まなかったのはこちらのミス！

　一瞬の間に、さまざまなことが起こった。

「……エルメキア……！」

　反はん射しや的てきに、『力あることば』を放はなとうとするあたし。

　その目の前から、赤い影が消える。

　空間を渡った──のではない。

　至し近きん距離でフットワークを使い、あたしの死角にまわり込んだのだ。

　見えないはずのその位置で、『魔王』があたしに向かって、刃やいばをふりかぶるのが、はっきりと見えたような気がした。

　ま近で嗅かぐ『死』のにおい。

　今までになく、濃のう厚こうに。

　が。

「させるかぁぁぁぁっ！」

　ガウリイの叫さけび。

　彼が大きく剣をふりかぶる。

　むろん刃など届とどく距離ではない。

　あたしは察した。

　彼は──剣を投げつけるつもりなのだと。

　分ぶの悪い賭かけ。

　しかし──

『死』のにおいが瞬時に消え去った。

　何が起こったのかはすぐわかった。

『魔王』もまた、ガウリイのやろうとしていることを察したのだ。

　そして──ガウリイ相手に賭けに出るのを避さけ、あたしから距離を置いたのである。

　そう悟さとると同時にあたしはふり向き──

「──ランスっ！」

　ふり向きざまに、『力あることば』と、それが生み出した光の槍やりを、赤い影に向かって解とき放はなつ！

　しかし相手は手にした剣で、光の槍を切り裂さいた！

　ばしゅっ！

　はじける閃せん光こう。

　同時に後ろに跳とぶあたし。

　光を割って赤い影が迫せまる。

　あたしはさらに後ろに跳び──

　背はい後ごから来た別の影とすれ違う。

　ガウリイ！

　ぎんっ！

　魔を裂さく剣と魔王の剣と。

　ふたつの刃がぶつかり、異い界かいの大気を揺ゆらす。

　刹せつ那なの攻こう防ぼう。

　体の芯しんにいまだ残る、『死』のにおいの余よ韻いん。

　気をとりなおし、あたしは目の前の戦いに集中する。

　突き、ふり下ろし、うち上げて、かわし、受け流し、押おさえ込む。

　互たがいの位置を目まぐるしく変え、二人は剣をうち交かわす。

　二人が離はなれたその一瞬。

「地ベフイ精ス・ブ道リングっ！」

　あたしの大地を穿うがつ術じゆつが地面そのものに干かん渉しようし、『魔王』の足もとの地面を消失させた。

　いきなり足もとに落とし穴が出現したようなものである。並なみの相手ならどうすることもできぬまま、落ちて、致ち命めい的てきなスキを生む。

　しかし『魔王』は、とっさに空に浮いたのか、足もとが消え去ったことにも気づかぬかのように微び動どうすらしない。

　だが──そこにガウリイが突っ込んだ。

　落下するのは宙ちゆうに浮かんで逃のがれられても、踏ふみしめる足場がなければ、剣と剣との攻防では、圧あつ倒とう的に不利となる。

　ぎっ！　ぎぎんっ！　ぎんぎんっ！

　が。

　あたしの予想を大きく裏切り、『魔王』は何もない虚こ空くうを力強く踏みしめて、ガウリイと斬きり結むすんでいる。

　数度刃を交まじえつつ、ゆっくりと後ろに退さがる『魔王』。

　このままガウリイが前に進めば、あたしの掘ほった穴へと至いたる。

　さすがに彼の方は、空中を歩くようなマネはできない。

「──ひゅっ！」

　鋭するどい呼こ気きとともに、間ま合あいを外はずして一いつ旦たん後ろへと退るガウリイ。

『魔王』も同時に後ろに退り──

　ぶぁっ！

『魔王』を中心にひろがった黒い何かが、あたりの空間を侵しん食しよくする。

　攻こう撃げき力りよくがあるのかないのかわからないが、用心するに越こしたことはない。

　さらに退って距きよ離りを置くガウリイ。

　黒い何かは、ひろがった時と同じ唐とう突とつさで五カ所に収しゆう束そくし──

　五つの、黒い『魔王』の姿すがたを生み出した。

　目くらましかっ！

　おそらく本体は一つ。あとの四つは、黒い『何か』でつくり上げた偽ダ物ミー。

　しかしダミーとは言っても、『魔王』自みずからがつくり上げたもの。どれほどの能ちか力らがあるのかはわからない。これまたナメてかかるのは危険である。

　とりあえず、数を減へらしてゆくしかないっ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　獣グレーター王・ビーストゼラス＝メタリオムの力を借かりた術。

『魔王』本体に、どれほどの効果があるか、ほとんど期待はできないが、ダミーをうち砕くだく程度のことはできるはず。

　その術をあたしは──イメージの中で五本に分ぶん裂れつさせた。

　正確に言うなら、頭の中で瞬時に想おもい描えがいた呪じゆ文もんにアレンジを加え、同時に映えい像ぞうイメージも想そう起きする。

　呪文のアレンジ方法は簡かん単たん。

　一本の炎ほのおの槍やりを、多数の炎の矢に分裂させるのと要よう領りようは同じである。

　むろん現実では、獣こ王牙の操弾術を分裂させることなど不可能である。

　だが魔力の濃こいこの世界なら──

　しかし。

　生まれ出た光ひか条りは一本のみ。

　それは『黒い魔王』のひとつをぶち抜き、霧む散さんさせる。

　ダミーかっ！

　その時には、あとの四つが、ガウリイに向かって殺さつ到とうした！

　これだけ双そう方ほうが近づけば、飛び道具でのうかつな援えん護ごは、ガウリイを傷きずつけることになる。

『黒い魔王』の黒剣が、一いつ斉せいにガウリイに向かって伸のび──

「甘いっ！」

　ざざざざんっ！　ぎっ！

　ガウリイの剣が、瞬時に『黒い魔王』の三つを断たち切り、四つ目の剣に受け止められる。

「『影』の方が遅おそいっ！」

「ならばっ！」

　ガウリイの剣をはねのけて、『黒い魔王』はふたたび、こんどは三つに分裂し、ガウリイに向かう！

「まだ遅いっ！」

　吠ほえてガウリイは二つの影を断ち──

　瞬間！




　づどぅっ！




　断たれた二つの影が爆ばく発はつした！

　大爆発、というわけではない。

　しかし、ガウリイの体たい勢せいを崩くずすには十分すぎるほどのもの。

　魔力の爆発ではなかったのか、巻き込まれたはずの『魔王』は、微び動どうだにせず剣をふりかぶる！

　──ガウリイっ！

　ざんっ！

『魔王』の剣がガウリイを薙なぐ！

　ガウリイの──腿もものあたりを。

　爆発の瞬間。

　かわしきれないと悟さとったガウリイは、爆風を利用して跳とび、間合いを外したのだ。

　ガウリイは、数度地面を転ころがり、身を起こしかけ──

　足を折ってひざをつく。

　ダメージは浅あさくなかったかっ!?

　ここを狙ねらわれてはさすがにまずいっ！

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スっ！」

　あたしは術を解き放つ！

『魔王』のまわりに生まれた雷らい撃げきは──

　しかし、『魔王』の剣のひとふりで、無数に分かれ、軌き道どうを変えて、ガウリイ目がけて襲おそいかかった！

　ガウリイは手足を使って跳び──

　それでも。

　ばぢっ！

　荒あれ狂くるう雷いかずちの一本がその身をとらえる！

　どっ。

　重いものが大地に落ちる、いやな音。

「ガウリイっ！　ガウリイっ！」

　あたしの呼びかけに──彼は小さく体を動かし──

「死んではいない」

『魔王』は言う。

　淡たん々たんと。

　……なるほど……

　あたしとガウリイに連れい携けいをされるとやっかい……だからこそ、先にあたしを狙うと見せかけて、連携を取る間も与えず、ガウリイを倒した……

「死んではいないが──軽い傷でもない。

　すぐに我を倒し、もとの世界に戻って治ち療りようを施ほどこせば助かるだろう。

　だが、そうでなければ──

　わかるな？」

　──すなわち──死──

　思った瞬間。

　肺はいが──縮ちぢむ。

　──そんなことはさせない──絶対。

「……一サ対一シの勝負……こっちには時間制限つき……ってわけね……」

　声は、自分でもおどろくほど静かだった。

　ゆっくりと。

『魔王』はこちらに歩あゆみ来る。

「なら、行くわよっ！」

　言ってあたしは両手を構かまえ──

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　きゅごっ！

　あたしの放はなった光の槍やりを、しかし『魔王』はよけようともしない。

　まともにその体で受けて、なんの動どう揺ようも示さない。

「……まさか……今のが効きくとは思っていまいな？」

「まさか！　実験よ実験！」

　言ってあたしは両りよう手てを構える。

「四し界かいの王の血けつ玉ぎよくよ！　我にさらなる魔ち力からを与えよ！」

　簡かん略りやくした呪文──いや、『混カ沌オスの・言ワー語ズ』での呼びかけに、魔デモン血・ブ玉ラツドの呪タリス符マンがかがやきを放った。

　四つの世界の魔王──赤ル眼ビのー魔ア王イ、闇ダをー撒クくスもタのー、蒼カオ穹テイのツク王ブルー、白デス・霧フオツグ、それぞれを表す四色の宝ほう玉ぎよくが、あたしの魔力を増ぞう幅ふくさせる。

　──これで──

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　続けて放った一撃を、『魔王』はふたたびまともに受ける。

「……なるほど。公正な実験だ。

　たしかに威い力りよくは上がっているな」

　こともなげにさらりと言った。

　うあ腹はら立たつっ！

　ならばっ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　あたしの放った光の帯おびは、魔王がふるう剣先に、いともあっさりはじかれる。

「機会は──一度しかないと思え」

『魔王』は言う。かわらぬ歩あゆみを進めつつ。

「お前の虚きよ無むの刃やいばが、我を切り裂さく機会は。

　並なみの術では我には通じん。

　だがあれならば、我が剣ごと、我が肉体を切り裂くこともできる。

　──ただし──」

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スっ！」

　ばぢばぢばじっ！

　殺さつ到とうする魔力の雷らい撃げきは、剣のわずかひと振りで、からめ取られて宙ちゆうに散る。

「──我もまた、その事実を認識している」

『魔王』はことばを続ける。

　──ムダだと思うけど──

「氷フリー結ズ・ブ弾リツドっ！」

　ぎんっ！

　次に放った氷の呪文は、『魔王』を巨大な氷ひよう塊かいに閉じこめる。

　足止め──である。

　が。

　まるで何ごともなかったかのような足取りで、『魔王』は氷を通り抜けた。

　やはり──魔力の影響が強くなるといっても、基本法則そのものがくつがえるわけではないらしく、この世界でも、地水火風の精霊呪文は、魔族相手には効ききもしない！

　足早に後ろに退さがるあたし。

「ゆえに我は、汝なんじの虚無の刃から身をかわし、しかる後に攻撃へと転じる。

　まともに戦えば、技量が上の我が勝つ。

　我が汝の刃をかわすか。

　汝が我に一撃を入れるか。

　機会は──一度しかないと思え」

　あたしは退り、魔王は変わらず歩みを進める。

　一気に間まを詰つめようともせずに。

　まるで──あたしが決意を固めるのを待ってでもいるかのように。

「まっ向こう勝負ってこと!?　ずいぶん男らしいわね！　あいにくあたしは女だけど！」

　言いながら、あたしの頭はめまぐるしく活動していた。

『魔王』が言うような分ぶのない賭かけは、最後の最後の最後の手段。

　いや、互いのウデの差を考えれば、賭けというよりむしろそれは、ヤケと言った方が近い。

　ほかに何か方法はないか？

　なら、これは!?

「崩ラ・霊テイ裂ルトっ！」

　本来あたしには使えない術である。簡かん単たんな術ならとにかく、高位の術には、呪文詠唱と動作などの他に、ある種のイメージ・トレーニングが必要となる。

　崩ラ・霊テイ裂ルトなどに関しては、あたしは、そのイメージができないのだ。

　だが。

　こぅっ！

　術は発動した！

　蒼あおい光の柱はしらが『魔王』を包つつみ込み──

　剣のひと振りで消失する。

「……本来使えぬ術を無む理り矢や理り発はつ動どうさせたとて……

　しょせんこの程度」

　──これも──だめかっ!?

　だが、はっきりとしたこともある。獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドや覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣ス、そして今の崩ラ・霊テイ裂ルトを、『魔王』は剣でうち払った。

　逆に言うなら、それは、直撃すれば効く、ということでもある。

　──もっとも──『効く』というのが『かなり』か『ほんの少し』かは知らないが。

　倒す方法は二つにひとつ。

　神ラグナ滅・ブ斬レードのような一いち撃げき必ひつ殺さつの術じゆつをぶち込むか。

　獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドのような術を、着実に何発も当てて力を奪うばってゆくか。

　だが……どちらも現実的とはいえない。

　神ラグナ滅・ブ斬レードでは、当てるのがむずかしすぎる。

　かといって、獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドクラスの術を、相手が黙だまって何発も受けてくれるわけもない。

　いや──本来ならあたしの使えない術が、一応発動するのなら、ガウリイのダメージを、強力な回かい復ふく呪文『復リザレ活クシヨン』で──

　いやいや。あれには時間がかかる。『魔王』がそれを与えてくれはしないだろう。

　魔力に満ちたこの世界で、魔デモン血・ブ玉ラツドでの魔力増ぞう幅ふくをかけてなお、『魔王』はこれほどまでに圧倒的な……

　………………………………

　あたしはその場に足を止めた。

　それは単なる思いつき。

　だが。

　神ラグナ滅・ブ斬レードをくり出す前に試ためすこと。

「心を──決めたか」

『魔王』が地を駆かけようとした、その刹せつ那な。

　ばぎんっ！

　あたしは、右手の呪タリス符マンについた宝玉──青の魔デモン血・ブ玉ラツドをかみ砕いていた！
















　石の硬こう度どを持つはずのそれは、なぜか、あたしの口の中でいともあっさり砕け散り、消える。

魔デモン血・ブ玉ラツド──『魔王』のことばによれば、それは、『完全なる賢けん者じやの石』。強力無む比ひな魔力増ぞう幅ふく器き。

「異い界かいの王、『蒼カオ穹テイのツク王ブルー』！」

　それは呪文でもなんでもない。単なる『混カ沌オスの・言ワー語ズ』での語りかけ。

「汝なんじが血けつ玉ぎよくをその代たい価かに、我が前にその力を示せ！」

「なにっ!?」

　魔王の驚きよう愕がくの声。

　もとの世界と紙一枚を隔へだてた世界──

　それはすなわち、他の世界と、紙一枚ぶん近ちかしい世界。

　そして。




　こぅっ！




　蒼そ穹らがかがやく。

　水みな面もに波は紋もんがひろがるごとく、光の波紋がひろがって、その中心から降り立った、蒼あお白じろい光は柱となって『魔王』を撃うつ！

「ごあああああああああああああああああああッ!?」

　無音の光の圧あつ力りよくに、『魔王』の叫さけびがこだまする！

　深しん紅くの影かげは、まばゆい光に呑のみ込まれ──

「──っがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　生まれ出た赫あかい光が白光を、虚そ空らの蒼あおへと圧おしもどす！

　空はしずまり、『魔王』が佇たたずむ。

「……い……異世界の魔王の呪しゆ……だと……？」

　効きいているっ！　たしかにっ！

　ならばっ！

「異界の王『白デス・霧フオツグ』！」

　そしてこんどは、左手の白い宝玉。

「汝が血けつ玉ぎよくをその代たい価かに、我が前にその力を示せ！」




　ぶぁっ！




『魔王』のまわりの空間が白く染そまる。

　それはたしかに、霧きりに似にていた。

　ごうっ！

　霧が渦うず巻まく。虚うつ空ろが吠ほえる。

　あたしたちの世界の魔王を切り刻きざまんと。

「ぐぅぅぅうぅぅぅぅぅぉおああああああああああッ！」

　雄お叫たけび──それとも苦く鳴めい。

　びしっ！

　何かの砕くだける小さな音。そして。

　ばぢゃっ！

　水を地面にぶちまけたような音とともに、白がはじけて大気に還かえる。

　一歩たたらを踏ふんだ『魔王』の、その手にかかげる魔剣には、はっきりとヒビが入っていた。

　あたしは腰ベルトの呪タリス符マンをむしり取り、黒の宝玉を口中に。

「異界の王『闇ダをー撒クくスもタのー』！

　汝が血けつ玉ぎよくをその代たい価かに、我が前にその力を示せ！」




　[image: ]ぉうんっ。




　空間が低い唸うなりを上げる。

「……………………っ！」

　瞬時にひろがった黒い何かは、赤い影を飲み込み、収しゆう束そくした！

　魔王の声すら呑み込んで、それは無限小へと──虚きよ無むへと向かって圧あつ縮しゆくされ──

　音もなく。

　空間が。闇やみがはじけて──

　ゆらりっ、と。

　赤い魔王は立ち上がった。

　かなりのダメージを受けてはいるようだが……

　あたしの手元に残る魔デモン血・ブ玉ラツドは一つ。

　それは目の前の相手──あたしたちの世界の魔王、シャブラニグドゥのものである。

　それでは──全まつたく意味はない。

　ならばやはり……残る手段は……

　…………………………………………

　──いや──

　答えは。

　最初から、そこにあったのだ。

　そんな気がした。

「……終わり……か……」

『魔王』がその顔をこちらに向ける。

　かぶった面には、無数のひび割れ。

　だがその声から、気力は消えぬ。

「……ならば……

　今こそが決着の刻とき。

　──ゆくぞっ！」

　吠えて『魔王』が地を蹴けった！

　今の三連撃のせいで、動きは多少鈍にぶってはいるが──

　赤い姿があたしへと迫せまる！

　大地を踏ふみしめ、迎むかえるあたし！

　──まだだ！　まだ！

　両者の間合いが一気に詰まる。剣を手にした『魔王』の手がわずかに──

　──今っ！

「──神ラグナ──！」

　あたしは右手をふりかぶる！

「──滅ブレエ・エエエ斬エエドっ！」

　赤い姿が遠ざかる。

　虚無の刃やいばが虚空を裂さいた。

『魔王』は間合いの紙かみ一ひと重えで、ななめ後ろに跳ちよう躍やくし、この一撃をかわしたのだ。

　そして瞬時に間まを詰つめる！

　あたしは右手を振ふりきると、そのいきおいで体をねじり──

　左ヽ手ヽにヽ生ヽんヽだヽ虚無の刃をくり出した！

「──二ヽ刀ヽ!?」

『魔王』の驚きよう愕がくの声！

　赤と黒とが交こう錯さくし──




　ぼひゅっ！




　全く何の抵てい抗こうもなく。

　虚無の刃が断たち切ったのは、しかし、『魔王』が手にした刃のみ！

『魔王』は大きく後ろへ跳び──

「……勝敗は決したな」

　その手の中の刃が見る間に再さい生せいする。

　あたしは一瞬上下に身を振り、はね上がった胸むな元もとの呪タリス符マン──赤い宝玉を口にする。

「黄たそ昏がれよりも昏くらきもの──」

　ぱきんっ、と、口の中で魔デモン血・ブ玉ラツドが砕け散る。

　赤ル眼ビのー魔ア王イ、シャブラニグドゥの魔デモン血・ブ玉ラツドが。

「血の流れより紅あかきもの！」

　あたしは両手を『魔王』にかざす。

　虚無の刃をうち消して。

「時の流れに埋うもれて眠ねむれ、魔ルビ王ーよアイ！」

　両手の中に生まれる、赫い、かがやき。

「竜ドラ破グ・ス斬レイブっ！」




　ごぐぁぁぁぁぁぁぅんっ！




　赫あかい爆ばつ光こうが──

『魔王』を包んだ。




　赫しやつ光こうが、見知らぬ世界の大地を灼やいた。

　……ふ……ぅ……

　唇くちびるから漏もれる小さな吐と息いき。

　そして。

　薄うすれゆく炎ほのおの中に影かげひとつ。

「……知らぬわけではあるまい……」

　吹ふきすさぶ、轟ごう々ごうたる颶か風ぜを縫ぬい。

『魔王』の声があたしに届とどく。

　かつてどこかで──同じ光景を、見た。

　既デジ視ヤ・感ヴユ。

「我が力を借かりた術が、我自身には効きかぬことなど」

　そう。あたしはそのことを知っている。

　効くわけはない。普ふ通つうなら。

「なら、何な故ぜ放はなった？　何故──？」

　爆ばく煙えんの中から現れる『魔王』の影。

　それが──

　その場に、膝ひざをつく。

「何ヽ故ヽ、我ヽはヽ滅ヽびヽるヽ……？」

　そう。

　現れた『魔王』の体を彩いろどる赤の色は、もはやくすみ、色褪あせて、杖つえと支えたその剣が、腕かいなの中で砕け散る。

「答は──あなたが知っているわ」

　あたしは言った。

　颶か風ぜの余よ韻いんに、髪とマントをたなびかせ。

「魔王の力を借りた術で、魔王自身を傷つけることはできない。

　なぜならそれは──

　お前自身を倒すのに手を貸してくれ、という、愚おろかな呼びかけにすぎないから。

　けど、もしも──」

　今さらながら。

　漏れそうになる嗚お咽えつを嚙かみ殺し。

　あたしはことばを続けた。

「あヽなヽたヽ自ヽ身ヽがヽ、自ヽ分ヽのヽ滅ヽびヽをヽ望ヽんヽでヽいヽたヽなヽらヽ？」

　風が──吹く。

「……あぁ……そうか……」

　流れた声は──決して魔王のものではなく──あたしの知っているルークの声──

　深い──疲つかれを宿やどした──

　しかし、安らかな声──

「……そうか……俺は……ただ……

　あいつのところに……行きたがってただけ……だったんだなぁ……

　……あんたらの……手で……」

　彼は──大地に腰こしを落とす──

「ミリーナの奴やつ……な……

　二人きりになった……あの部へ屋やで……

　俺に……言ったんだ……

　言ったんだよ……

　ヒトを……嫌きらいに……ならないでくれ……って……」

　風が吹く。

　ことばが流れる。

「……俺は……その言葉を……受け入れられなかった……」

　声は細く──細くなり──

「……すまねえ……な……」

　言ったことばは誰へのものか。

　風が吹き。

　砂と化した彼を運び去る。

　そして──彼の生み出した世界が──

　消える。




　ノックの音がした。

「私だ」

　聞こえた声は、ミルガズィアさんのものだった。

「お？」

　ベッドに身を起こそうとしたガウリイを手で制し──

「──開いてるわよ」

　ふり向きもせず、あたしは答えた。

　──すべてが終わったあと──

　あたしと、傷きずついたガウリイは、サイラーグ・シティのどまん中へと出現した。

　……まあ……『シティ』とか言っても、いまだ復ふつ興こう途と中ちゆうで、小さな町程度の規き模ぼではあるのだが……

　幸さいわいガウリイの受けたダメージは、思ったほどにはひどくなく、とりあえずあたしは宿を取り、手当をし──

　明けて今日。

　大だい事じをとって横になってるガウリイの、そばのいすに腰かけて。

　彼が倒れたあと。一体何がどうなったのか。

　それを今ちょうど、話し終えたところだったのだ。

　扉とびらを開けて、入ってきた気配は二つ。

　ふりむくまでもない。ミルガズィアさんとメフィの二人。

「ちょっと！　いきなり姿を消し……

　──って、ケガしてらっしゃるの!?」

「治ち療りようはすんでるわ。

　傷も完全にふさがってる。

　今は、大事をとって休んでるだけ」

　メフィの声に背中で答える。

「何が──あった」

　ミルガズィアさんの問い。しばしの沈ちん黙もく。

　あたしはゆっくり口を開く。

「──魔王を──倒した──

　それだけのことよ」

『……ま……!?』

「本当……なのか……!?」

「噓うそ言っても仕方ないでしょ」

　重ねて問うミルガズィアさんに、あたしは疲れた声で返す。

「……本当なら……」

　メフィの驚きよう嘆たんの声が響く。

「すごいわ……

　まさしくあなたたち……

　魔デをモン滅・すスるレ者イたヤちーズ、といったところね」

「……いらないわよ……そんな称しよう号ごう……」

　あたしは小さく吐はき捨てた。

　しばしの沈黙。

「……我々も、この宿に部屋を取る」

　ややきまり悪げに、ミルガズィアさんの声。

「落ち着いたら──すこし詳くわしく話してほしい。

　行くぞ。メフィ」

「……え……ええ」

　ぱたんっ。

　ドアの閉まる音。

　ふたつの気配が遠ざかる。

「……リナ……」

　ガウリイがつぶやく。あたしを見つめて。

　──今の態度は感心しないぞ──

　とか言われるのかと思ったら。

「泣いてるのか？」

「見ればわかるでしょ？　泣いてなんかいないわよ」

「……ああ……見ればわかる……泣いてる……」

「……あのねぇ……目……悪いんじゃないのっ……どこがっ……」

　言いかけたことばが途中でとぎれる。

「……悪かったわね……泣いてるわよ……」

「ひらきなおったな」

「……今……気がついたのよ……

　あたしたち……ルークとミリーナの……フルネームさえ……知らなかったんだ……ってことに……

　そう思ったら……なんだか……急に……」

「いいさ。泣いても」

　ガウリイは、あたしの頰ほおにそっと手を伸ばす。

「……ルークの奴が何を望んでたとしても……

　オレたちが……あいつを手にかけた事こ実とは変わらない……

　けどな──

　いろんな重いものを背負いながら、それでも人間ってのは、前に進まなきゃならないんだ。

　ルビアもがんばってる。

　ルークは……勝てなかった。

　けどリナ、お前なら──

　それができるはずだろ？

　そのためなら、今は──

　いいさ。泣いても──」

「……ばか……」

　……ったく……この男……ばかのくせして……変なところで強いんだから……

　そしてすこしだけ──

　あたしは、泣いた。




「──さて──

　そろそろゆくか。メフィ」

「ええ。

　そうですね。おじさま」

　唐とう突とつに。

　二人がそう口にしたのは、事件から数日たった、昼のことだった。

　ガウリイももはや完全回復しており、今しがたあとにしたメシ屋でも、いつも通りの量の食事を、ピーマンきっちりとり分けて食べていた。

　場所は──サイラーグの大通り。

　大通り、などといっても、そこはそれ、復ふつ興こう途と中ちゆうの町のこと。通りだけはたしかにデカいが、建物もまばらで、人もそれほど多くない。

　しかし、復興途中ゆえにか、活気のようなものだけはある。

　失なくしても──ただただ嘆なげくだけでなく。

　よりよい明日をつくるため、ふたたび前に進みはじめる。

　人間とゆーのは、けっこぉしぶとい。

「行くって……またいきなりだけど……

　どこへ？」

「冬とう眠みんの準備とか？」

　横からガウリイが、ぼそりっ、と言って──

「………………………………………………」

「ああああああ。すいませんすいませんもう言いません」

　無言でミルガズィアさんに詰め寄られ、あわてて手を振り、あやまり倒す。

　……ひょっとしてガウリイ……あんた……わざとやってるんじゃあ……？　

　ミルガズィアさんはガウリイから離れ、視線をあたしの方へと送り、

「事件そのものは終わったとはいえ、大量に発生した下級デーモンどもが、消えてなくなったわけではないからな」

　あいかわらずの淡たん々たんとした口調で言う。

　むろん、事件のいきさつは、ここ数日の間に、二人にも話してある。

「しばらくはメフィとともに、各地を回って奴やつ等らを掃そう討とうしようと思っている」

「それでなくとも、結構凶きよう悪あくな魔族が、あちこちうろついていることもわかりましたし。

　……今回出会ったゼロスといい、あの二人の女の魔族といい……」

　言ってメフィは、ミルガズィアさんに、

「──そういえば──何者だったんでしょう？　あの二人？

　かなりの力があると見ましたが」

「気づいていなかったのか？　メフィ？　あれが何者か」

　返ってきたのは意外そうな声。

「ご存ぞん知じなんですか？　おじさま？」

「知っているわけではないが──

　おそらく獣グレーター王・ビーストゼラス＝メタリオムと海デイー王プシーダルフィンだ」




　ぶバッ！




　さらりとこともなげに言われ、思わずふき出すあたしとメフィ。

「……ゼ……！　ゼ……！」

「……ダ……！　ダ……！？」

「あの二人には、ゼロス以上の力を感じた。

　今、魔族たちの中で、ゼロス以上の力を持ち、実際に動くことのできる者といえば──

　その二人しかおらんだろう」

　さも当然、と言った口調のミルガズィアさん。

「……いや……『おらんだろ』って……

　も……もしそうなら、めちゃめちゃ豪ごう華かな受け付けねー……」

「……よ……よく無事でしたね……私たち……」

「うむ。

　あの時、下へ手たに手を出していたなら、我々も無事ではすまなかっただろう。

　幸さいわいあのあと何もせずに姿を消してくれたからよかったが。

　今思い出しても震ふるえが来る」

　いや。微び動どうだにせず無表情に淡々と言われても。怖こわがってるんだかなんなんだか。

「ともかく──

　そういうことだ。人間たちよ。

　縁えんがあれば、また会うこともあるだろう」

「それじゃあお元気で──」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと──

　言って、ミルガズィアさんとメフィは背を向け、去って行った。

「……なんか……さらっと行っちゃったわねー」

「安心したんだろ」

　その後ろ姿を眺ながめながら、あたしのつぶやきに言うガウリイ。

「安心？」

「ああ」

　ガウリイは、あたしの頭に、ぽんっ、と手を置き、

「お前さんが元気になって、さ。

　で、安心して、自分たちのやるべきことをやりに行った」

「……安心……って……

　あたし、そんなに落ち込んでたかな？」

「ちょっとだけ──な」

　言ってガウリイが視線を戻したその時には。

　通りからはすでに、ミルガズィアさんとメフィ、二人の姿は消えていた。

「──さて──と。

　どうする？　オレたちは？」

「そーねー。

　別に目的があるわけじゃあないし……

　……って……

　あたしにばっかし任まかせてないで、ちっとはあんたも考えなさいよ！　ガウリイ！

　意見とか、ここに行きたい、とかゆーのはないの？」

「んー……そうだなぁ……

　──それじゃあ──」

　ガウリイは、あたしの瞳ひとみをまっすぐ見つめ、

「──お前の実家──なんてのはどうだ？」

「……え……？」

　ときんっ、と心しん臓ぞうがはね上がる。

　あたしはあわてて顔をそらし、

「……あ……あのねぇガウリイ……

　あんた……自分が何言ってんのか……

　それがどーいう意味かわかって言ってんのっ!?」

「ああ……そのつもりだ」

　優やさしい──声。

「……え……？」

　ふたたび小さく身をふるわせるあたし。

　顔がほてっているのが自分でもわかる。

　ガウリイは、優しい声で、

「前に、郷く里にのゼフィーリアはブドウの名産地だ、って言ってただろ？

　ほら、今、ちょうどそういう季節だし」

「食そつ欲ちかぁぁぁぁぁぁっ!?」

　すぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！

　すかさずふところから取り出したスリッパで、雷らい光こうのツッコミ入れるあたし。
















「……何だよ……？

　ブドウ嫌きらいか？」

「そーじゃなくってっ！

　……っどあああああっ！　もぉなんでもいいッ！」

「じゃあ、ゼフィーリアで決定だな」

「なんでそーなるのよっ!?」

「お前が『なんでもいい』って言ったから」

「……あのねぇ……」

「たまにゃあ里さと帰がえりってのもいいもんだぜ。きっと」

「……………………」

　はふ……

　ま──たまにはそれも悪くないか……

　なんかこの男、ミョーに今回は押し強いけど……

　実は……全部ちゃんとわかっててやってるんじゃあないだろーな……？

「……ま……いいけど……

　わかったわ。

　それじゃあ目的地はあたしの実家。

　ゼフィーリア王都、ゼフィール・シティ！

　オッケー？」

「おうっ！」

　かくてあたしとガウリイは。

　肩を並べて歩きだす。

　たぶん行く先、旅の途中には。

　きっとまた、いろんな事こ件とがあるのだろう。

　出会いやら。別れやら。

　ひょっとしたら、また今度みたいな思いをすることだってあるかもしれない。

　だが。

　悲しみと苦しみを、忘れて目を閉じるのではなく──

　胸に抱き、乗り越えて。

　あたしは。

　明日を笑って生きてみせる──
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作：つーことで、いよいよ長ちよう編へん最さい終しゆう巻かん！

　　デモン・スレイヤーズをお送りしますっ！

　　長編スレイヤーズもこれにて完。

Ｌ：次週のこの時間からは、ハートフル大だい魔ま王おうコメディ『ときどき☆こんとん　まじかるえるりん♪』を──

作：ないから。金こん輪りん際ざいないから。

Ｌ：くっ……！　皆みなまで言わせもせずにっ！

Ｓ：全まつたく失しつ礼れいな方ですね。Ｌ様に向かってその態たい度どとは。

作：──えっ……？

　　なん……で……？

Ｌ：あぁ。長編最終巻のあとがきだから、部下Ｓも出してあげよーと思って。

Ｓ：はっはっはっ。

　　これもひとえにお美しく寛かん大だいなＬ様の御み心こころのたまものですよ。

作：……ええっと……

Ｌ：この長編スレイヤーズっていえば、いちおー部下Ｓ抜ぬきには語れない話だし。

　　そうなると、締しめにいろいろ話を聞いてもいいかなー、って。

Ｓ：ありがとうございます。

　　しかし私はＬ様という至し高こうの存在あってこその者！

　　そういう意味においては、この長編スレイヤーズの真の主役はＬ様であると言い切っても過か言ごんではないのでしょうか!?

　　いえむしろっ！

　　それこそが本質、真理なのではないかと考える次し第だいですっ！

作：……あのー……

Ｌ：いやー。てれるなぁ。そんなにほめられると。

Ｓ：照てれることなどありませんっ！　あなたは世界から賛さん美びされて然しかるべき方っ！

作：……ちょっと質しつ問もんいいか？

Ｌ：え？　何？

Ｓ：賛美の途と中ちゆうに質問とは全く無ぶ粋すいな。何ですか？

作：いやぁ。

　　出しゆつ演えんしているはずなのに、あとがきのタイトル下に部下Ｓの名前がないのと、Ｌおまえの手に何やら怪あやしげなコントローラーがにぎられていることと、Ｓのこめかみから何かの電でん極きよくがつき出してることの間に、ひょっとしたら何かの関連性があるんじゃあないかなー、と思って。

Ｌ：………………

作：………………

Ｌ：──くっ……！（ポチッ）

Ｓ：はっはっは。何ヲおっしゃってるんですカ。全クもっておかしなことを。

　　気ノせいですヨ気のせい。

作：……これって……ロボ、なのか……？

　　はっ！　まさか当人を脳のう改かい造ぞう……!?

Ｌ：な、何の話だかっ！（カコカコポチポチッ）

Ｓ：Ｌ様に対してそのような無礼な言いがかり、全くもって失礼ですっ！（がしっ！）

作：ちょっ……！　何のコマンド入力したっ！　放せっ！

　　……って！　何だその注射器っ!?

Ｌ：あ、うん。ちょっと。

　　心配ない心配ない。

作：心配するわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　　ぷすっ。




　（手しゆ術じゆつ中ちゆう）




Ｌ：──さて。

　　ちょっとドタバタしちゃったけど、ともあれ長編最終巻ね。

作：（電極付き）いやあ。それにしても、このスレイヤーズが長編短編含めてこれだけ続いているのも、応おう援えんしてくださった読者のみなさんと、あとがきを取りしきってくださったＬ様のおかげ。

　　まことにもってありがたいことです。

Ｌ：………………

　　自分でやっといて何だけど……

　　作こい者つにベタ誉ぼめされるってのもちょっとブキミね……

　　なら思し考こうを通つう常じようモードに切きり替かえて……っと。

作：……はっ!?　俺おれは一体何を……!?

Ｌ：あー。なんでもいーから。

　　ともあれあとがきのシメだから。

作：わ、わかった。

　　長編スレイヤーズはこれにて完結。

　　このあとのリナとガウリイたちはどうなるのか──明めい確かくな答えはわざと用意していません。

　　ゲームやＴＶやコミックスでパラレルな第三部として位置づけられる物語を展開していたりもしますが、違ちがう未み来らいももちろんアリです。

　　さまざまな想像妄もう想そうの余地を残したまま、この物語を締めたいと思います。

　　読者のみなさん。ここまでおつきあいいただいて、本当にありがとうございます。

Ｓ：しかし短編スレイヤーズにあとがきがある限り、Ｌ様は必ず現れます。

Ｌ：とゆーことなんで、よかったら、「せれくと」とか「すまっしゅ。」とかってタイトルのついている短編の方も手に取ってもらえるとうれしいです。

作：そんなこんなで。

　　ではまたいずれ、どこかでお会いできれば幸いです。







あとがき：おしまい
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